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Perth International Arts Festival
2013 年２月８日（金）〜３月２日（土）

1953 年に始まった南半球で最も歴史あるアートフェス
ティバル。61 回目となる今年も国内外からさまざまな芸
術作品が集結する。

① Festival Welcome: Beginnings 
２月８日（金）6:00pm 〜 6:45pm
夕暮れのスワンリバーに臨むマチルダベイ。先住民ヌー
ンガー族の言葉によるシェークスピア風ソネットとシン
ガーたちの歌声でフェスティバルの幕が上がる。
程近い UWA では、ホールの壁を使ったイルミネーション
によるアートショー「LUMINOUSnight」が繰り広げられ
る（8:40pm 〜）。

② Bombs Per Minute
２月９日（土）8:00pm 〜 10:00pm　(6:30pm 開場 )
Langley Park 
パーカッションやドラムの奔放なリズムに乗って闇夜に
踊る無数の花火。フランスのパフォーマンスグループ「Les 
Commandos Percu」によるスペクタクルなショー。ピク
ニックの用意をして早めに出掛けてみても。

③ Of All The People In All The World
Timezone GMT +8
２月９日（土）〜３月２日（土）
Perth GPO, Forrest Place
イギリスのアーチスト集団 Stan's Cafe によるお米を使っ
たパフォーマンス・インスタレーション。会場に入る際
に渡される１粒の米。それがあなた自身。パースと同じ
世界標準時＋８に住む 15 億４千万人を、さまざまな統計
を基に 30 トンの米を使い、シリアスそしてユーモラスに
表現してくれる。

④ La Marea
２月 14 日（木）〜 17 日（日）8:00pm 〜 10.15pm
Rokeby Road, Subiaco
アルゼンチンの Mariano Pensotti の脚本・演出による街頭
パフォーマンス。夜更けの店の中やバルコニー、路上に
散りばめられる９つのショートストーリー。観客は次の
ストーリーを求め虚構と現実の狭間をたどるうちに、そ
の中に溶け込んでしまう（子供には不適切な表現あり）。

上記イベントは全て無料。
http://www.perthfestival.com.au

①

①
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③ ④
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アジアの安定が最重要　豪、安保戦略を発表

河野談話見直しに否定的　豪外相、日韓関係悪化懸念

【シドニー１月 23 日共同】

　オーストラリアのギラード首相は 23 日、

国家安全保障戦略を発表し、多くの国が軍

事、経済の両面で急速に力をつけているア

ジアの平和と安定を最重要課題の一つと位

置付けた。同盟・友好国の米国や日本、韓

国だけでなく、中国とも緊密に連携してい

くとしている。

　戦略は近年の安保環境の変化を踏まえた

内容。日米を中心とする同盟・友好国との

協調を再確認すると同時に、最大の貿易相

手国となった中国の軍備増強の動きも受け

入れ、地域のミドルパワーとしてアジアの

安定に貢献していく意思を示したものだ。

　ギラード氏は、アジアでは中国などによ

【シドニー１月 13 日共同】

　オーストラリアのカー外相は 13 日、岸

田文雄外相との共同記者会見で、従軍慰安

婦問題で旧日本軍の関与を認めた 1993 年

の「河野談話」について「見直しが行われ

るのは望ましくない」との立場を示した。

　カー外相は「日韓両国とも大切な友好国。

両国間の意見の相違が解決されることを期

Photo:  Department of Foreign Affairs and Trade / Lorrie Graham

る軍備の近代化が進んでいる上、人口や所

得の増加に伴ってエネルギーや水、食料資

源確保の重要性が高まりつつあり、安保上

の戦略課題が複雑化しているとの見方を示

した。

　このように周辺事情が変化しているもの

の、尖閣諸島をめぐる日中の対立や北朝鮮

の核問題などの「火種」を抱えるアジアの

安保環境は、今後も米中両大国の２国間関

係に左右されると指摘。

　オーストラリアは米国との同盟関係を保

持しながら、台頭する中国とも合同演習な

どの軍事交流を引き続き進め、関係各国の

間の信頼醸成を目指すに当たって重要な役

割を担うとした。

待する」と強調。従軍慰安婦問題をめ

ぐって日韓関係が悪化する事態を避け

るよう暗に求めたとみられる。

　カー外相は日韓関係をめぐる質問へ

の回答の中で「（この問題は）現代史

の中でも最も暗い出来事の一つ」だと

指摘。太平洋戦争で旧日本軍の空爆を

受けたオーストラリアとしての歴史的

立場も踏まえ、談話見直し問題に言及

した可能性がある。

　カー外相の発言について岸田外相は

「慰安婦問題について、安倍（晋三）総理

はつらい思いをされた方々に心を痛めてい

る。この点は歴代総理と変わらない」と説

明。日韓の諸問題に対し「大局的な観点か

ら平和的に解決する姿勢だ」と強調した。

　河野談話をめぐっては、菅義偉官房長官

が昨年 12 月、談話の扱いについて学術的

検討の必要性に言及している。
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【
シ
ド
ニ
ー
１
月
13
日
共
同
】

　
岸
田
文
雄
外
相
は
13
日
午
後
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
カ
ー
外
相
と

シ
ド
ニ
ー
で
会
談
し
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
や
イ
ン
ド
洋
周
辺
地
域
の
平

和
と
安
定
に
向
け
、
米
国
を
含
め

た
安
全
保
障
分
野
の
協
力
を
加
速

さ
せ
る
方
針
で
合
意
し
た
。

　
中
国
と
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合

（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
）
の
一
部
加
盟
国
が

領
有
権
を
争
う
南
シ
ナ
海
問
題
も

協
議
し
、
シ
ー
レ
ー
ン
（
海
上
交

通
路
）
の
確
保
に
向
け
「
船
舶
航

行
の
自
由
と
安
全
に
関
す
る
ル
ー

ル
づ
く
り
が
必
要
だ
」
と
の
考
え

で
一
致
し
た
。

　
双
方
が
い
ず
れ
も
米
国
の
同
盟

国
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
岸
田

氏
は
「
戦
略
認
識
を
共
有
し
、
協

力
関
係
を
一
層
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
伝
達
。
カ
ー
氏
は
会
談
後

の
共
同
記
者
会
見
で
「
日
米
豪
の

３
カ
国
の
協
力
と
連
携
が
重
要
だ
」

と
強
調
し
た
。
３
カ
国
が
防
衛
面

で
緊
密
化
を
図
る
こ
と
で
、
海
洋

進
出
に
積
極
的
な
中
国
を
け
ん
制

す
る
狙
い
が
あ
る
。

　
会
談
で
は
、
昨
年
12
月
の
北
朝

鮮
の
長
距
離
弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射

に
関
し
、
明
白
な
国
連
安
全
保
障

理
事
会
決
議
違
反
で
安
保
理
が
断

固
と
し
た
対
応
を
取
る
こ
と
が
重

【
１
月
22
日
共
同
】

　
外
食
大
手
モ
ン
テ
ロ
ー
ザ
（
東

京
）
が
運
営
す
る
居
酒
屋
チ
ェ
ー

ン
「
笑
笑
」「
白
木
屋
」
の
模
倣
商

標
が
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
３
カ
国

で
見
つ
か
っ
た
こ
と
が
22
日
、
同

社
関
係
者
へ
の
取
材
で
分
っ
た
。

商
標
差
し
止
め
な
ど
を
求
め
て
昨

年
12
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
業
者

を
現
地
の
裁
判
所
に
訴
え
た
。
フ

ィ
リ
ピ
ン
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で

も
、
２
月
初
め
に
も
提
訴
す
る
方

針
だ
。

　
現
地
で
先
手
を
打
っ
て
商
標
登

録
し
、
海
外
企
業
の
進
出
を
妨
げ
た

り
、
裁
判
で
和
解
金
を
得
た
り
す
る

「
商
標
ビ
ジ
ネ
ス
」
は
近
年
問
題
化

し
て
い
る
。
日
本
貿
易
振
興
機
構

（
ジ
ェ
ト
ロ
）
は
「
相
談
件
数
は
圧

倒
的
に
中
国
が
多
い
」
と
し
て
い
る

が
、
他
国
で
も
広
が
っ
て
い
る
実
態

が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

　
モ
社
に
は
中
国
、
韓
国
、
台
湾

で
商
標
権
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
が

あ
り
「
商
標
を
取
得
さ
れ
る
と
取

り
戻
す
の
に
膨
大
な
費
用
が
か
か

る
」
と
危
機
感
を
強
め
て
い
る
。

　
関
係
者
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
の
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
業
者

は
、
実
際
に
店
舗
は
運
営
し
て
い

な
い
が
、
２
０
０
３
年
に
「
笑
笑
」

「
白
木
屋
」
の
商
標
を
取
得
。
モ
社

要
と
の
認
識
も
確
認
し
た
。
岸
田

氏
は
拉
致
問
題
に
言
及
し
「（
解
決

へ
の
）
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」

と
求
め
た
。

　
岸
田
氏
は
会
見
で
、
日
中
関
係

に
つ
い
て
、
尖
閣
は
日
本
固
有
の

領
土
と
主
張
し
た
上
で
「
平
和
と

安
定
の
た
め
に
中
国
の
建
設
的
な

役
割
を
期
待
す
る
」
と
表
明
。
カ

ー
氏
は
「
日
豪
関
係
は
中
国
を
封

じ
込
め
る
も
の
で
は
な
い
」
と
指

摘
し
た
。

　
両
外
相
は
日
豪
間
の
経
済
連
携

協
定
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
に
関
し
早
期
妥

結
に
向
け
、
引
き
続
き
協
力
す
る

方
針
を
確
認
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

が
交
渉
参
加
し
て
い
る
環
太
平
洋

連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
へ
の
日
本

の
参
加
問
題
で
も
意
見
交
換
し
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
18
日
共
同
】

　
猛
暑
が
続
く
南
半
球
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
気
象
庁
に
よ
る
と
、
最
大

都
市
シ
ド
ニ
ー
で
18
日
午
後
、
市
中

心
部
の
気
温
が
45
・
８
度
ま
で
上
昇

　
西
豪
州
環
境
保
全
協
議
会
は
、
東

日
本
大
震
災
・
福
島
第
１
原
発
事
故

か
ら
２
周
年
と
な
る
３
月
11
日
の
前

日
10
日
、「
Ｒ
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｂ
Ｅ
Ｒ
Ｉ

Ｎ
Ｇ 

Ｆ
Ｕ
Ｋ
Ｕ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ
」
と

題
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
を
パ
ー
ス
市
内

で
開
催
す
る
。

　
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
現
在
も
そ

し
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
記
録
だ
っ
た

１
９
３
９
年
の
45
・
３
度
を
74
年
ぶ

り
に
更
新
し
た
。

　
同
国
で
は
今
夏
、
大
半
の
地
域
が

熱
波
に
よ
る
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
、
こ

の
影
響
を
受
け
続
け
る
福
島
県
の

人
々
に
思
い
を
は
せ
、
ま
た
こ
れ
ま

で
の
復
興
を
祝
い
、
日
本
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
有
志
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
。

　
パ
ー
ス
シ
テ
ィ
ー
駅
北
側
に
隣
接

す
る
パ
ー
ス
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
セ
ン
タ

ー
の
ウ
ェ
ッ
ト
ラ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
で

れ
ま
で
少
な
く
と
も
１
０
０
カ
所
以

上
で
山
火
事
が
発
生
し
て
い
る
。

　
地
元
警
察
は
18
日
、
南
東
部
メ
ル

ボ
ル
ン
郊
外
で
焼
け
焦
げ
た
車
か

ら
男
性
の
遺
体
が
見
つ
か
っ
た
と

発
表
し
た
。
Ａ
Ｐ
通
信
に
よ
る
と
、

今
夏
の
山
火
事
に
よ
る
死
者
が
確

認
さ
れ
た
の
は
初
め
て
。

は
、
デ
ィ
ジ
ュ
リ
ド
ゥ
や
太
鼓
の
演

奏
、
日
本
の
歌
や
柔
道
の
デ
モ
ン
ス

ト
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
が
披
露
さ
れ
る

予
定
と
い
う
。

　
ま
た
会
場
内
に
は
和
食
、
本
、
ア

ク
セ
サ
リ
ー
な
ど
を
販
売
す
る
ブ
ー

ス
も
設
け
ら
れ
、
売
り
上
げ
は
避
難

生
活
を
送
る
人
々
へ
の
寄
付
に
充

て
ら
れ
る
。
開
催
時
間
は
午
後
５
時

〜
７
時
。
詳
細
はhttp://w

w
w

.ccw
a.

org.au/rem
em

beringfukushim
a

で
。

は
同
国
へ
の
出
店
も
視
野
に
入
れ

て
い
た
が
、
こ
の
ま
ま
で
は
出
店

で
き
な
い
状
態
と
な
っ
て
い
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
昨
年
６

月
ご
ろ
か
ら
、
ブ
リ
ス
ベ
ー
ン
で

日
本
食
居
酒
屋
「
Ｗ
ａ
ｒ
ａ
　
Ｗ

ａ
ｒ
ａ
」
が
営
業
し
、
日
本
人
駐

在
員
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
相
次
い

だ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
都
市
バ
コ
ロ

ド
の
外
国
人
街
に
あ
る
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
モ
ー
ル
で
は
、
昨
年
７
月
ご

ろ
か
ら
焼
き
肉
店
「
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
　

Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
が
営
業
す
る
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
と
フ
ィ
リ
ピ

ン
で
は
相
手
が
商
標
を
取
得
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
モ
社
は
現
地

で
商
標
の
取
得
手
続
き
を
し
て
い

る
。
同
時
に
、
名
称
を
使
わ
な
い

よ
う
現
地
の
裁
判
所
に
提
訴
す
る

準
備
を
進
め
て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
23
日
共
同
】

　
日
本
で
は
「
マ
ッ
ク
」
や
「
マ

ク
ド
」
と
呼
ば
れ
る
こ
と
の
多
い

フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
大
手
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
「
マ

ッ
カ
ズ
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て

お
り
、
同
社
は
23
日
ま
で
に
、
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
の
一
環
と
し
て
、
国

内
の
一
部
店
舗
の
看
板
を
マ
ッ
カ

ズ
と
表
示
さ
れ
た
特
別
仕
様
に
取

り
換
え
た
。

　
26
日
の
建
国
記
念
日
「
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
・
デ
ー
」
に
向
け
た
期

間
限
定
の
� 

改
名 

�
だ
が
、
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
が
看
板
表
示
を
愛
称
に
変

え
る
の
は
世
界
初
と
い
う
。

　
地
元
住
民
を
対
象
と
し
た
調
査

で
、
半
数
の
人
が
マ
ッ
カ
ズ
と
呼
ん

で
い
る
こ
と
が
判
明
。
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
特
有
の
愛
称
と
い
い
、
同
社
は

「
地
元
社
会
の
一
員
に
な
れ
た
こ
と

へ
の
誇
り
を
示
し
た
い
」
と
し
て
い

る
。
取
り
換
え
対
象
は
13
店
舗
で
、

２
月
上
旬
に
元
に
戻
す
。

　
同
社
は
ま
た
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
英
語
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る

地
元
の
辞
書
に
「
マ
ッ
カ
ズ
」
を

追
加
す
る
よ
う
申
請
し
て
い
る
。

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
８
日
共
同
】

　
反
捕
鯨
団
体
「
シ
ー
・
シ
ェ
パ
ー

ド
」
は
８
日
、
国
際
刑
事
警
察
機
構

（
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｏ
）
に
国
際
手
配
さ
れ
て

い
る
ポ
ー
ル
・
ワ
ト
ソ
ン
容
疑
者

が
、
同
団
体
の
米
国
と
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
両
組
織
の
代
表
を
退
任
し

た
と
発
表
し
た
。
日
本
の
調
査
捕
鯨

に
対
す
る
妨
害
活
動
は
今
後
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
「
緑
の
党
」
の
ボ
ブ
・

ブ
ラ
ウ
ン
前
党
首
ら
同
国
組
織
の

幹
部
が
主
導
す
る
と
し
て
い
る
。

　
米
代
表
に
は
マ
ー
ニ
ー
・
ゲ
ー
ド

氏
を
任
命
。
ワ
ト
ソ
ン
容
疑
者
は
米

豪
以
外
の
国
の
組
織
は
引
き
続
き

率
い
る
意
向
を
示
し
た
が
、
事
実

上
、「
団
体
の
顔
」
か
ら
身
を
引
く

こ
と
に
な
っ
た
。

　
米
国
の
連
邦
高
裁
が
昨
年
12
月
、

同
団
体
や
ワ
ト
ソ
ン
容
疑
者
に
対

し
、
調
査
捕
鯨
へ
の
妨
害
行
為
を
禁

じ
る
仮
処
分
命
令
を
出
し
た
の
を

受
け
た
措
置
。
ワ
ト
ソ
ン
容
疑
者
は

電
話
取
材
に
「
私
個
人
は
命
令
を
守

る
が
、
米
国
の
裁
判
所
が
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
団
体
の
活
動
を
管
轄
す

る
権
限
は
な
い
」
と
主
張
、
今
後
も

妨
害
を
続
け
る
考
え
を
示
し
た
。

　
ワ
ト
ソ
ン
容
疑
者
は
「
オ
ブ
ザ
ー

バ
ー
」
と
し
て
妨
害
船
へ
の
搭
乗
を

続
け
、
活
動
記
録
を
残
す
役
割
を
担

う
と
い
う
。

　
米
国
で
の
裁
判
は
、
日
本
鯨
類
研

究
所
（
東
京
）
な
ど
が
妨
害
行
為
の

差
し
止
め
を
求
め
て
訴
え
て
い
た

も
の
で
、
連
邦
高
裁
は
調
査
捕
鯨
船

団
へ
の
攻
撃
や
危
険
な
航
行
を
禁

じ
た
。
日
本
の
調
査
捕
鯨
船
団
は
昨

年
12
月
下
旬
、
南
極
海
に
向
け
て
山

口
県
の
下
関
港
を
出
発
。
今
季
は
妨

害
を
防
ぐ
た
め
の
専
用
船
も
同
行

さ
せ
た
。

【
シ
ド
ニ
ー
１
月
24
日
共
同
】

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ギ
ラ
ー
ド

首
相
は
24
日
、
急
増
す
る
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
サ
イ
バ
ー
犯
罪
に

対
処
す
る
た
め
「
サ
イ
バ
ー
安
全

保
障
セ
ン
タ
ー
」
を
首
都
キ
ャ
ン

ベ
ラ
に
設
立
す
る
と
発
表
し
た
。

国
防
省
や
司
法
当
局
、
連
邦
警
察

な
ど
の
担
当
者
ら
を
省
庁
横
断
的

に
集
め
、
国
を
挙
げ
て
サ
イ
バ
ー

攻
撃
に
関
す
る
分
析
や
対
策
を
強

化
す
る
。

　
地
元
メ
デ
ィ
ア
は
犯
罪
組
織
に

よ
る
ハ
ッ
カ
ー
行
為
に
加
え
、
中

国
や
ロ
シ
ア
な
ど
が
国
家
的
に
関

与
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
の

専
門
家
の
見
方
を
伝
え
て
い
る
。

今
回
の
対
策
は
、
政
府
や
産
業
界

の
基
幹
シ
ス
テ
ム
を
海
外
発
の
サ

イ
バ
ー
テ
ロ
か
ら
守
る
こ
と
が
狙

い
だ
。

　
ギ
ラ
ー
ド
氏
は
23
日
に
発
表
し

た
国
家
安
保
戦
略
の
中
で
も
、
ア

ジ
ア
地
域
の
安
定
維
持
と
と
も
に

「
新
し
い
脅
威
」
で
あ
る
サ
イ
バ
ー

攻
撃
へ
の
対
処
が
重
要
課
題
だ
と

指
摘
し
て
い
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は

今
年
中
に
本
格
始
動
し
、
通
信
会

社
な
ど
の
民
間
と
も
連
携
し
て
い

く
方
針
。

　
政
府
に
よ
る
と
、
同
国
で
の
サ

イ
バ
ー
犯
罪
の
発
生
件
数
は
過
去

２
年
間
で
42
％
増
加
。
政
府
系

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
は
２
０
１
１
年
～
12
年
に
か
け

て
４
０
０
件
を
超
え
た
。
人
口
が

２
２
０
０
万
人
強
の
同
国
で
、
12

年
だ
け
で
約
５
４
０
万
人
の
国
民

ら
が
サ
イ
バ
ー
犯
罪
の
被
害
に
遭

い
、
16
億
５
千
万
豪
ド
ル
（
約

１
５
５
０
億
円
）
相
当
の
経
済
損

失
が
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
と
い
う
。

米
と
の
安
保
協
力
加
速

　
　
　
海
上
交
通
ル
ー
ル
必
要
　
日
豪
外
相
が
一
致

反
捕
鯨
団
体
代
表
が
退
任

　
　
　
　
豪
幹
部
が
妨
害
活
動
主
導
へ 

サ
イ
バ
ー
犯
罪
、
国
挙
げ
対
抗

　
　
　
　
豪
、
安
保
戦
略
上
の
「
脅
威
」 

豪
で
は
「
マ
ッ
カ
ズ
」

　
　
　
　
地
元
愛
称
が
看
板
に 

３
カ
国
に
偽
の
「
笑
笑
」

商
標
差
し
止
め
求
め
提
訴
　
先
手
で
登
録
、
動
き
拡
大

猛
暑
の
シ
ド
ニ
ー
45
・
８
度

　
　
　
　
過
去
最
高
、
山
火
事
で
死
者
も

フ
ク
シ
マ
を
忘
れ
な
い

　
　
　
　
２
周
年
コ
ン
サ
ー
ト
が
パ
ー
ス
で
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【
カ
イ
ロ
１
月
26
日
共
同
】

　
日
本
人
10
人
が
死
亡
し
た
人
質

事
件
が
起
き
た
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
を

含
む
中
東
や
北
、
西
ア
フ
リ
カ

で
、
テ
ロ
組
織
に
よ
る
誘
拐
・
人

質
事
件
が
後
を
絶
た
な
い
。
米
財

務
省
に
よ
る
と
、
過
去
８
年
間
に

支
払
わ
れ
た
身
代
金
総
額
は
推
計

１
億
２
千
万
ド
ル
（
約
１
０
９
億

円
）。
今
や
「
巨
大
ビ
ジ
ネ
ス
」
と

な
っ
た
外
国
人
の
誘
拐
事
件
が
再

発
し
、
日
本
人
が
標
的
に
な
る
懸

念
は
消
え
て
い
な
い
。

　
米
財
務
省
に
よ
る
と
、
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
や
マ
リ
な
ど
を
活
動
範
囲
と

す
る
国
際
テ
ロ
組
織
ア
ル
カ
イ
ダ

系
の
「
イ
ス
ラ
ム
・
マ
グ
レ
ブ
諸
国

の
ア
ル
カ
イ
ダ
組
織
（
Ａ
Ｑ
Ｍ
Ｉ
）」

が
手
に
す
る
身
代
金
は
、
人
質
１

人
当
た
り
平
均
で
５
４
０
万
ド
ル

（
２
０
１
１
年
）
に
上
る
と
い
う
。

　
財
務
省
の
コ
ー
エ
ン
次
官
（
テ

ロ
・
金
融
犯
罪
担
当
）
は
昨
年
10
月
、

【
モ
ス
ク
ワ
１
月
５
日
共
同
】

　
地
球
温
暖
化
に
よ
る
海
氷
減
少

に
伴
い
、
北
極
海
が
航
路
や
資
源

供
給
地
と
し
て
重
要
性
を
増
す

中
、
ロ
シ
ア
で
今
年
、
通
常
の
原

子
力
砕
氷
船
と
し
て
は
世
界
最
大

と
な
る
船
の
建
造
が
始
ま
る
。
船

は
厚
さ
４
メ
ー
ト
ル
の
海
氷
も

割
っ
て
進
め
る
と
い
い
、
北
極
圏

で
の
ロ
シ
ア
の
権
益
確
保
を
狙
い

開
発
へ
大
号
令
を
掛
け
る
プ
ー
チ

ン
大
統
領
の
強
力
な
先
兵
に
な
り

そ
う
だ
。

　「
わ
れ
わ
れ
は
砕
氷
船
団
を
増
強

す
る
。
こ
れ
は
最
も
重
要
な
動
脈

（
北
極
海
航
路
）
を
発
展
さ
せ
る
と

い
う
、
わ
れ
わ
れ
の
真
剣
な
意
思

表
明
だ
」。
大
統
領
は
昨
年
12
月
20

日
の
記
者
会
見
で
こ
う
述
べ
、
欧

州
と
ア
ジ
ア
を
最
短
距
離
で
結
ぶ

北
極
海
航
路
の
開
発
と
新
砕
氷
船

建
造
の
必
要
性
を
訴
え
た
。

　
ロ
シ
ア
は
６
隻
前
後
の
原
子
力

「
身
代
金
の
額
は
、
要
求
額
、
支
払

額
と
も
増
加
傾
向
に
あ
る
」
と
指

摘
し
た
。

　
今
回
の
事
件
の
首
謀
者
で
、
Ａ

Ｑ
Ｍ
Ｉ
か
ら
分
派
し
た
覆
面
旅
団

の
ベ
ル
モ
フ
タ
ー
ル
司
令
官
は
多

数
の
誘
拐
事
件
に
関
与
し
た
こ
と

で
知
ら
れ
る
。
地
元
報
道
に
よ
る

と
、
覆
面
旅
団
の
傘
下
の
犯
行
グ

ル
ー
プ
は
、
リ
ビ
ア
内
戦
で
カ
ダ

フ
ィ
政
権
が
崩
壊
し
た
後
に
流
出

し
た
高
性
能
武
器
を
大
量
に
購
入
、

犯
行
に
使
っ
て
い
た
と
さ
れ
、
高

額
の
身
代
金
が
攻
撃
能
力
を
高
め

る
悪
循
環
と
な
っ
て
い
る
。

　
一
方
、
米
国
や
英
国
は
テ
ロ
組

織
と
は
交
渉
し
な
い
断
固
と
し
た

強
硬
姿
勢
を
取
る
こ
と
で
知
ら
れ
、

政
府
や
企
業
が
身
代
金
支
払
い
を

拒
否
す
る
可
能
性
が
高
い
上
、
米

英
軍
が
救
出
作
戦
に
乗
り
出
す
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
「
テ

ロ
組
織
は
（
英
国
以
外
の
）
欧
州

砕
氷
船
を
保
有
し
、
北
極
海
を
通

る
船
の
伴
走
や
北
極
圏
開
発
な

ど
に
運
用
。
全
て
ソ
連
時
代
に
建

造
ま
た
は
計
画
さ
れ
た
船
で
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
政
府
は
北

極
海
で
の
船
舶
増
加
や
、
石
油
・

天
然
ガ
ス
の
開
発
な
ど
を
に
ら

み
、
３
隻
の
新
造
船
を
計
画
し
て

い
る
。

　
造
船
を
発
注
し
た
国
営
原
子
力

企
業
ロ
ス
ア
ト
ム
の
関
連
会
社
な

ど
に
よ
る
と
、
３
隻
の
う
ち
の
１

隻
は
全
長
約
１
７
３
メ
ー
ト
ル
、

幅
約
34
メ
ー
ト
ル
。
コ
ン
テ
ナ
輸

送
用
の
特
殊
な
船
を
除
け
ば
、
ロ

シ
ア
が
現
有
す
る
世
界
最
大
の
原

子
力
砕
氷
船
「
戦
勝
50
年
」
を
長

さ
で
約
14
メ
ー
ト
ル
、
幅
で
約
４

メ
ー
ト
ル
上
回
り
、
割
っ
た
氷
を

船
体
で
押
し
広
げ
な
が
ら
最
大

７
万
ト
ン
の
タ
ン
カ
ー
を
先
導
で

き
る
。

　
新
船
は
国
内
で
建
造
。
２
０
１
７

人
を
狙
う
傾
向
が
あ
る
」（
コ
ー
エ

ン
次
官
）
と
い
う
。

　
報
道
で
は
、
今
回
の
事
件
で
逮

捕
さ
れ
た
１
人
は
ベ
ル
モ
フ
タ
ー

ル
司
令
官
か
ら
「
フ
ラ
ン
ス
人
と

英
国
人
、
日
本
人
を
人
質
に
取
れ

と
命
令
さ
れ
た
」
と
供
述
。
中
東
、

北
ア
フ
リ
カ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設

に
技
術
者
ら
を
多
く
派
遣
す
る
日

本
も
狙
わ
れ
て
い
る
実
態
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。

　
事
件
現
場
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
南

東
部
イ
ナ
メ
ナ
ス
の
ガ
ス
田
は
、

犯
行
グ
ル
ー
プ
が
設
置
し
た
爆
発

物
の
撤
去
も
完
了
、
施
設
の
完
全

復
旧
に
向
け
た
作
業
が
急
ピ
ッ
チ

で
進
む
。
政
府
側
も
「
テ
ロ
組
織

と
の
戦
い
に
勝
利
」
し
た
と
し
て

い
る
が
、
誘
拐
、
人
質
事
件
の
根

絶
は
難
し
い
の
が
実
情
だ
。

　
米
情
報
関
連
企
業
、
ス
ト
ラ
ト

フ
�
ー
の
ス
コ
ッ
ト
・
ス
チ
ュ
ワ
ー

ト
分
析
官
は
ベ
ル
モ
フ
タ
ー
ル
司

令
官
ら
の
組
織
に
つ
い
て
「
今
回

の
誘
拐
失
敗
で
一
時
的
に
弱
体
化

す
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
別
の
誘

拐
・
人
質
事
件
で
身
代
金
を
獲
得

し
、
い
ず
れ
勢
力
を
回
復
す
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

【
マ
タ
マ
タ
12
月
20
日
共
同
】

　
人
気
映
画
「
ロ
ー
ド
・
オ
ブ
・

ザ
・
リ
ン
グ
」
の
60
年
前
の
物
語
を

描
き
、
日
本
で
も
公
開
さ
れ
た
映

画
「
ホ
ビ
ッ
ト
　
思
い
が
け
な
い
冒

険
」
に
、
製
作
地
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
が
期
待
を
膨
ら
ま
せ
る
。
米
ハ
リ

ウ
ッ
ド
、
イ
ン
ド
の
ボ
リ
ウ
ッ
ド
に

続
く
世
界
の
映
画
産
業
の
中
心
地

を
目
指
し
、
映
画
立
国
に
向
け
て
国

を
挙
げ
て
新
作
の
成
功
を
後
押
し

し
て
い
る
。

▽
中
つ
国

　
11
月
下
旬
、
映
画
「
ホ
ビ
ッ
ト
」

の
世
界
先
行
試
写
会
が
開
か
れ
た
首

都
ウ
ェ
リ
ン
ト
ン
。
と
ん
が
り
帽
子

や
マ
ン
ト
、
大
き
な
付
け
耳
を
装
着

し
て
登
場
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
な
り

き
っ
た
熱
狂
的
フ
ァ
ン
ら
２
万
人
以

上
が
国
内
外
か
ら
駆
け
つ
け
た
。

　
首
都
当
局
も
全
面
協
力
。
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
を
物
語
上
の
世
界
「
ミ

ド
ル
ア
ー
ス
（
中
つ
国
）」
に
見
立

て
、
自
ら
を
「
中
つ
国
の
中
心
」
と

呼
ん
で
盛
り
上
げ
る
。

　
地
元
の
政
府
系
テ
レ
ビ
の
天
気

予
報
で
は
、
映
画
に
出
て
く
る
架

空
の
「
エ
ル
フ
語
」
を
英
語
の
字

幕
付
き
で
使
用
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
航
空
の
機
内
安
全
ビ
デ
オ
に

は
映
画
の
Ｃ
Ｇ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や

ピ
ー
タ
ー
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
監
督
ら

が
出
演
し
、
乗
員
が
「
� 

中
つ
国
航

空 

�
便
へ
よ
う
こ
そ
」
と
語
り
か

け
た
。

▽
ウ
�
リ
ウ
�
ド

　
２
０
０
１
年
公
開
の
「
ロ
ー
ド
・

オ
ブ
・
ザ
・
リ
ン
グ
」
が
同
国
で
製

作
さ
れ
て
以
来
、
首
都
近
郊
で
は
映

画
産
業
が
発
展
し
、
ハ
リ
ウ
ッ
ド
に

ち
な
み
「
ウ
ェ
リ
ウ
ッ
ド
」
と
の
異

名
を
持
つ
ま
で
に
成
長
し
た
。

　
今
で
は
千
近
い
映
像
関
連
会
社

が
集
中
。
３
Ｄ
映
画
「
ア
バ
タ
ー
」

な
ど
人
気
映
画
を
次
々
に
製
作
、
視

覚
効
果
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
る
。

　
だ
が
映
画
製
作
収
入
の
総
額
は

ま
だ
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）の
１
％

に
満
た
な
い
。
最
も
期
待
さ
れ
る
の

は
、
観
光
へ
の
波
及
効
果
だ
。

　
北
島
の
農
村
マ
タ
マ
タ
。
羊
の

群
れ
を
横
目
に
牧
草
地
を
進
む
と
、

丘
の
中
腹
の
あ
ち
こ
ち
に
色
と
り

ど
り
の
丸
い
扉
が
見
え
た
。
こ
こ

は
映
画
の
撮
影
地
で
「
ホ
ビ
ッ
ト

族
」
の
村
だ
っ
た
場
所
だ
。

　
平
日
な
の
に
外
国
人
観
光
客
を

乗
せ
た
バ
ス
が
続
々
到
着
。
マ
レ
ー

年
に
引
き
渡
さ
れ
、
北
極
圏
ム
ル

マ
ン
ス
ク
港
を
拠
点
と
す
る
。
建

造
費
は
３
６
９
億
５
９
６
０
万

ル
ー
ブ
ル
（
約
１
０
７
０
億
円
）。

　
北
極
海
を
通
過
す
る
船
は
近
年

増
え
続
け
、
ロ
シ
ア
の
メ
デ
ィ
ア

に
よ
る
と
、
昨
年
は
11
月
ま
で
に

46
隻
、
貨
物
量
は
約
１
２
６
万
ト

ン
と
、
い
ず
れ
も
過
去
最
高
に
。

　
北
極
海
は
事
故
時
の
救
援
態
勢

が
貧
弱
な
た
め
、
通
過
す
る
船
は

ロ
シ
ア
領
海
で
砕
氷
船
と
伴
走
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。

ロ
シ
ア
は
伴
走
費
用
に
加
え
、
ス

エ
ズ
運
河
な
ど
の
よ
う
に
通
航
料

を
受
け
取
る
。

　
昨
年
11
～
12
月
に
は
ロ
シ
ア
政

府
系
天
然
ガ
ス
独
占
企
業
ガ
ス
プ

ロ
ム
が
チ
ャ
ー
タ
ー
し
た
液
化
天

然
ガ
ス
（
Ｌ
Ｎ
Ｇ
）
輸
送
タ
ン
カ
ー

が
「
戦
勝
50
年
」
に
伴
走
さ
れ
て

北
極
海
を
通
り
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
か

ら
北
九
州
市
ま
で
の
Ｌ
Ｎ
Ｇ
輸
送

に
成
功
し
た
。

　
英
王
立
防
衛
研
究
所
の
ウ
ィ
リ

ス
研
究
員
は
Ｂ
Ｂ
Ｃ
放
送
に
、
大

型
の
新
船
導
入
で
、
北
極
海
航
路

を
利
用
す
る
外
国
船
が
一
層
増
え

そ
う
だ
と
話
し
て
い
る
。

シ
ア
か
ら
来
た
ア
ハ
ア
ド
さ
ん

（
36
）
は
「
前
作
の
フ
ァ
ン
。
実
際

に
撮
影
し
た
場
所
に
来
ら
れ
て
興

奮
し
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

　
国
内
に
は
両
作
品
の
撮
影
地
が

１
５
０
カ
所
以
上
あ
り
、
年
平
均

５
万
人
近
く
が
海
外
か
ら
訪
問
。
政

府
観
光
局
は
「
ホ
ビ
ッ
ト
も
毎
年

４
億
米
ド
ル
（
約
３
３
５
億
円
）
程

度
の
経
済
効
果
が
見
込
め
る
」
と
鼻

息
が
荒
い
。

▽
誘
致
へ
法
改
正

　
人
口
約
４
４
０
万
人
の
小
さ
な

島
国
に
と
っ
て
観
光
は
酪
農
と
並

び
、
外
資
を
稼
ぐ
死
活
的
に
重
要
な

産
業
だ
。

　
キ
ー
首
相
は
映
画
「
ホ
ビ
ッ
ト
」

の
誘
致
に
手
段
を
選
ば
な
か
っ
た
。

製
作
労
働
者
の
雇
用
形
態
を
め
ぐ

り
紛
糾
し
一
時
は
「（
同
国
で
の
）

撮
影
を
断
念
す
る
寸
前
」（
ジ
ャ
ク

ソ
ン
監
督
）
ま
で
陥
っ
た
が
、
政
府

は
10
年
、
労
働
者
側
に
不
利
と
な
る

法
改
正
を
断
行
、
米
映
画
会
社
か
ら

製
作
の
確
約
を
得
た
。

　
助
成
金
や
減
税
な
ど
の
総
額
は

１
億
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
ド
ル
（
約

71
億
円
）
を
超
す
と
の
報
道
も
あ

り
強
引
な
誘
致
に
批
判
も
出
た
が
、

キ
ー
首
相
は
「
間
違
い
な
く
誘
致
に

努
め
た
だ
け
の
価
値
は
あ
る
。
国
に

幅
広
い
便
益
を
も
た
ら
す
」
と
強
調

し
た
。

　
映
画
産
業
へ
の
期
待
は
高
ま
る

が
、
国
際
競
争
は
厳
し
い
。
セ
ル

ビ
ア
や
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
は
「
よ

り
安
価
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
」

な
ど
と
自
称
、
低
価
格
な
映
画
製

作
現
場
と
し
て
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

今
後
も
人
気
作
を
呼
び
込
め
る
か

が
鍵
で
、
映
画
立
国
へ
の
道
は
平

た
ん
で
は
な
い
。

The Hobbit: An Unexpected Journey
Photo: Warner Bros

巨
大
化
す
る
誘
拐
ビ
ジ
ネ
ス

邦
人
標
的
の
事
件
再
発
も

中
東
・
北
ア
フ
リ
カ

Ｎ
Ｚ
、
人
気
作
で
映
画
立
国
へ

国
挙
げ
て
「
ホ
ビ
�
ト
」
支
援 

世
界
一
の
原
子
力
砕
氷
船
建
造

ロ
シ
ア
、
北
極
圏
開
発
の
先
兵

プ
�
チ
ン
大
統
領
が
大
号
令 
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【
１
月
26
日
共
同
】

　「
仕
事
が
生
き
が
い
だ
っ
た
男

の
遺
志
を
継
ぎ
、
前
に
進
む
」。
ア

ル
ジ
ェ
リ
ア
人
質
事
件
で
26
日
、

日
揮
の
前
副
社
長
で
最
高
顧
問
の

新
谷
正
法
さ
ん
（
66
）
が
無
言
の

帰
国
を
し
た
。
技
術
系
ト
ッ
プ
と

し
て
、
世
界
各
地
で
資
源
開
発
を

手
掛
け
る
日
揮
を
け
ん
引
。
愛
妻

家
と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
た
。
新

谷
さ
ん
を
よ
く
知
る
同
世
代
の
日

揮
関
係
者
は
非
業
の
最
期
を
悔
や

ん
だ
。

　「
た
ぶ
ん
結
婚
指
輪
だ
」。
新
谷

さ
ん
の
身
元
確
認
の
決
め
手
が
指

輪
だ
っ
た
と
聞
い
た
１
年
先
輩
の

元
社
員
高
橋
順
之
さ
ん
（
69
）
＝

横
浜
市
＝
は
そ
う
感
じ
た
。
新
谷

さ
ん
が
い
つ
も
結
婚
指
輪
を
し
て

い
た
の
を
覚
え
て
い
た
か
ら
だ
。

　
日
本
人
の
犠
牲
者
10
人
の
う
ち

最
後
ま
で
安
否
不
明
だ
っ
た
新
谷

さ
ん
。
指
輪
の
内
側
に
刻
印
さ
れ

た
数
字
と
イ
ニ
シ
ャ
ル
を
伝
え
ら

れ
た
妻
が
、
夫
の
も
の
に
間
違
い

な
い
と
確
認
し
た
と
さ
れ
る
。

　
新
谷
さ
ん
の
入
社
当
初
、
教
育
係

も
務
め
た
高
橋
さ
ん
は
、
夫
妻
の

結
婚
式
に
も
出
席
し
た
。「
奥
さ
ん

を
大
事
に
し
て
い
た
。
毎
年
、
連

名
で
し
ゃ
れ
た
イ
ラ
ス
ト
入
り
の

年
賀
状
を
く
れ
た
」

　
遺
体
が
帰
国
し
た
26
日
、
高
橋
さ

ん
は
「
残
念
で
な
ら
な
い
。
一
人

残
さ
れ
た
奥
さ
ん
の
気
持
ち
を
思

う
と
、
ど
ん
な
言
葉
を
掛
け
た
ら

い
い
の
か
」
と
声
を
詰
ま
ら
せ
た
。

　「
技
術
者
と
し
て
ラ
イ
バ
ル
だ

が
、
一
番
の
親
友
だ
っ
た
」
と
話

す
の
は
日
揮
元
社
員
の
大
口
武
弘

さ
ん
（
68
）
＝
横
浜
市
。
新
谷
さ

ん
と
は
横
浜
国
立
大
工
学
部
で
同

じ
研
究
室
に
所
属
し
、
会
社
で
も

同
期
だ
っ
た
。

　
大
口
さ
ん
は
こ
の
日
、
古
い
写

真
を
手
に
、
新
谷
さ
ん
と
の
思
い

出
に
ふ
け
っ
て
い
た
。
１
枚
は
黒

い
タ
キ
シ
ー
ド
姿
の
新
谷
さ
ん
が
、

ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
姿
の
妻
の

隣
で
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
て
い

る
。
居
酒
屋
で
撮
っ
た
写
真
も
。

20
代
の
こ
ろ
は
毎
日
の
よ
う
に
２

人
で
飲
み
歩
い
た
。「
生
き
て
い

て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
た
が
、
こ

ん
な
か
た
ち
で
帰
っ
て
く
る
と
は
。

つ
ら
い
、
の
ひ
と
言
で
す
」

　
日
揮
の
現
役
幹
部
は
「『
こ
ん
な

と
こ
ろ
で
死
ね
る
か
』
と
い
う
気

持
ち
だ
っ
た
と
思
う
。
悔
し
か
っ

た
だ
ろ
う
」
と
惜
し
む
。

　
こ
の
幹
部
に
よ
る
と
、
新
谷
さ

ん
は
技
術
系
だ
が
、
粘
り
強
い
交

渉
力
も
持
ち
合
わ
せ
「
気
概
と
信

念
を
持
っ
た
男
」
だ
っ
た
。
幹
部

は
「
悲
劇
を
乗
り
越
え
て
前
に
進

み
、
設
計
も
施
工
も
世
界
一
の
質

を
誇
る
プ
ラ
ン
ト
を
つ
く
る
。
そ

れ
が
、
彼
へ
の
は
な
む
け
だ
」
と

静
か
に
語
っ
た
。

【
12
月
29
日
共
同
】

　
東
日
本
大
震
災
後
、
さ
ら
な
る
地

震
や
原
子
力
発
電
所
事
故
な
ど
を

恐
れ
て
海
外
へ
移
住
、
長
期
滞
在
す

る
人
が
増
え
て
い
る
。
外
務
省
に
よ

る
と
、
海
外
永
住
者
は
２
０
１
０
年

10
月
か
ら
大
震
災
後
の
11
年
10
月

ま
で
に
約
１
万
５
千
人
増
加
、
長

期
滞
在
者
は
約
２
万
４
千
人
増
え

た
。
移
住
サ
ポ
ー
ト
会
社
に
は
問

い
合
わ
せ
が
２
～
３
割
増
え
て
い

る
。
移
住
先
は
欧
米
や
オ
セ
ア
ニ

ア
、
ア
ジ
ア
の
ほ
か
、
日
系
人
が

多
く
地
震
が
少
な
い
こ
と
を
理
由

に
、
南
米
で
第
二
の
人
生
を
歩
み

始
め
る
人
た
ち
も
い
る
。

▽
心
が
痛
い

　「
被
災
地
か
ら
出
る
に
出
ら
れ
な

い
人
た
ち
を
思
う
と
心
が
痛
い
」。

平
田
真
実
さ
ん
（
51
）
は
東
京
電

JAPAN NEWS

【
１
月
13
日
共
同
】

　
昨
年
12
月
の
山
梨
県
・
中
央
自
動

車
道
笹
子
ト
ン
ネ
ル
天
井
板
崩
落
事

故
で
亡
く
な
っ
た
９
人
の
う
ち
、
20

代
の
会
社
員
５
人
は
、
東
京
都
千
代

田
区
の
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
で
他
の
住
人

を
含
め
家
族
の
よ
う
に
暮
ら
し
て
い

た
。
事
故
か
ら
１
カ
月
以
上
た
っ
た

が
、
残
さ
れ
た
住
人
は
「
ず
っ
と
一

緒
だ
っ
た
か
ら
、
彼
ら
が
い
な
い
現

実
に
ま
だ
実
感
が
わ
か
な
い
」
と
戸

惑
う
。

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
は
、
自
室
以
外
の

台
所
や
浴
室
な
ど
を
共
有
す
る
。
住

人
の
男
性
（
31
）
に
よ
る
と
、
５
人

は
２
０
１
１
年
春
か
ら
秋
に
か
け
て

入
居
し
た
。
帰
宅
す
る
と
ラ
ウ
ン
ジ

に
集
ま
り
、
深
夜
ま
で
過
ご
す
こ
と

も
。「
年
を
取
っ
て
も
一
緒
に
暮
ら

し
た
い
ね
」
と
話
す
こ
と
も
あ
っ
た

と
い
う
。

　
事
故
は
山
梨
県
山
梨
市
の
温
泉
へ

レ
ン
タ
カ
ー
で
出
掛
け
た
帰
り
。
旅

行
を
提
案
し
た
上
田
達
さ
ん
＝
当
時

（
27
）
＝
は
、
毎
週
土
曜
日
に
仲
間

を
誘
っ
て
東
京
・
築
地
市
場
へ
朝
食

を
食
べ
に
行
く
な
ど「
企
画
の
名
人
」

だ
っ
た
。
旅
行
好
き
で
、今
回
も「
露

天
風
呂
か
ら
朝
日
を
眺
め
る

の
が
目
的
」
と
話
し
て
い
た
。

　
料
理
が
得
意
な
石
川
友
梨

さ
ん
＝
同
（
28
）
＝
は
、
週

末
に
よ
く
腕
を
振
る
っ
て
い

た
。
自
分
で
着
付
け
を
す
る

ほ
ど
着
物
好
き
で
、
花
火
大

会
が
あ
る
と
他
の
住
人
に
浴

衣
を
着
せ
て
あ
げ
て
い
た
。

　
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
訪
れ
た

人
に
設
備
を
案
内
す
る
な
ど
、

困
っ
た
人
を
よ
く
助
け
て
い

た
と
い
う
小
林
洋
平
さ
ん
＝

同
（
27
）
＝
は
、
住
人
ら
に

【
１
月
11
日
共
同
】

  

第
54
次
南
極
観
測
隊
（
渡
辺
研

太
郎
隊
長
）
の
必
要
物
資
を
運
ぶ

観
測
船
し
ら
せ
（
１
万
２
６
５
０

ト
ン
）
は
厚
い
氷
と
雪
に
阻
ま
れ
、

昭
和
基
地
の
北
西
約
18
キ
ロ
の
海

域
で
基
地
へ
の
接
岸
を
断
念
し

た
。
文
部
科
学
省
が
11
日
、
発
表

し
た
。

　
し
ら
せ
は
前
回
も
基
地
の
約
21

キ
ロ
沖
で
接
岸
を
断
念
。
２
年
続
け

て
接
岸
で
き
な
い
の
は
初
代
し
ら

せ
（
１
９
８
３
～
２
０
０
８
年
運

航
）
を
含
め
て
初
め
て
で
、
観
測

活
動
へ
の
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
今
後
の
物
資
輸
送
は
当
面
し
ら

せ
の
搭
載
ヘ
リ
１
機
だ
け
の
態
勢

で
実
施
す
る
。
基
地
周
辺
で
は
好

天
が
続
い
た
影
響
で
氷
の
表
面
が

解
け
、
雪
上
車
で
の
輸
送
が
当
面

で
き
な
い
状
態
。
通
年
観
測
に
必

要
な
最
低
限
の
食
料
や
燃
料
な
ど

が
運
べ
な
け
れ
ば
、
将
来
的
な
南

極
観
測
の
態
勢
や
輸
送
方
式
の
再

検
討
を
迫
ら
れ
そ
う
だ
。

　
54
次
隊
で
全
面
運
用
の
開
始
予

定
だ
っ
た
南
極
最
大
の
大
型
大
気

レ
ー
ダ
ー
「
Ｐ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｙ
（
パ
ン

ジ
ー
）」
も
物
資
の
一
部
を
送
る
見

通
し
が
当
面
立
っ
て
お
ら
ず
、
今

後
計
画
を
見
直
す
可
能
性
も
あ
る
。

　
し
ら
せ
は
昨
年
と
同
様
に
大
陸

か
ら
続
く
「
定
着
氷
」
の
エ
リ
ア

で
厚
さ
最
大
約
６
メ
ー
ト
ル
の
氷

に
阻
ま
れ
た
。
氷
へ
乗
り
上
げ
る

よ
う
に
前
進
し
て
船
の
重
さ
で
氷

を
割
り
進
む
「
ラ
ミ
ン
グ
」
を
繰

り
返
し
た
が
、
１
日
で
の
前
進
距

離
が
１
キ
ロ
に
満
た
な
い
海
域
も

あ
っ
た
。

　
観
測
隊
と
海
上
自
衛
隊
が
周
囲

の
氷
の
厚
さ
を
ド
リ
ル
で
直
接
調

べ
、
氷
が
薄
い
ル
ー
ト
を
開
拓
し

な
が
ら
接
岸
を
目
指
し
た
が
、
帰

還
の
た
め
の
燃
料
と
日
程
を
考
慮

し
、
航
行
を
続
け
る
よ
り
輸
送
を

始
め
る
方
が
得
策
と
判
断
し
た
。

　
し
ら
せ
の
搭
載
ヘ
リ
は
本
来

２
機
だ
が
、
故
障
な
ど
に

伴
っ
て
前
回
か
ら
１
機
。

観
測
隊
は
当
初
計
画
し
た

輸
送
物
資
約
１
１
２
４
ト

ン
の
う
ち
、
昭
和
基
地
へ

の
物
資
を
燃
料
や
食
料
を

中
心
に
約
６
３
０
ト
ン
ま

で
絞
り
込
む
方
針
。
将
来

の
備
蓄
用
に
準
備
し
て
い

た
燃
料
も
運
ば
な
い
。
建

設
関
係
な
ど
大
型
物
資
の

輸
送
も
雪
上
車
が
走
行
可

能
に
な
る
ま
で
で
き
な
い

た
め
、
作
業
が
遅
れ
る
見

通
し
だ
。

得
意
の
ダ
ン
ス
を
披
露
す
る
一
面

も
。
森
重
之
さ
ん
＝
同
（
27
）
＝

は
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
で
「
い
つ
か

自
分
も
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
を
造
り
た

い
」
と
夢
見
て
い
た
と
い
う
。

　
松
本
玲
さ
ん
＝
同
（
28
）
＝
は
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や
ラ
ジ
オ
体
操
な

ど
の
地
元
行
事
に
積
極
的
に
参
加

し
、
地
域
に
溶
け
込
ん
で
い
た
。

卒
業
し
た
大
分
大
関
係
者
に
よ
る

と
、
建
築
音
響
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
。

　「
み
ん
な
他
人
と
の
距
離
の
取
り

方
が
う
ま
く
、
相
手
の
こ
と
を
考

え
る
か
ら
、
け
ん
か
も
な
か
っ
た
」。

事
故
前
日
の
夜
、
出
発
前
に
夕
食

を
共
に
し
た
の
が
最
後
に
な
っ
た
。

「
温
泉
の
後
は
ど
こ
へ
行
こ
う
か
」。

５
人
が
楽
し
そ
う
に
話
し
て
い
た

姿
を
鮮
明
に
覚
え
て
い
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
部
屋
は
今
も
荷
物
が

残
り
、
あ
の
日
の
ま
ま
。
シ
ェ
ア
ハ

ウ
ス
の
住
人
は
、
彼
ら
と
の
思
い
出

を
毎
日
の
よ
う
に
語
り
合
っ
て
い
る

と
い
い
、
今
月
下
旬
に
は
し
の
ぶ
会

を
開
く
予
定
に
し
て
い
る
。

力
福
島
第
１
原
発
事
故
後
、
埼
玉

県
川
口
市
か
ら
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ

の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
移
住
し

た
。
国
が
発
表
す
る
放
射
線
量
が

信
用
で
き
ず
小
学
生
の
次
男
に
弁

当
と
水
筒
を
持
た
せ
て
通
学

さ
せ
た
。

　
や
が
て
経
営
し
て
い
た
会

社
や
格
闘
技
ジ
ム
を
売
り
、

移
住
資
金
を
確
保
。
物
価
の

高
い
先
進
国
を
避
け
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
各
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
を
調
べ
、
気
に

入
っ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
を
１
月

に
訪
問
、
永
住
権
を
申
請
し

た
。
３
月
に
87
歳
の
母
、
妻
、

長
男
、
次
男
の
計
４
人
が
、

６
月
に
自
分
自
身
も
完
全
に

移
住
し
た
。

　
平
田
さ
ん
は
同
時
期
に
東
京

か
ら
移
住
し
た
整
体
師
に
技
術

を
学
び
、
料
理
店
も
始
め
る
考
え
。

▽
技
術
が
あ
れ
ば

　
地
震
が
少
な
く
、
原
発
の
な
い

パ
ラ
グ
ア
イ
。
か
つ
て
移
住
し
た

日
本
人
や
子
孫
約
７
千
人
が
暮
ら

し
日
本
食
や
日
本
語
教
育
が
充
実
、

移
住
手
続
き
も
比
較
的
容
易
だ
。

在
パ
ラ
グ
ア
イ
日
本
商
工
会
議
所

に
よ
る
と
、
震
災
後
、
ア
ス
ン
シ

オ
ン
に
移
住
し
た
日
本
人
は
約
20

人
。
子
連
れ
家
族
が
多
い
。

　「
南
米
に
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な

い
」。
名
古
屋
市
か
ら
家
族
４
人

で
移
住
し
た
入
れ
墨
を
彫
る
彫
師

福
永
博
樹
さ
ん
（
34
）
も
ネ
ッ
ト

で
移
住
先
を
探
し
た
。「
技
術
が
あ

れ
ば
ど
こ
で
も
働
け
る
」。
言
葉
の

壁
は
大
き
く
収
入
は
５
分
の
１
に

減
っ
た
が
、
評
判
を
呼
ん
で
客
は

多
い
。
息
子
が
２
人
い
る
が
「
移

住
者
子
弟
向
け
の
学
校
が
あ
り
、

日
本
語
環
境
で
育
て
ら
れ
る
」。

▽
政
府
へ
の
不
信
感

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
も
移
住

の
動
き
が
相
次
い
で
い
る
。
総
数

は
不
明
だ
が
、
原
発
が
な
く
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
重
視
す
る
政
府
の

方
針
に
共
感
す
る
人
が
多
い
。

　
埼
玉
県
の
自
営
業
大
木
有
光
さ

ん
（
38
）
は
原
発
事
故
の
数
カ
月
後
、

妻
と
子
ど
も
３
人
で
同
国
北
島
の

フ
ィ
テ
ィ
ア
ン
ガ
に
や
っ
て
来
た
。

　
子
ど
も
の
留
学
も
兼
ね
て
１
年

ほ
ど
滞
在
し
、
帰
国
す
る
つ
も
り

だ
っ
た
が
、
食
品
に
含
ま
れ
る
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
の
基
準
値
が
今
年

に
入
っ
て
か
ら
厳
格
化
さ
れ
る
な

ど
「
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
対

応
が
続
く
日
本
政
府
」
へ
の
不
信

感
が
募
り
、
永
住
を
考
え
る
よ
う

に
な
っ
た
。

　
一
時
的
入
国
は
容
易
だ
が
永
住

権
取
得
へ
の
条
件
は
厳
し
い
。
大

木
さ
ん
家
族
も
12
月
に
い
っ
た
ん

帰
国
。
年
明
け
に
も
妻
子
の
み
北

島
に
戻
し
、
自
身
は
非
常
勤
と
し

て
日
本
で
働
き
な
が
ら
永
住
の
道

を
探
る
。

　
マ
レ
ー
シ
ア
で
は
更
新
可
能
な

10
年
間
の
長
期
滞
在
査
証
発
行
な

ど
外
国
人
向
け
「
マ
イ
・
セ
カ
ン
ド
・

ホ
ー
ム
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
実
施

し
て
い
る
が
、
11
年
の
日
本
人
参

加
者
は
４
２
３
人
と
国
・
地
域
別

で
最
多
、
前
年
の
２
倍
超
だ
っ
た
。

　
海
外
移
住
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
る
「
ア
エ
ル
ワ
ー
ル
ド
」（
品
川

区
）
で
は
大
震
災
後
、
原
発
や
景

気
低
迷
へ
の
不
安
か
ら
問
い
合
わ

せ
が
２
～
３
割
増
え
た
。
カ
ナ
ダ
、

米
国
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
と
い
う
。

愛
妻
家
の
技
術
系
ト
ッ
プ

　
　
新
谷
さ
ん
惜
し
む
声

　
　
　
　「
遺
志
継
ぎ
前
進
む
」

し
ら
せ
、
ま
た
接
岸
断
念

昭
和
基
地
沖
18
キ
ロ
か
ら
進
め
ず

南極観測に影響必至

「
彼
ら
が
い
な
い
」
実
感
な
く

都
内
の
シ
�
ア
ハ
ウ
ス
住
人

震
災
後
、
相
次
ぐ
移
民

地
震
や
原
発
事
故
懸
念 天井板崩落で５人犠牲

南米などで第二の人生
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【
１
月
12
日
共
同
】

　「
氷
上
の
Ｆ
１
」
と
言
わ
れ
る

ボ
ブ
ス
レ
ー
。
東
京
都
大
田
区
の

町
工
場
が
手
掛
け
た
初
の
国
産
そ

り
「
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー
」
に
期
待

が
集
ま
っ
て
い
る
。
実
戦
デ
ビ
ュ
ー

し
た
昨
年
末
の
レ
ー
ス
は
好
タ
イ

ム
で
優
勝
。「
世
界
に
通
じ
る
も
の

を
」。
２
０
１
４
年
ソ
チ
冬
季
五
輪

を
目
指
し
、
不
況
に
苦
し
む
中
小

企
業
が
� 

メ
ー
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ

ン 

�
の
再
起
を
図
る
。

　
小
さ
な
町
工
場
が
軒
を
連
ね
る

大
田
区
の
一
角
。
金
属
を
旋
盤
で

削
っ
た
り
、
ハ
ン
マ
ー
で
た
た
い

た
り
し
て
独
特
の
甲
高
い
音
が
響

き
渡
る
「
も
の
づ
く
り
」
の
町
だ
。

か
つ
て
は
９
千
軒
が
ひ
し
め
い
た

が
、
国
際
競
争
の
激
化
や
後
継
者

不
足
な
ど
で
半
減
し
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
を
下
ろ
し
た
ま
ま
の
工
場
も

目
立
つ
。

　「
町
の
中
小
企
業
を
Ｐ
Ｒ
し
た

【
１
月
７
日
共
同
】

　
登
山
好
き
の
「
山
ガ
ー
ル
」、
写

真
好
き
の
「
写
ガ
ー
ル
」
な
ど
が
流

行
す
る
中
、
虫
を
愛
す
る
「
虫
ガ
ー

ル
」
が
増
え
て
い
る
。
興
味
の
対
象

は
カ
マ
キ
リ
か
ら
チ
ョ
ウ
の
幼
虫
、

カ
メ
ム
シ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
。
男
性
が

好
む
カ
ブ
ト
ム
シ
な
ど
と
は
ち
ょ
っ

と
違
う
の
が
特
徴
だ
。

　
山
梨
県
北
杜
市
の
オ
オ
ム
ラ
サ
キ

セ
ン
タ
ー
で
昨
年
９
月
に
開
催
さ
れ

た
女
性
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
虫
愛
ず

る
一
日
」。
昆
虫
フ
ァ
ン
の
女
性
に

虫
の
観
察
を
し
な
が
ら
「
女
子
会
」

を
し
て
も
ら
お
う
と
同
セ
ン
タ
ー
が

企
画
し
、
北
九
州
市
や
名
古
屋
市
な

ど
各
地
か
ら
募
集
定
員
を
上
回
る
約

【
１
月
２
日
共
同
】

　
石
川
県
白
山
市
の
老
舗
「
浅
野

太
鼓
楽
器
店
」
で
営
業
を
担
当
す

る
浅
野
勝
二
さ
ん
（
29
）
が
７
月
、

米
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
に
和
太
鼓
の
販

売
店
と
演
奏
教
室
を
オ
ー
プ
ン
す

【
１
月
11
日
共
同
】

　
さ
ら
地
が
広
が
る
宮
城
県
女
川

町
清
水
町
の
一
角
に
、
ト
レ
ー
ラ
ー

ハ
ウ
ス
の
宿
泊
施
設
を
オ
ー
プ
ン

さ
せ
た
女
性
が
い
る
。
ピ
ン
ク
や

黄
、
緑
で
壁
が
塗
ら
れ
、
ひ
と
き

わ
目
立
つ
。「
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
に
胸
を
張
っ
て
開
業
を
報
告

し
た
い
」。
旅
館
経
営
の
両
親
を
津

波
に
奪
わ
れ
た
悔
し
さ
、
孤
独
感

に
何
度
も
押
し
つ
ぶ
さ
れ
そ
う
に

な
っ
た
。「
で
も
、
何
か
や
ん
な

き
ゃ
」。
11
日
で
東
日
本
大
震
災
か

ら
１
年
10
カ
月
。
自
ら
の
居
場
所

で
も
あ
っ
た
宿
を
、
再
建
で
き
た
。

　
佐
々
木
里
子
さ
ん
（
44
）
は
震

災
で
、
父
七
宮
有
三
さ
ん
＝
当
時

（
77
）
＝
を
亡
く
し
た
。
母
恵
子
さ

ん
＝
同
（
74
）
＝
は
行
方
不
明
の

い
」。
ボ
ブ
ス
レ
ー
の
製
作
を
発
案

し
た
の
は
大
田
区
産
業
振
興
協
会

の
小
杉
聡
史
さ
ん
（
36
）。
欧
州
で

は
フ
ェ
ラ
ー
リ
や
Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
が

開
発
に
協
力
し
て
い
る
が
、
国
産
の

メ
ー
カ
ー
は
な
く
、
日
本
代
表
チ
ー

ム
も
外
国
製
の
中
古
そ
り
を
使
っ

て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　
小
杉
さ
ん
の
提
案
に
「
こ
の
町

に
は
Ｆ
１
マ
シ
ン
や
戦
闘
機
の
部

品
を
作
っ
た
会
社
も
あ
る
」
と
金

属
加
工
会
社
「
マ
テ
リ
ア
ル
」
の

細
貝
淳
一
社
長
（
46
）
が
応
え
た
。

30
～
40
代
の
町
工
場
経
営
者
を
中

心
に
、
滋
賀
県
米
原
市
に
あ
る
炭

素
繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
加

工
会
社
に
も
声
を
掛
け
、
ド
イ
ツ

製
そ
り
を
参
考
に
し
て
ボ
デ
ィ
ー

や
骨
格
と
な
る
フ
レ
ー
ム
の
設
計

図
を
ま
と
め
た
。

　「
こ
の
ネ
ジ
な
ら
う
ち
で
で
き

る
」「
こ
の
部
品
は
う
ち
が
得
意
」。

町
の
仲
間
た
ち
を
集
め
た
昨
年
９

40
人
が
参
加
し
た
。

　「
ず
っ
と
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
幼
虫

を
見
て
み
た
か
っ
た
」。
虫
ガ
ー
ル

歴
４
年
の
会
社
員
森
田
珠
生
さ
ん

（
30
）
＝
大
阪
市
＝
も
、
イ
ベ
ン
ト

に
駆
け
付
け
た
１
人
だ
。
数
年
前
、

昆
虫
の
写
真
展
へ
行
っ
た
の
を
き
っ

か
け
に
、
虫
に
夢
中
に
。
以
来
、
毎

年
沖
縄
県
の
西
表
島
を
訪
れ
、
チ
ョ

ウ
や
カ
マ
キ
リ
な
ど
の
写
真
を
撮
り

続
け
て
い
る
。「
虫
を
驚
か
さ
ず
に

近
づ
い
て
、
顔
の
ア
ッ
プ
を
撮
る
の

が
楽
し
い
」
と
話
す
。

　
フ
ァ
ン
の
需
要
に
応
え
る
よ
う

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
�
ン
（
多
機
能
携

帯
電
話
）
に
は
「
虫
判
定
器
」
と
い

う
ア
プ
リ
も
登
場
。
昆
虫
の
写
真
を

る
。
ケ
ヤ
キ
な
ど
の
木
の
幹
を
く

り
ぬ
く
こ
と
で
力
強
い
音
を
出
す

伝
統
の
「
一
木
づ
く
り
」
が
特
徴

の
同
社
製
品
を
販
売
。
全
米
に
は

約
３
０
０
の
和
太
鼓
チ
ー
ム
が
あ

り
、「
世
界
に
日
本
の
和
太
鼓
文
化

を
発
信
す
る
拠
点
に
し
た
い
」
と

意
気
込
む
。

　
西
海
岸
を
中
心
に
和
太
鼓
ブ
ー

ム
が
続
く
米
国
。
新
潟
県
佐
渡
市

の
「
鼓
童
文
化
財
団
」
に
よ
る
と
、

１
９
７
５
年
に
前
身
の
芸
能
集
団

「
鬼
太
鼓
座
」
の
メ
ン
バ
ー
が
ボ
ス

ト
ン
・
マ
ラ
ソ
ン
に
出
場
、
完
走

直
後
に
用
意
し
て
い
た
大
太
鼓
を

打
ち
鳴
ら
し
て
話
題
に
な
っ
た
。

日
系
人
を
中
心
に
関
心
が
高
ま
り
、

今
も
各
地
で
演
奏
イ
ベ
ン
ト
が
開

か
れ
て
い
る
。

　
主
に
ワ
イ
ン
の
た
る
で
作
る
米

国
産
の
太
鼓
は
、
木
の
つ
な
ぎ
目

か
ら
音
が
漏
れ
る
た
め
音
の
余
韻

が
生
ま
れ
な
い
と
い
っ
た
難
点
も
。

江
戸
時
代
か
ら
続
く
浅
野
太
鼓
が

手
掛
け
た
太
鼓
は
、
北
米
や
カ
ナ

ま
ま
だ
。
約
55
年
間
、
漁
師
ら
に

愛
さ
れ
、
家
族
で
切
り
盛
り
し
て

き
た
「
奈
々
美
や
旅
館
」
も
流
さ

れ
た
。

　「
お
父
さ
ん
と
後
か
ら
行
く
か

ら
、
先
に
行
っ
て
」。
震
災
の
日
、

恵
子
さ
ん
が
張
り
上
げ
た
声
が
耳

に
残
る
。
災
害
時
は
女
川
町
の
高

台
で
落
ち
合
う
と
決
め
て
い
た
。

　
旅
館
を
出
た
佐
々
木
さ
ん
だ
が
、

様
子
が
気
に
な
り
自
動
車
で
引
き

返
そ
う
と
す
る
と
、
対
向
車
か
ら

「
戻
れ
、
戻
れ
」。
目
の
前
に
真
っ

黒
な
津
波
が
「
ガ
ラ
ガ
ラ
」
と
土

煙
を
上
げ
な
が
ら
迫
っ
て
き
た
。

「
ご
め
ん
」。
助
け
ら
れ
な
か
っ
た

こ
と
を
心
の
中
で
わ
び
た
。

　
一
日
中
、
有
三
さ
ん
、
恵
子
さ

ん
と
い
た
の
が
当
た
り
前
だ
っ
た

月
の
説
明
会
。
２
０
０
枚
に
上
る

設
計
図
を
前
に
、
約
30
人
の
職
人

た
ち
が
手
を
挙
げ
た
。

　
切
削
加
工
会
社
が
精
密
部
品
を

作
り
、
板
金
工
の
職
人
が
溶
接
す

る
…
。
コ
ス
ト
削
減
を
強
い
ら
れ

る
中
で
の
無
償
の
作
業
。
本
来
の

仕
事
と
並
行
し
て
夜
中
ま
で
作
業

に
追
わ
れ
た
。

　
家
族
で
金
属
加
工
工
場
を
営
む

大
野
和
明
さ
ん
（
32
）
は
「
来
月

の
受
注
が
見
え
な
い
と
き
も
あ
る
。

そ
ん
な
今
だ
か
ら
こ
そ
、
夢
を
持
っ

て
世
界
に
通
じ
る
も
の
を
作
り
た

か
っ
た
」
と
語
る
。

　
昨
年
12
月
23
日
、
長
野
市
で
開

か
れ
た
全
日
本
選
手
権
。
製
作
に

携
わ
っ
た
町
工
場
の
約
10
人
が
見

守
る
中
、
黒
い
車
体
の
下
町
ボ
ブ

ス
レ
ー
が
曲
が
り
く
ね
っ
た
コ
ー

ス
を
駆
け
抜
け
た
。

　「
こ
れ
ま
で
の
苦
労
や
仲
間
の
顔

が
浮
か
ん
だ
」。
大
野
さ
ん
は
表
彰

台
の
真
ん
中
に
立
つ
選
手
を
見
詰

め
、
あ
ふ
れ
る
涙
を
ぐ
っ
と
こ
ら

え
た
。「
よ
り
い
い
も
の
を
」。
町

工
場
の
職
人
た
ち
が
改
良
に
汗
を

流
す
日
々
は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
。

撮
っ
て
ア
ッ
プ
す
る
と
自
動
で
名

前
や
特
徴
が
分
か
る
ア
プ
リ
で
、

森
田
さ
ん
は
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
見

つ
け
た
昆
虫
を
検
索
し
て
仲
間
と

� 

虫
談
議 

�
を
楽
し
ん
だ
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
を
担
当
し

た
同
セ
ン
タ
ー
の
渥
美
友
里
子

さ
ん
（
23
）
も
虫
ガ
ー
ル
だ
。

「
お
気
に
入
り
は
カ
マ
キ
リ
さ

ん
。
も
ぐ
も
ぐ
と
食
事
す
る
様

子
が
か
わ
い
い
」。
常
に
カ
メ
ラ

や
ル
ー
ペ
を
携
帯
し
、
気
づ
け

ば
１
時
間
以
上
観
察
し
て
い
る

こ
と
も
あ
る
と
い
う
。
虫
好
き

を
公
言
す
る
女
性
が
ま
だ
ま
だ

少
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、「
昆
虫

は
男
性
だ
け
の
趣
味
で
は
な
い
。

女
性
も
み
ん
な
で
趣
味
を
共
有

し
て
ほ
し
い
」
と
提
案
。「
こ
れ

か
ら
も
虫
ガ
ー
ル
が
集
え
る
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
い
」
と
第

２
弾
の
計
画
も
進
め
て
い
る
。

ダ
な
ど
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
が
集

ま
っ
た
２
０
０
５
年
の
イ
ベ
ン
ト

「
北
米
太
鼓
会
議
」
で
、「
皮
の
繊

維
も
良
く
、
響
き
が
違
う
」
と
好

評
を
博
し
た
。

　
米
国
内
で
同
社
製
の
太
鼓
や
バ

チ
の
売
り
上
げ
が
急
速
に
伸
び
、

11
年
に
は
３
日
間
で
15
万
円
程
度

の
太
鼓
約
30
個
を
販
売
し
た
。
需

要
を
見
込
ん
だ
浅
野
さ
ん
は
、
父

親
で
役
員
の
昭
利
さ
ん
（
65
）
の

了
承
を
得
て
昨
年
６
月
に
米
国
法

人
を
設
立
し
、
出
店
の
準
備
を
進

め
て
き
た
。

　
米
国
で
は
女
性
の
愛
好
家
も
多

い
こ
と
か
ら
、
持
ち
運
び
し
や
す

い
よ
う
に
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
た

太
鼓
も
販
売
。
気
軽
に
演
奏
を
楽

し
め
る
よ
う
に
と
価
格
も
国
内
よ

り
約
２
～
３
割
抑
え
る
。
演
奏
教

室
で
は
浅
野
さ
ん
の
義
兄
ら
２
人

が
指
導
に
あ
た
る
と
い
う
。

　
米
国
で
は
リ
ズ
ム
・
ア
ン
ド
・

ブ
ル
ー
ス
調
の
演
奏
が
目
立
つ

が
、
浅
野
さ
ん
は
「
日
本
な
ら
で

は
の
、
一
つ
の
音
に
精
神
を
集
中

さ
せ
て
力
強
く
響
か
せ
る
演
奏
方

法
も
伝
え
た
い
。
米
国
か
ら
全
世

界
に
誇
れ
る
演
奏
家
を
育
て
る
の

が
夢
で
す
」
と
笑
っ
た
。

日
々
。
仕
事
が
終
わ
る
と
ほ
ぼ
毎

晩
、
３
人
で
「
明
日
へ
の
英
気
だ
」

と
酒
を
酌
み
交
わ
し
た
。

　
被
災
後
、
４
人
の
子
ど
も
と
と

も
に
、
隣
の
石
巻
市
に
引
っ
越
し

た
。
夫
は
東
京
で
働
い
て
い
る
の

で
、
息
子
ら
を
学
校
へ
送
り
出
す

と
一
人
ぽ
つ
ん
と
家
に
。

　「
つ
ら
さ
を
ご
ま
か
す
た
め
に

は
、
何
か
を
し
な
い
と
」。
悲
し
み

を
胸
に
閉
じ
込
め
な
が
ら
、
佐
々

木
さ
ん
は
動
き
始
め
た
。

　
被
災
地
で
は
多
く
の
宿
泊
施
設

が
津
波
被
害
に
遭
っ
た
。
再
建
に

は
時
間
も
費
用
も
か
か
る
。
宿
不

足
を
な
か
な
か
解
消
で
き
ず
、
町

や
商
工
会
は
頭
を
抱
え
て
い
た
。

　「
ト
レ
ー
ラ
ー
で
営
業
し
た
ら
ど

う
か
」
と
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ

た
人
が
い
た
。
佐
々
木
さ
ん
ら
町

内
の
４
旅
館
業
者
は
協
同
組
合
を

設
立
し
昨
年
12
月
、
24
台
の
ト
レ
ー

ラ
ー
で
計
48
室
の
宿
を
完
成
さ
せ

た
。
宿
泊
先
が
な
く
、
仙
台
市
や

世
界
へ
走
れ
下
町
ボ
ブ
ス
レ
ー

「
も
の
づ
く
り
」
再
起
図
る

石
巻
市
に
泊
ま
っ
て
い
た
人
が
、
利

用
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
被
災
地
を
照
ら
し
元
気
を
与
え

た
い
と
、
宿
の
名
前
は
ス
ペ
イ
ン

語
で
灯
台
を
意
味
す
る
「
Ｅ
ｌ
　

ｆ
ａ
ｒ
ｏ
（
エ
ル
フ
ァ
ロ
）」。
今

回
の
取
り
組
み
が
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

と
な
り
、
宿
不
足
解
消
に
つ
な
が

れ
ば
と
願
う
。

　「
お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
を
、
目

標
と
し
て
追
い
か
け
続
け
た
い
」。

客
た
ち
に
慕
わ
れ
て
い
た
両
親
の

よ
う
に
な
ろ
う
と
、
前
進
す
る

佐
々
木
さ
ん
。「
墓
前
に
今
の
私

を
報
告
し
た
ら
『
良
か
っ
た
、
良

か
っ
た
』
と
笑
っ
て
く
れ
る
と
思

う
」。
こ
ら
え
て
い
た
涙
が
時
折
、

あ
ふ
れ
出
た
。

両
親
に
「
胸
張
り
た
い
」

女
川
の
復
興
願
い
、
宿
開
業

虫
ガ
ー
ル
、
増
殖
中

食
べ
る
姿
「
か
わ
い
い
」

石
川
の
老
舗
和
太
鼓
、
米
国
へ

日
本
文
化
の
発
信
拠
点
に
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【
１
月
25
日
共
同
】

　
政
府
観
光
局
は
25
日
、
２
０
１
２
年

に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
は
、

推
計
８
３
７
万
人
で
前
年
比
34
・
６
％

増
だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
１
９
６
４
年

に
統
計
を
取
り
始
め
て
以
来
、
10
年
の

８
６
１
万
人
に
次
ぐ
多
さ
。
東
日
本
大

震
災
の
あ
っ
た
11
年
は
６
２
２
万
人
と

落
ち
込
ん
だ
が
Ｖ
字
回
復
し
た
。
た
だ

沖
縄
県
・
尖
閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
中
関

係
の
悪
化
も
あ
り
、
年
間
９
０
０
万
人

の
政
府
目
標
は
達
成
で
き
な
か
っ
た
。

　
観
光
局
は
「
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
の
風
評
被
害
が
和
ら
い
だ
ほ

か
、
格
安
航
空
会
社
（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
の
相

次
ぐ
就
航
に
よ
る
航
空
運
賃
の
低
下
な

ど
が
追
い
風
と
な
っ
た
」と
し
て
い
る
。

　
昨
年
12
月
は
、
11
年
の
同
月
よ
り
も

20
・
６
％
多
い
推
計
69
万
人
で
、
12
月

と
し
て
は
過
去
最
多
だ
っ
た
。

　
国
・
地
域
別
で
は
台
湾
、
中
国
、
タ

【
１
月
８
日
共
同
】

　
成
田
空
港
の
入
国
審
査
場
で
外
国

人
旅
客
の
混
雑
を
緩
和
し
よ
う
と
、

成
田
国
際
空
港
会
社
な
ど
が
「
渋
滞

学
」
の
研
究
で
知
ら
れ
る
東
京
大
の

西
成
活
裕
教
授
と
協
力
し
、
シ
ス
テ

ム
開
発
を
進
め
て
い
る
。
航
空
会
社

の
運
航
情
報
や
搭
乗
客
数
な
ど
を
基

に
混
雑
の
程
度
を
予
想
し
、
審
査
官

の
適
正
配
置
を
算
出
す
る
仕
組
み
で
、

東
京
入
管
成
田
空
港
支
局
は
年
内
に

実
証
実
験
を
始
め
る
見
通
し
だ
。

　「
審
査
場
の
ス
ペ
ー
ス
か
ら
人
が

あ
ふ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
。
も
っ

と
科
学
的
に
対
応
で
き
る
は
ず
だ
」

　
西
成
教
授
は
海
外
出
張
で
成
田
空

港
を
利
用
す
る
た
び
、
混
雑
す
る
入

国
審
査
場
で
無
人
の
ブ
ー
ス
が
並
ぶ

光
景
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。

　
成
田
の
１
日
の
入
国
者
数
は
、
夏

休
み
な
ど
の
ピ
ー
ク
時
で
約
５
万

人
。
日
本
人
よ
り
審
査
に
時
間
が
か

か
る
外
国
人
は
、
最
大
約
１
万
４
千

人
に
上
る
。

イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、

ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
は
い
ず
れ
も
過

去
最
多
で
全
体
数
を
押
し
上
げ
た
。

年
間
の
１
位
は
韓
国
だ
っ
た
が
、
ウ
�

ン
安
な
ど
の
影
響
で
10
年
比
16
・
２
％

減
の
２
０
４
万
人
。
２
番
目
に
多
か
っ

た
１
４
７
万
人
の
台
湾
は
、
尖
閣
問

題
の
た
め
秋
以
降
落
ち
込
ん
だ
中
国

（
１
４
３
万
人
）
を
３
年
ぶ
り
に
上

回
っ
た
。

　
観
光
庁
の
井
手
憲
文
長
官
は
25
日

の
記
者
会
見
で
「
13
年
の
目
標
は

１
千
万
人
に
し
た
い
。
国
際
会
議
の
誘

致
や
経
済
成
長
著
し
い
東
南
ア
ジ
ア

で
の
観
光
Ｐ
Ｒ
に
力
を
入
れ
る
」
と

語
っ
た
。

　
一
方
、
12
年
に
海
外
に
出
国
し
た
日

本
人
は
１
８
４
９
万
人
で
、
２
０
０
０

年
の
１
７
８
２
万
人
を
抜
き
過
去
最

多
と
な
っ
た
。
円
高
で
海
外
旅
行
が

し
や
す
く
な
っ
た
の
が
要
因
と
い
う
。

　
西
成
教
授
の
研
究
テ
ー
マ
は
、
車

の
渋
滞
や
人
の
混
雑
の
メ
カ
ニ
ズ

ム
。
空
港
会
社
や
入
管
へ
の
働
き
掛

け
を
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
１
年
か

ら
シ
ス
テ
ム
開
発
を
始
め
た
。
昨
年

９
月
ま
で
に
審
査
場
の
様
子
を
撮
影

し
、
到
着
機
の
旅
客
が
移
動
す
る
ま

で
の
所
要
時
間
な
ど
を
調
べ
た
。

　
シ
ス
テ
ム
は
、
入
国
者
の
待
ち
時

間
の
上
限
を
設
定
す
る
と
、
航
空
機

の
到
着
時
間
や
旅
客
数
な
ど
の
デ
ー

タ
か
ら
、
時
間
帯
ご
と
に
必
要
な

ブ
ー
ス
の
数
を
割
り
出
す
。

　
入
管
は
こ
れ
ま
で
、
審
査
官
の
経

験
と
勘
で
対
応
し
て
き
た
が
、
阿
部
雅

輝
首
席
審
査
官
は
「
見
通
し
を
誤
る
こ

と
も
あ
り
、
限
界
を
感
じ
て
い
た
。
成

田
で
実
用
化
で
き
れ
ば
、
他
の
空
港
の

モ
デ
ル
に
な
る
」
と
期
待
す
る
。

　
西
成
教
授
は
「
審
査
場
の
混
雑
が

解
消
さ
れ
て
も
、
預
け
荷
物
の
受
け
取

り
で
待
た
さ
れ
て
は
解
決
に
な
ら
な

い
。
航
空
会
社
も
含
め
て
空
港
全
体
で

取
り
組
む
べ
き
だ
」と
指
摘
し
て
い
る
。

ダ
な
ど
の
演
奏
グ
ル
ー
プ
が
集

ま
っ
た
２
０
０
５
年
の
イ
ベ
ン
ト

「
北
米
太
鼓
会
議
」
で
、「
皮
の
繊

維
も
良
く
、
響
き
が
違
う
」
と
好

評
を
博
し
た
。

　
米
国
内
で
同
社
製
の
太
鼓
や
バ

チ
の
売
り
上
げ
が
急
速
に
伸
び
、

11
年
に
は
３
日
間
で
15
万
円
程
度

の
太
鼓
約
30
個
を
販
売
し
た
。
需

要
を
見
込
ん
だ
浅
野
さ
ん
は
、
父

親
で
役
員
の
昭
利
さ
ん
（
65
）
の

了
承
を
得
て
昨
年
６
月
に
米
国
法

人
を
設
立
し
、
出
店
の
準
備
を
進

め
て
き
た
。

　
米
国
で
は
女
性
の
愛
好
家
も
多

い
こ
と
か
ら
、
持
ち
運
び
し
や
す

い
よ
う
に
サ
イ
ズ
を
小
さ
く
し
た

太
鼓
も
販
売
。
気
軽
に
演
奏
を
楽

し
め
る
よ
う
に
と
価
格
も
国
内
よ

り
約
２
～
３
割
抑
え
る
。
演
奏
教

室
で
は
浅
野
さ
ん
の
義
兄
ら
２
人

が
指
導
に
あ
た
る
と
い
う
。

　
米
国
で
は
リ
ズ
ム
・
ア
ン
ド
・

ブ
ル
ー
ス
調
の
演
奏
が
目
立
つ

が
、
浅
野
さ
ん
は
「
日
本
な
ら
で

は
の
、
一
つ
の
音
に
精
神
を
集
中

さ
せ
て
力
強
く
響
か
せ
る
演
奏
方

法
も
伝
え
た
い
。
米
国
か
ら
全
世

界
に
誇
れ
る
演
奏
家
を
育
て
る
の

が
夢
で
す
」
と
笑
っ
た
。

JAPAN NEWS ／コラム

　先月は、「海外在住者におけるパソコン

とインターネットの必要性」についてお伝

えしました。今月は、「ウイルス対策の必

要性」について触れてみたいと思います。

故障の多くはウイルス感染が原因
　インターネット通信によるパソコンで

の情報収集は、今や年齢を問わず当たり

前のものとなりました。特にビジネスマ

ンなどにとっては、必要不可欠な手段と

もいえるでしょう。しかし一方で、利用

者間における知識レベルに大きな差が出

始めています。ウイルス対策はその最た

るもので、パソコンを守るために施すべ

きウイルス対策を全く行っていない方々

が多いのも事実です。

　私はオーストラリアで現在の仕事を始

めてから、数多くのパソコンを修理させ

ていただいております。その実体験とし

て、修理したパソコンの半数ほどからウ

イルス感染が確認されました。もちろん、

ハード面など物理的な障害を原因とした

修理例もたくさんあります。しかしそれ

らについても、ウイルス感染の可能性が

オーストラリア IT 事情

うかがえたのが事実です。

　特に多いのは、ウイルス対策ソフトをパ

ソコンに入れていない、あるいはソフトの

利用期限が切れているお客さまです。いく

らソフトが入っていても、期限が切れてい

れば最新のウイルスには対抗できません。

そういったお客さまには、まずウイルス対

策ソフトの更新・インストールをお勧めし

ております。故障前にウイルス対策が行わ

れていれば、そもそも故障は防ぐことがで

きたかもしれないのです。

お互いがお互いの情報を守る
　ウイルス対策を行っていない方々から

は、よく「あまり使わないから大丈夫」「変

なサイトは見ないから平気」といった声を

聞きます。しかしここには、大きな誤解が

あります。それは、『ウイルス対策ソフト

で守られるもの』についての認識です。

　コンピューターウイルスには、実にさ

まざまな種類が存在します。パソコン内

部の情報破壊やパスワードの盗み出しが

目的とされたものであれば、ウイルス対

策ソフトは使用者を守るものとして働く

でしょう。しかしパソコンに保存されて

いる情報には、連絡先など他人の個人情

報が含まれていることも忘れてはいけま

せん。

　例えば、あなたが万全のウイルス対策

を行っているとしましょう。確かにあな

たのパソコンから、自身の情報が盗まれ

る可能性は低いといえます。しかしあな

たの連絡先を知る誰かがいい加減な管理

をしていたために、あなたの情報をウイ

ルスによって盗まれていたら。突然迷惑

メールが届いたり、身に覚えのない請求

が届いたり。他人のせいで被害を受ける

ことになりかねません。

　実際、日本で問題となっている「遠隔

操作での“なりすまし”ウイルス事件」

では、全く関係ない人々・団体が被害を

受けています。ですから個々人がウイル

ス対策ソフトを導入し、お互いがお互い

の情報を守ることが大切なのです。

信頼できる会社のソフトを
　とはいえウイルス対策ソフトには、無

料・有料を含めて数多くの商品がありま

す。特に無料ソフトの中には、ウイルス

対策を装った悪質なスパイウェアなども

存在するので注意しておきましょう。信

頼できる会社のソフトを購入・使用する

ことをお勧めします。

　自らの身を守り、他人にも迷惑をかけ

ず安心してインターネットを利用するため

に、ウイルス対策ソフトの利用は最低限の

自衛手段です。この記事をお読みくださっ

ている皆さまも、いま一度ご自身のパソコ

ンを確認してみてください。ウイルス対策

ソフトが入っていない、あるいは期限が切

れているという方は、すぐに更新・購入す

ることを強くお勧めいたします。

平
ひ ら た

田 恵
けい

第２回　ウイルス対策の必要性

平田　恵

IT エンジニア・コンサルタント
1985 年シンガポール生まれ、大阪育ち。18 歳で来
豪し、専門学校、大学で IT を専攻。大学在学中にパー
スでウェブ制作や PC メンテナンスなどを基盤とす
る事業を開始。
現在はパースを拠点に日豪で企業から個人まで IT
サポートを幅広く展開する。

現場から
伝える

訪
日
客
数
８
３
７
万
人

震
災
影
響
か
ら
Ｖ
字
回
復 

� 

渋
滞
学 

�
で
混
雑
緩
和
へ

成
田
空
港
の
入
国
審
査
場
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何
か
気
に
な
る
最
近
の
日
本
語

■
特
別
寄
稿
■

和い
ず
み泉

　
清
き
よ
し

＊
そ
の
一

　
ス
ー
パ
ー
に
ゆ
く
。「
レ
ジ
袋
、

ご
用
意
し
て
よ
ろ
し
か
っ
た
で

し
ょ
う
か
」
と
聞
か
れ
た
の
で
、
悪

戯
（
い
た
ず
ら
）
っ
気
を
起
こ
し
て
、

「
よ
ろ
し
い
で
す
」
と
答
え
た
ら
、

「
あ
ら
、
ご
不
要
で
す
か
」
と
言
わ

れ
た
。
何
と
も
奇
妙
な
日
本
語
が

横
行
し
始
め
た
も
の
で
あ
る
。

　
理
髪
店
で
は
、「
シ
ャ
ン
プ
ー
の

ほ
う
、
よ
ろ
し
い
で
す
か
」
と
。

こ
こ
は
、「
シ
ャ
ン
プ
ー
ご
希
望
で

し
ょ
う
か
」
と
か
「
頭
を
お
洗
い
し

ま
し
ょ
う
か
」
と
聞
い
て
ほ
し
い

も
の
。
頭
に
き
た
の
は
、「
お
頭
の

ほ
う
、よ
ろ
し
い
で
す
か
」
で
あ
る
。

「
馬
鹿
（
ば
か
）
に
す
る
な
」
と
言

い
返
し
た
か
っ
た
が
、
グ
ッ
と
我

慢
の
子
。

＊
そ
の
二

　
ホ
テ
ル
に
て
、
案
内
人
が
「
こ
ち

ら
が
お
風
呂
に
な
り
ま
す
」、
ウ
ェ

イ
タ
ー
が
「
こ
ち
ら
ス
テ
ー
キ
に

な
り
ま
す
」
と
言
う
も
の
だ
か
ら

「
あ
ッ
、
そ
う
、
そ
の
前
は
何
だ
っ

た
の
」
と
思
わ
ず
聞
き
返
し
た
く

な
っ
た
。
な
ぜ
、「
お
風
呂
で
す
」

と
か
、「
ス
テ
ー
キ
を
お
持
ち
し
ま

し
た
」
と
言
わ
な
い
の
だ
ろ
う
か
。

「
な
る
」
は
� 

自
然
の
成
り
行
き
で

変
化
し
て
、
あ
る
状
態
が
現
れ
る

意 

�
と
辞
書
に
あ
っ
た
が
。

＊
そ
の
三

　
野
球
場
に
て
、
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

曰
（
い
わ
）
く
、「
中
継
が
つ
な
が

り
ま
し
た
」
と
。
つ
な
が
っ
て
い

る
か
ら
中
継
と
言
う
の
に
。「
今
の

お
気
持
ち
は
？
」
と
マ
イ
ク
を
向

け
ら
れ
た
勝
利
投
手
、「
正
直
、
鳥

肌
が
立
ち
ま
し
た
。
何
と
か
結
果

を
出
し
た
か
っ
た
で
す
」
と
。
事

を
起
こ
せ
ば
良
い
か
悪
い
か
は
別

と
し
て
、
全
て
結
果
は
必
ず
生
ず

る
の
に
。
ノ
ッ
ク
ア
ウ
ト
さ
れ
た

時
は
、
結
果
が
出
な
か
っ
た
の
か
な
。

「
な
に
げ
に
」
言
う
「
結
果
を
出
す
」

も
変
な
用
法
で
あ
る
。

　
私
ど
も
は
、「
鳥
肌
」
は
寒
さ
や

恐
怖
を
感
じ
た
時
に
立
つ
も
の
と
教

え
ら
れ
た
も
の
だ
が
、
最
近
は
、
素

晴
ら
し
い
景
色
に
感
動
し
て
も
「
鳥

肌
が
立
つ
」
と
言
う
そ
う
で
あ
る
。

＊
そ
の
四

　
若
い
女
性
が
口
に
す
る
「
や
ば

い
」、「
め
っ
ち
ゃ
」
や
、「
こ
の
赤

い
ヤ
ツ
も
き
れ
い
で
す
ね
」
の
「
ヤ

ツ
」
も
耳
障
り
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

　「
い
ま
何
し
て
い
る
の
」
と
彼
女

に
尋
ね
る
と
、「
会
社
勤
め
と
か
し

て
い
ま
す
」
と
。「
ヘ
ー
、
ひ
ょ
っ

と
す
る
と
、
あ
な
た
、
夜
の
お
勤
め

も
？
」
と
意
地
悪
な
質
問
も
し
た
く

な
る
。「
と
か
」
は
、Ａ
ま
た
は
Ｂ
か
、

Ａ
も
Ｂ
も
と
言
う
時
に
使
う
表
現
の

は
ず
だ
が
。

＊
そ
の
五

　
大
学
生
に
「
卒
業
し
た
ら
ど
う
す

る
の
」
と
尋
ね
た
ら
、「
一
応
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
に
な
り
ま
す
」
と
の
こ

と
。「
～
～
の
ほ
う
」、「
～
～
じ
ゃ

あ
な
い
で
す
か
」、「
～
～
の
感
じ
」、

何
だ
か
優
柔
不
断
で
、
自
信
の
な
さ

の
表
れ
に
見
え
て
仕
方
が
な
い
。「
優

勝
で
き
れ
ば
い
い
で
す
」（
で
き
な

く
て
も
仕
方
が
な
い
や
）
と
ス
ポ
ー

ツ
選
手
。
な
ぜ
「
優
勝
し
た
い
。
頑

張
り
ま
す
」
と
は
っ
き
り
言
わ
な
い

の
だ
ろ
う
。

＊
そ
の
六

　「
～
～
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
も

し
ば
し
ば
使
わ
れ
て
い
る
。「
今
日

中
に
は
届
く
と
思
い
ま
す
」「
彼
な

ら
大
丈
夫
と
思
い
ま
す
」
な
ど
は
、

断
定
は
で
き
な
い
、
確
信
が
持
て
な

い
時
に
使
わ
れ
る
表
現
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
司
会
者
の
「
そ
れ
で

は
次
の
話
題
に
移
り
た
い
と
思
い
ま

す
」
や
、
レ
ポ
ー
タ
ー
の
「
こ
れ
か

ら
現
場
に
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

な
ど
は
、
希
望
で
は
な
く
て
行
為

の
表
明
な
の
で
、「
移
り
ま
し
ょ
う
」

や
「
行
き
ま
す
」
と
宣
言
す
れ
ば
す

む
話
な
の
に
、
な
ん
と
な
く
冗
長
な

感
じ
が
し
て
、「
ど
う
ぞ
ご
勝
手
に
」

な
ど
と
言
い
返
し
た
く
な
る
。
政
治

家
の
「
国
民
の
た
め
に
頑
張
り
た
い

と
思
い
ま
す
」
も
頼
り
な
さ
そ
う
で
、

「
気
持
ち
だ
け
で
な
く
、
本
当
に
頑

張
っ
て
よ
」
と
お
尻
を
叩
（
た
た
）

き
た
い
思
い
が
す
る
。
自
信
を
持
っ

て
「
お
任
せ
あ
れ
」
と
言
っ
て
ほ
し

い
ね
。
総
じ
て
、
一
億
総
自
信
喪
失

の
表
れ
な
の
だ
ろ
う
か
。

＊
そ
の
七

　
選
挙
と
な
る
と
、
公
約
、
ア
ジ
ェ

ン
ダ
、
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
な
ど
と
称
し

て
美
辞
麗
句
が
飛
び
交
う
。
多
く
の

国
民
は
、
前
回
の
民
主
党
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
に
踊
ら
さ
れ
た
苦
い
経
験
を
思

い
出
し
た
は
ず
で
あ
る
。「
脱
原
発
」

や
「
卒
原
発
」
も
確
か
に
耳
触
り
は

良
い
掛
け
声
で
は
あ
る
が
、
リ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
と
見
破
ら
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。「
良
薬
は
口
に
苦
し
」

と
い
う
。

＊
そ
の
八

　「
善
処
し
ま
す
」
と
、
戦
後
の
あ

る
宰
相
が
米
国
大
統
領
に
答
え
た
と

聞
く
。
言
語
明
瞭
、
意
味
不
明
な
発

言
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
、
通
訳
は

ど
の
よ
う
に
訳
し
た
の
だ
ろ
う
か
、

イ
エ
ス
だ
っ
た
の
か
、
ノ
ー
だ
っ
た

か
な
。

　
も
っ
と
も
西
洋
の
ジ
ョ
ー
ク
に
、

こ
ん
な
の
が
あ
る
。「
外
交
官
が
『
イ

エ
ス
』
と
言
っ
た
ら
『
多
分
』
で
あ

り
、『
Ｍ
ａ
ｙ
ｂ
ｅ
』
と
言
っ
た
ら

『
ノ
ー
』
で
あ
る
。
女
性
が
『
ノ
ー
』

と
言
っ
た
ら
『
多
分
』
で
あ
り
、『
Ｍ

ａ
ｙ
ｂ
ｅ
』
と
言
っ
た
ら
『
イ
エ
ス
』

で
あ
る
。
簡
単
に
『
ノ
ー
』
と
言
う

外
交
官
は
そ
の
資
質
を
問
わ
れ
、『
イ

エ
ス
』
と
言
う
女
性
は
レ
デ
ィ
に
あ

ら
ず
」
と
。（
ご
め
ん
な
さ
い
、
決

し
て
女
性
蔑
視
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

＊
そ
の
九

　「
超
面
白
い
」、「
す
ご
い
怖
い
」、

「
全
然
Ｏ
Ｋ
」（
全
然
は
通
常
否
定

形
と
共
に
使
用
）
な
ど
は
、
前
掲

の
「
鳥
肌
」
と
共
に
、
ど
う
や

ら
市
民
権
を
得
て
き
た
よ
う
で

あ
る
。
約
20
年
前
の
あ
る
名
門

私
立
中
学
の
入
学
試
験
問
題
に
、

下
記
の
「
超
」
の
使
い
方
で
正
し

い
も
の
を
選
べ
と
あ
っ
た
。

　
⑴
超
ム
カ
つ
い
た
　
⑵
超
ダ
メ

な
人
　
⑶
超
信
じ
ら
れ
な
い
　
⑷

超
満
員
　
⑸
超
カ
ッ
コ
い
い

　
も
ち
ろ
ん
正
解
は
⑷
で
あ
っ

た
が
、
今
日
の
若
者
は
全
て
正
し

い
と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
「
超
」
は
昭
和
30
年
代
で

は
、「
エ
ロ
」「
グ
ロ
」
な
ど
と
共

に
、
乱
れ
た
国
語
に
属
し
た
も

の
で
あ
る
。
昨
今
は
、
地
球
の
向

こ
う
の
英
米
の
ヤ
ン
グ
も
「
超
」

が
好
き
の
よ
う
で
、
ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ

　
ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
や
ｓ
ｕ
ｐ
ｅ
ｒ
　

ｂ
ｕ
ｓ
ｙ
を
連
発
し
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。

＊
そ
の
十

　
旧
制
の
大
学
、
高
校
生
が
よ

く
使
っ
た
「
バ
ッ
ク
シ
ャ
ン
」（
後

ろ
姿
美
人
＝
バ
ッ
ク
は
英
語
の

背
中
、
シ
ャ
ン
は
ド
イ
ツ
語
で

美
し
い
意
の
シ
ェ
ー
ン
）
を
知

る
年
代
は
今
や
過
去
の
人
に
な

り
つ
つ
あ
る
。
以
後
も
相
変
わ

ら
ず
、
和
製
英
語
氾
濫
は
止
ま

ら
な
い
。

　
ス
マ
ホ
、
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ
ト
、

ミ
シ
ン
、
パ
ー
マ
、
ポ
ス
ト
、
マ

ン
シ
ョ
ン
、
モ
ー
ニ
ン
グ
（
礼

服
）、
カ
ツ
（
食
べ
物
）
な
ど
は

和
製
英
語
。
カ
ン
ニ
ン
グ
、
ナ

イ
タ
ー
、
コ
ン
セ
ン
ト
、
ホ
ッ

チ
キ
ス
、
バ
リ
カ
ン
な
ど
は
実

は
英
語
も
ど
き
カ
タ
カ
ナ
日
本

語
で
あ
る
（
最
後
の
２
つ
は
メ
ー

カ
ー
の
名
前
）。
逆
に
、
元
か
ら

日
本
語
で
あ
っ
た
と
思
っ
た
の

が
、
実
は
外
来
語
で
あ
っ
た
も

の
も
数
多
い
。
テ
ン
プ
ラ
、
カ
ル

タ
か
ら
始
ま
っ
て
、
襦
袢
（
じ
ゅ

ば
ん
）、更
紗
（
さ
ら
さ
）、ビ
ロ
ー

ド
、
メ
リ
ヤ
ス
は
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で
あ
り
、
キ
セ
ル
や
カ
ボ
チ
ャ

は
カ
ン
ボ
ジ
ア
伝
来
語
で
あ
る
。

（
大
阪
日
豪
協
会
監
事
）
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テリー 寺
てら

本
もと

　たくさんのダイビング経験を持っていることと、それを第三者に指導することは全く別

のものです。今月号では、プロフェッショナル・トレーニングの第１ステップにあたるダ

イブマスターコースをご紹介します。

　ダイブクラブのリーダーや、リゾート

でのガイド、インストラクターのアシス

タントなどとして働きたいという人のた

めのプロダイバー養成の入門的なコース

です（右の「PADI プロフェッショナルコー

ス　フローチャート」参照）。またイン

ストラクターになるためのステップでも

あります。講習時のアシスタントの仕方

や、一般ダイバーをグループとしてコン

トロールする仕方、組織の運営方法に至

るまでを身に付けていきます。またダイ

ビング中に起こったトラブルを即座に解

決する能力など、プロとしての経験とハ

イレベルなテクニックをマスターします。

　コースは３つのパート（知識開発、水

中スキル開発、実践応用）から成り立っ

ています。コース期間については、短期

集中で受けることも、週末を使って仕事

や学校に通いながら修了することも可能

です。特に知識開発はｅラーニングで学

習を進めていくオプションもあるので、

自分のペースでオンラインを使って学習

できます。

オーストラリア・ワインの話
PADI コース・ディレクター

河
こう

野
の

  真
ま

由
ゆ

美
みダイビング・コラム 連 載

その 92

　新しい年を迎え、ちょっと振り返って

みますとこのコラムも 2003 年９月に始ま

り、今年で 10 年目を迎えます。今まで

オーストラリア国内のワイナリーやワイ

ン、その特徴などをご紹介してきました

が、昔からこのコラムを読んでくださっ

ている読者の方々、新しく読み始めてく

ださっている方々も含めて、改めてワイ

ンのもとになる葡萄（ぶどう）品種とそ

の産地などをご案内したいと考えました。

「旧世界」と「新世界」
　まず初めにオールドワールドワインカ

ントリー（Old World Wine Country）とニュー

ワールドワインカントリー（New World 

Wine Country）の区別があることを記して

おきます。

　かつてさまざまな民族がその土地土地

に住み着いていて、ワインもその土地の

野生の葡萄がもとになって造られていま

した。紀元前のローマ帝国の時代やその

後のキリスト教の広がりなど、時代の流

れとともに主に戦争による軍、兵士の移

動などに大きく影響を受けてきました。

　15世紀半ばから始まった大航海時代に、

イギリスをはじめとするヨーロッパ各地

からアメリカやオーストラリアへ、いろ

いろな理由から人々の移住が始まりまし

た。以前からワインを造っていたヨーロッ

パ諸国のことをオールドワインカント

リーと呼び、フランス、ドイツ、イタリ

ア、スペイン、ポルトガル、オーストリア、

ブルガリア、ハンガリー、ユーゴスラビア、

ルーマニア、ロシアなど。そして新しい

移民の国をニューワールドワインカント

リーと呼ぶようになりました。アメリカ、

オーストラリア、ニュージーランド、南

アフリカ、南アメリカの国々などです。

　それぞれにワインに関する法律、規則

などが異なりますが、葡萄品種に関して

はその品種に適した土壌、気候、水はけ

などの条件によって世界各地で栽培され

特徴が生まれています。この条件を専門

用語で“テロワー”（Terroir）とフランス

語でいいます。

オーストラリア・ワインの特徴
　ワイン造りの伝統がないからこそ新し

い試みに挑戦できるオーストラリアなど

のニューワールドワインカントリーの

国々の中でも、オーストラリアはこのテ

ロワーの研究が最先端にあり、葡萄栽培

術に優れ、数多くの品種の栽培に成功し

ています。そしてワインの製造工程でも、

English-Japanese conversation exchange in the city

「会 WA」参加者募集のお知らせ

JET プログラムの経験者でつくる JETAA 西オース

トラリア支部では、気軽に英日会話が楽しめる交流

会を定期的に行っています。参加費はゴールドコイ

ンで ( おつまみ代となります )。今後の開催予定は

以下の通りです。ふるってご参加下さい。

*

会 WA is held from 5:30pm on Thursday every 

two weeks in the function room at 43 Below. A 

gold coin donation is encouraged to pay for food!

*

Date : February 14 & 28  2013

Time: from 5:30pm(you don't have to be there on time!)

Venue: 43 Below (corner of Hay & Barrack)

*

問い合わせ先／ Inquiries

ニック（Nick）

Tel: 0408-083-131 / president@jetaawa.com
18+ only ; photo ID required

❖	 PADIダイブセンターやリゾート、ダイブ・ボートのスタッフとして働くことができる。 

❖	 PADI インストラクターと一緒にお客さまのアシストができる。 

❖	 PADI スキンダイバーコースを単独で実施し、認定ができる。 

❖	 PADI ディスカバー・スノーケリング・プログラムを実施できる。 

❖	認定オープンウォーター・ダイバー以上の認定ダイバーの PADI スクーバ・リビュー・

　 プログラムを実施できる。

❖	 PADI ディスカバー・ローカル・ダイブ・エクスペリエンス・プログラムを実施できる。 

❖	エマージェンシー・ファースト・レスポンス・インストラクターコースを修了すれ 

  ばエマージェンシー・ファースト・レスポンスコースを実施できる。 

❖	 PADI ディスカバー・スクーバ・ダイビング・リーダーの資格がある場合は、単独でプー

  ルもしくは限定水域でディスカバー・スクーバ・ダイビングを実施できる。 

❖	 PADI アドバンスド・オープンウォーターまたはそれと同等の資格を保持していること

❖	 PADI レスキューダイバーまたはそれと同等の資格を保持していること

❖	 18 歳以上であること

❖	過去 24 カ月以内に、EFR １次ケア・２次ケアトレーニング、またはそれと同等の資 

  格を保持していること

❖	ログブックに最低 40 本以上のダイブが記録されていること

❖	ダイビングに適した体調であるかの診断を受け、医師の署名の入った診断書を提出 

  すること

ダイブマスターコース

プロフェッショナルになろう！！

★ PADI ダイブマスターになるとできること★

★ダイブマスターコース参加前資格★

ハイテクを駆使したさまざまな試みがな

されています。

　オーストラリア・ワインの一番の特徴

はレスケミカル（Less Chemical）、ドリン

クヤング（Drink Young）です。最も健康

的なワインといえます。

　まず、白ワインからスタートしましょう。

 

□ Semillon（セミオン）□
　この品種は、最高品質のワインを生産

できる白葡萄として世界で最も広く栽培

されています。ヨーロッパではシングル

ヴァラエティ（単一品種）としてでなく

他の品種とのブレンドによく使われ、増

量用としても重宝されています。伝統

的にソーヴィニオンブラン（Sauvignon 

Blanc）のパートナーとして、その糖分と

多収性が相乗効果をあげています。　

　オーストラリアのハンターヴァレー産

のセミオンは、ブレンドされずにニュー

ワールド特有の特徴を持った世界に誇る

セミオン 100％の、しかも Drink Young で

あり、なおかつ長く（10 ～ 15 年）も寝

かせられるヴィンテイジワインにもなっ

ています。熟成したときの色は、ほとん

どオレンジのような深みを持った濃い色

になります。

貴腐ワインができやすい

　また、セミオンの最大の特徴は、その

品種に貴腐菌（Botrytis）がつきやすく気

象現象さえ合えば貴腐ワインができやす

い、ということです。日本では何十年に

１回くらいしか起こらないのですが、オー

ストラリアの内陸部（例えば NSW 州の

Griffith）ではほとんど毎年できています。

ですから、オーストラリアでは貴腐ワイ

ン（Botrytis Wine）は値段も手頃で、あま

りワインになじみのない年配の女性にも

良いお土産になります。また、ちょっと

ぜいたくな味わい方ですが、プレーンな

ヴァニラアイスクリームに数滴落として

召し上がるとおしゃれな味が楽しめます。

海産物にも和食にも

　食べ物との相性は、癖のなさから海産

物によく合い、特に生牡蠣（がき）との

相性は抜群といわれています。お刺し身

にも、コールドミートサラダのような軽

いもの、そして和食の出汁（だし）の味

によくなじみ、茶碗蒸し、おでんや鍋物

などにもよく合います。暑いときはそれ

なりに冷やして、寒いときはあまり冷や

さないで楽しめる白ワインの一つです。

海が好き !　ダイビングが好き！　ダイビングの楽しさをたくさんの人に伝えたい！

PADI プロフェッショナルコース
フローチャート

ダイブマスター

オープンウォーター・
スクーバ・インストラクター

マスター・スクーバ・
ダイバー・トレーナー

IDC スタッフ・
インストラクター

インストラクター試験（IE）

マスター・インストラクター

コース・ディレクター

EFR インストラクター

スペシャルティー・
インストラクター

▶

▶

インストラクター開発コース

アシスタント・インストラクター

OWSI プログラム

▼

▼

▼

▼

▼

▼

▼
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折
々
の
出
会
い

　
前
回
で
は
、
賀
川
豊
彦
先
生
、
岩

塚
富
次
郎
先
生
と
の
出
会
い
を
書
い

た
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
は
、
出
会
い

を
通
し
て
人
生
を
振
り
返
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
古
い
話
を
書
い
て
い

る
の
で
、
万
一
読
み
手
の
中
に
古
い

知
り
合
い
が
い
て
、「
私
の
こ
と
が

書
か
れ
て
な
い
よ
」
と
思
わ
れ
る
こ

と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
許
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　
母
の
家
を
出
た
の
が
７
月
末

だ
っ
た
と
思
う
。
８
月
い
っ
ぱ
い

テ
ン
ト
大
集
会
を
行
っ
て
、
９
月

に
「
飯
盛
野
（
い
い
も
り
の
）
伝

道
学
校
」
に
入
っ
た
と
い
う
わ
け

だ
。
学
校
と
い
っ
て
も
５
人
だ
け

の
塾
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
厳

し
い
も
の
だ
っ
た
。
塾
生
の
あ
と

の
４
人
は
全
て
年
上
だ
っ
た
。
さ

ま
ざ
ま
な
人
生
を
経
験
し
て
、
そ

こ
に
た
ど
り
着
い
た
よ
う
だ
っ
た
。

　
話
に
ス
ピ
ー
ド
を
与
え
よ
う
と

思
う
。「
飯
盛
野
伝
道
学
校
」
に
い

た
の
は
６
カ
月
間
だ
っ
た
。
よ
く

働
き
よ
く
学
ん
だ
と
自
分
と
し
て

は
思
っ
て
い
る
が
、
ど
う
だ
っ
た

の
だ
ろ
う
。
記
憶
し
て
い
る
の
は

「
ど
ん
ぶ
り
３
杯
男
」
と
名
付
け
ら

れ
た
こ
と
ぐ
ら
い
だ
。
よ
く
食
べ

た
ら
し
い
。
教
会
の
副
牧
師
に
大

川
先
生
も
い
た
。
一
緒
に
メ
サ
イ

ア
の
曲
を
、
数
名
で
蓄
音
器
を
囲

ん
で
聴
い
た
こ
と
を
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
当
時
か

ら
鼻
が
悪
か
っ
た
私
は
息
遣
い
が

荒
か
っ
た
。
み
ん
な
が
静
か
に
メ

サ
イ
ア
を
聴
い
て
い
る
と
「
誰
だ
、

い
び
き
を
か
い
て
い
る
の
は
」
と

大
川
先
生
に
言
わ
れ
た
の
が
忘
れ

ら
れ
な
い
。
ノ
ル
ト
ン
宣
教
師
と

岩
塚
牧
師
と
共
に
ジ
ー
プ
に
乗
っ

て
の
村
々
の
伝
道
活
動
経
験
は
、

い
つ
か
こ
の
よ
う
な
活
動
を
私
が

中
心
的
に
な
っ
て
す
る
の
だ
と
い

う
気
概
を
持
た
せ
た
も
の
だ
。

東
京
の
神
学
校
へ

　
東
京
都
南
多
摩
郡
に
あ
る
「
日

本
キ
リ
ス
ト
教
団
立
・
農
村
伝
道

神
学
校
」
に
入
学
で
き
た
の
は
、

５
人
の
塾
生
の
う
ち
私
だ
け
だ
っ

た
。
岩
塚
先
生
は
、
約
束
通
り

私
を
推
薦
枠
で
入
学
さ
せ
て
く
だ

さ
っ
た
。

　
東
京
は
中
央
線
の
日
野
と
い
う

駅
に
降
り
立
っ
た
。
今
で
い
う
Ｊ

Ｒ
日
野
駅
だ
。
立
川
を
過
ぎ
八
王

子
に
近
い
エ
リ
ア
だ
っ
た
。
駅
か

ら
坂
を
上
る
と
台
地
が
広
が
っ
て

い
る
。
広
大
な
武
蔵
野
平
野
で
あ

る
。
周
辺
は
、
富
士
山
の
爆
発
な

ど
の
降
灰
で
で
き
た
関
東
ロ
ー
ム

層
で
覆
わ
れ
て
い
た
。
あ
と
で
知
っ

た
こ
と
だ
が
、
新
撰
組
を
旗
揚
げ

し
た
近
藤
勇
や
土
方
歳
三
な
ど
は

こ
の
近
辺
の
出
身
者
だ
と
思
っ
て

い
る
。

　
関
東
ロ
ー
ム
層
は
、
き
め
の
細

か
な
土
壌
で
、
少
し
で
も
雨
が
降

れ
ば
滑
っ
て
足
を
と
ら
れ
て
し
ま

う
ほ
ど
だ
っ
た
。
初
め
て
見
た
広
々

と
し
た
景
観
の
中
を
進
む
と
、
農

村
伝
道
神
学
校
の
キ
ャ
ン
パ
ス
が

見
え
て
く
る
。
そ
れ
は
広
大
な
敷

地
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン
パ
ス
と
言
う

人
生
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
（
そ
の
４
）

中な
か
は
ら原

　
武た
け
し志

連
載

第
38
回

と
聞
こ
え
は
良
い
が
、
ほ
と
ん
ど

が
農
場
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
パ
ス
の

周
囲
を
並
木
が
囲
ん
で
い
て
美
し

い
風
景
で
あ
っ
た
。

　
学
校
に
は
、
神
学
部
と
保
育
部

が
あ
っ
た
。
神
学
部
は
全
員
が
男

性
で
保
育
部
は
全
員
が
女
性
だ
っ

た
。
武
蔵
野
の
ど
真
ん
中
に
存
在

し
て
、
周
囲
と
交
わ
る
こ
と
の
で

き
な
い
環
境
な
の
に
、
規
則
は
厳

し
か
っ
た
。
ラ
ジ
オ
さ
え
自
由
に

聴
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
当

時
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
ラ
ジ
オ
英
語
を
「
鉱

石
ラ
ジ
オ
」
で
聴
い
て
勉
強
し
て

い
た
も
の
だ
。
と
言
っ
て
も
「
鉱

石
ラ
ジ
オ
」
な
ど
知
ら
な
い
人
の

方
が
多
い
だ
ろ
う
と
思
う
。
キ
ッ

ト
を
買
っ
て
き
て
自
分
で
組
み
立

て
た
も
の
だ
っ
た
。

　
朝
６
時
起
床
、
午
前
７
時
か
ら

12
時
ま
で
は
授
業
、
午
後
１
時
か

ら
５
時
ま
で
は
農
作
業
と
い
う
仕

組
み
だ
っ
た
。
だ
か
ら
こ
そ
授
業

料
は
免
除
、
寮
費
も
免
除
だ
っ
た
。

授
業
料
と
寮
費
が
免
除
な
の
だ
か

ら
、
手
持
ち
の
金
の
な
い
私
で
も
、

そ
れ
ま
で
の
貯
蓄
を
使
え
ば
や
っ

て
い
け
る
と
思
っ
た
の
が
甘
か
っ

た
。
日
用
品
も
食
事
も
金
が
か
か

る
。
あ
っ
と
い
う
間
に
貯
蓄
は
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
あ
た

り
が
、
15
歳
か
ら
自
立
し
て
い
た

と
は
い
う
も
の
の
甘
い
と
こ
ろ

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

　
こ
の
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
は
多

か
っ
た
。
授
業
内
容
も
聖
書
を
読

む
た
め
の
英
語
、
ヘ
ブ
ラ
イ
語
か

ら
説
教
術
、
聖
書
学
な
ど
多
岐
に

わ
た
っ
た
。
生
徒
数
に
比
べ
て
オ

ル
ガ
ン
や
ピ
ア
ノ
が
少
な
く
、
早

朝
や
深
夜
な
ど
、
練
習
の
た
め
に

競
争
で
取
り
合
っ
た
。

真
理
を
曲
げ
ず
に
、
分
か
り
や

す
く
教
え
る

　
わ
ず
か
１
年
で
中
退
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
こ
の
学
校
で
学
ん

だ
こ
と
で
生
涯
役
立
っ
て
い
る
こ

と
が
あ
る
。「
真
理
は
曲
げ
て
教
え

て
は
い
け
な
い
。
し
か
し
、
分
か

る
よ
う
に
教
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
真
理
を
い
か
に
分
か
り
や
す

く
、
相
手
に
伝
え
る
こ
と
が
で
き

る
か
が
課
題
だ
」。
こ
の
教
え
は
、

そ
の
後
の
人
生
に
大
い
に
役
立
っ

た
。
難
し
い
内
容
を
、
分
か
り
や

す
く
伝
え
る
こ
と
こ
そ
、
私
の
役

割
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
れ
を
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
佐
伯
教

授
だ
っ
た
。

　
50
歳
の
時
に
、
高
校
を
創
設
し

た
が
、
そ
の
折
に
最
も
役
立
っ
た

の
が
こ
の
教
え
だ
っ
た
。
教
育
論

を
、
大
先
輩
の
教
育
者
相
手
に
戦

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
こ

の
教
え
の
お
か
げ
だ
っ
た
。
最
近

で
は
「
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
」
を
教
え
る

の
が
得
意
だ
。
全
く
の
素
人
に
、

分
か
り
や
す
く
話
し
、
そ
し
て
感

嘆
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、

専
門
家
よ
り
う
ま
い
か
も
し
れ
な

い
と
自
負
し
て
い
る
。

野
尻
湖
で
の
ア
ル
バ
イ
ト

　
こ
の
神
学
校
の
教
授
た
ち
の
名

前
の
多
く
は
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。
ス
ト
ー
ン
牧
師
は
、
前
年
の

洞
爺
丸
沈
没
の
時
に
多
く
の
人
々

を
助
け
た
こ
と
で
世
に
知
ら
れ
て

い
た
。
教
授
の
３
分
の
２
は
日
本

人
、
３
分
の
１
は
外
国
人
宣
教
師

だ
っ
た
。

　
入
学
し
た
夏
に
１
カ
月
間
、
宣

教
師
の
避
暑
地
で
あ
る
長
野
県
の

野
尻
湖
畔
に
あ
る
別
荘
で
ア
ル
バ

イ
ト
を
し
た
こ
と
が
あ
る
。
宣

教
師
の
名
は
マ
ッ
シ
ュ
ー
ズ
先
生

だ
っ
た
。
随
分
英
語
の
発
音
を
直

さ
れ
た
の
を
思
い
出
す
。
別
荘
の

草
む
し
り
と
、
湖
畔
に
あ
る
井
戸

か
ら
水
を
運
ぶ
こ
と
が
仕
事
だ
っ

た
。
あ
と
の
時
間
は
英
語
の
勉
強

な
ど
に
充
て
て
い
た
。
外
国
人
と

同
じ
家
に
住
ん
で
、
食
事
を
共
に

し
た
最
初
の
経
験
だ
っ
た
。
こ
の

時
の
サ
ラ
ダ
の
作
り
方
を
今
も
覚

え
て
い
る
。

　
当
時
の
野
尻
湖
畔
の
東
向
き
斜

面
は
、
宣
教
師
な
ど
ほ
と
ん
ど
外

国
人
ば
か
り
だ
っ
た
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
英
語
教
師
な
ど
の
別
荘
も
近
く

に
あ
っ
た
。
特
殊
な
環
境
だ
っ
た

と
思
う
。
美
し
い
景
観
に
恵
ま
れ

て
い
た
が
、
私
は
孤
独
だ
っ
た
。

夏
休
み
の
後
半
は
、
神
学
校
に
各

地
か
ら
キ
ャ
ン
プ
に
や
っ
て
来
る

若
者
の
世
話
係
だ
っ
た
。
キ
ャ
ン

プ
フ
ァ
イ
ア
の
指
導
な
ど
神
学
生

と
し
て
華
や
か
な
ひ
と
と
き
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
る
。
当
時
、
神
学

生
と
い
う
の
は
特
別
な
存
在
と
し

て
見
ら
れ
て
い
た
よ
う
に
思
う
。

隠お
き
の
し
ま

岐
島
で
の
正
月

　
先
輩
に
大
野
さ
ん
と
い
う
方
が

い
た
。
下
の
名
は
思
い
出
せ
な
い
。

彼
に
誘
わ
れ
て
、
正
月
を
彼
の
実

家
で
あ
る
隠
岐
島
で
過
ご
す
こ
と

と
な
っ
た
。
隠
岐
島
は
、
島
前
（
ど

う
ぜ
ん
）
と
島
後
（
ど
う
ご
）
に

分
か
れ
て
い
る
。
教
科
書
な
ど
の

小
さ
な
地
図
に
載
っ
て
い
る
の
は

島
後
の
方
で
、
島
前
の
島
々
は
、

も
う
少
し
日
本
列
島
寄
り
の
位
置

に
あ
る
。

　
私
は
、
東
京
か
ら
鈍
行
で
長
野

を
経
由
し
て
日
本
海
沿
い
に
西
に

向
か
い
鳥
取
で
下
車
し
、
冬
場
の

時
化
（
し
け
）
を
避
け
て
、
や
っ

と
４
日
目
に
連
絡
船
に
乗
る
こ
と

が
で
き
た
。
５
０
０
ト
ン
ほ
ど
の

連
絡
船
に
乗
る
と
、
あ
ち
こ
ち
に

た
く
さ
ん
の
ア
ル
マ
イ
ト
の
洗
面

器
が
置
か
れ
て
い
た
が
、
船
酔
い

に
備
え
て
の
も
の
だ
っ
た
。

　
私
が
滞
在
し
た
の
は
、「
中
ノ
島
」

の
海
士
（
あ
ま
）
町
だ
っ
た
。
後

鳥
羽
上
皇
が
流
さ
れ
た
島
で
あ
る
。

後
鳥
羽
天
皇
は
、
昨
年
の
大
河
ド

ラ
マ
「
平
清
盛
」
の
孫
に
当
た
る

幼
い
安
徳
天
皇
が
木
曽
義
仲
の
京

へ
の
攻
撃
が
激
化
す
る
中
で

西
国
へ
逃
げ
延
び
て
い
っ
た

後
、
後
白
河
法
皇
が
安
徳
帝

の
異
母
弟
で
あ
る
４
歳
の
尊

成
（
た
か
な
り
）
親
王
を
急

遽
（
き
ゅ
う
き
ょ
）、
後
鳥

羽
天
皇
と
定
め
た
経
緯
が
あ

る
。
日
本
の
歴
史
の
中
で
も

大
き
な
流
れ
が
変
わ
る
時
代

で
あ
っ
た
。
島
の
人
た
ち
の

後
鳥
羽
上
皇
へ
の
尊
敬
の
念

は
篤
（
あ
つ
）
か
っ
た
。

　
日
本
海
の
ど
真
ん
中
に
位

置
す
る
「
中
ノ
島
」
で
の
１

カ
月
間
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
収
穫
で
も
あ
っ
た
。
島

の
人
々
の
生
活
は
、
文
明
と

絶
え
ず
接
し
て
き
た
淡
路
島

の
そ
れ
と
は
全
く
違
っ
て
い
た
。

同
じ
島
と
い
っ
て
も
、
そ
の
違

い
に
驚
い
た
。
電
気
は
夜
に
な

ら
な
い
と
灯
（
と
も
）
ら
な
い

し
10
時
に
な
る
と
消
え
て
し
ま

う
。
あ
と
は
ラ
ン
プ
に
よ
る
生

活
だ
っ
た
。
人
々
は
素
朴
で
質

素
で
純
朴
だ
っ
た
。
姓
名
で

呼
ぶ
の
で
は
な
く
屋
号
で
呼
び

合
っ
て
い
た
。
夜
ご
と
、「
東
京

か
ら
来
た
学
生
さ
ん
」
と
い
う

こ
と
で
、
近
隣
の
若
者
が
提
灯

（
ち
ょ
う
ち
ん
）
を
ぶ
ら
下
げ
て

訪
ね
て
き
て
、
ラ
ン
プ
の
灯
（
あ

か
）
り
の
も
と
で
、
夜
を
明
か

し
て
話
し
合
っ
た
。
釣
れ
た
て

の
イ
カ
が
豊
富
だ
っ
た
。
毎
食

に
イ
カ
が
使
わ
れ
る
。
イ
カ
の

刺
し
身
は
う
ま
い
が
、
そ
れ
に

ゴ
マ
が
た
っ
ぷ
り
と
振
り
か
け

ら
れ
て
い
て
食
感
に
戸
惑
っ
た
。

こ
の
島
で
は
ゴ
マ
を
多
用
し
て

い
た
が
、
長
寿
に
も
つ
な
が
っ

て
い
た
よ
う
に
思
う
。

　
こ
の
島
で
の
生
活
を
、
事
細

か
に
書
け
ば
切
り
が
な
い
。
約

１
カ
月
の
島
で
の
生
活
を
終
え

て
、
今
度
は
鳥
取
か
ら
西
へ
、

そ
し
て
山
口
県
か
ら
再
び
東
京

ま
で
を
鈍
行
を
乗
り
継
い
で
旅

を
し
た
。
日
本
列
島
約
半
周
の

鈍
行
の
旅
は
、
私
に
と
っ
て
大

き
な
財
産
と
な
っ
た
。
日
本
を

知
る
に
は
、
鈍
行
の
旅
が
一
番

で
あ
る
。
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元・天王寺動物園長　中
なかがわ

川 哲
て つ お

男

Part 83　「猿回し（猿曳
ひ

き）とサル」

古くから続く民俗芸能

　２年前の正月に初詣に出かけた大阪・

住吉大社の境内で珍しく猿回しの実演を

見ました。「飛龍」の名の入った法被を着

た若い調教師と３歳ぐらいの若いニホン

ザルが跳躍、輪抜け、竹馬乗り、擬人化

した寸劇などを演じていました。大勢の

観客が何重にも輪になって観覧しており、

良い演技に笑顔が絶えませんでした。

　最近は TV で猿回しを見る機会は減りま

したが、十数年以上前でしたか、猿回し

の太郎・次郎が脚光を浴び、それとよく

似た「日光猿軍団」も TV で頻繁に取り上

げられていた華々しい時代がありました。

　猿回しは江戸時代以前の古い時代から

続く民俗芸能ですが、戦後、一時廃れて

しまったのを山口県光市の村崎義正氏に

よって近代的な調教法が確立され「周防

（すおう）猿まわしの会」として猿回しが

復活しました。

猿は馬や厩
うまや

の守護神

　さて、もともと猿回しといわれる猿曳

きはその昔、公家や武士の馬の無病息災

を願う厩の悪魔払いの「厩祓（ばら）い・

厩舎（きゅうしゃ）祭」として馬や厩の

守護神である猿が御幣（ごへい）を持っ

て祓い清めたことが始まりで、滑稽な猿

回しの芸はお祓いの余興として演じられ

ていたものでした。

　猿曳きは平安時代から鎌倉 ､ 室町時代

と自由に往来を行き来できる芸能人でし

たが、江戸時代に入って士農工商の身分

制度がしかれ、下層階級の身分と縄張り

が固定されると猿曳きの職業が世襲され、

自由に転業もできなくなりました。江戸

では 12 軒の猿曳きに免許が交付され、正

月６日、５月、９月には江戸城に登城して、

将軍の前でお祓いだけでなく猿舞までも

披露できる機会が与えられました。猿曳

きの元締の扶持（ふち）は旗本よりも高

く厚遇されていました。また、京の朝廷

には紀州の猿曳きが参内したとあります。

（厩祓いの様子は室町時代の「厩馬図」（京

都・本圀寺［ほんこくじ］蔵）や「石山

寺縁起絵巻」にうかがえます）平安時代

以来、武士社会や公家たちでは良い馬を

持つことがステータスで財産でもありま

したので、人命より高い馬の命を加護す

るために大名たちもこぞって「厩祓い・

厩舎祭」を行い、猿曳きを優遇しました。

　また、折々の厩祓いの祈祷（きとう）

を受けることなく、厩に守護神の猿を飼

うところも現れてきました。

　これとは別に東北地方を中心に馬や牛

を飼っていた農家では、門付けの猿の厩

祓いが来なくなったり、猿のいない地方

では猿の頭骨を入手して、これを厩に祀

（まつ）ったり、吊（つ）るしたりして、

厩祓いの代わりとして牛馬の無病息災、

家内安全、五穀豊穣（ほうじょう）、火の

用心を祈願する方法がとられました。し

かし、農業、林業も機械化が進んで今で

は馬や牛を飼う農家がなくなり、この風

習は絶えてしまっています。

　厩祓いは明治維新後、幕藩体制が解体

し、武士の庇護（ひご）を受けなくなる

と猿曳きの身分と生活は苦しくなり、猿

回しの芸は衰退していきました。

サルとヒトの違い

　ところでサルは知能が高く、賢く、人

の生活圏の身近にいることから、洋の東

西を問わず昔から擬人化して人にたとえ

られたり、また、人から揶揄（やゆ）さ

れたりして伝説やおとぎ話の主人公に取

り上げられてきました。

　サルとヒトを隔てるのにヒトは二足で

歩行し、家族を形成し、言語、文化を持ち、

生産、備蓄、分配の能力を持ち、火をお

こし、道具を作り、道具を使い、分業と

協調ができる動物と定義しています。二

足歩行と文化の面に着目して動物園でニ

ホンザルやチンパンジー、ゴリラを見て

いると好物の果物、木の実を与えると口

に含める以上のものは両手に持ち、おの

ずと二足歩行をします。水泳やアリ釣り

（蟻塚［ありづか］に見立て内部にジュー

スや蜂蜜を備え、枝で舐［な］め取る装置）

では若者が習得し、若い者にこの行動を

文化として伝えています。先人は野生の

ニホンザルのしぐさからサルを調教すれ

ば人並みに歩けるのではないかと考え、

猿回しが興ったのではないかと考えます。

歩行までに３カ月以上

　周防猿まわしの会の村崎氏によれば、

小猿の初期の調教では太鼓バチを両手に

持たせ直立を強制することから始め、太

鼓バチを両肩に担ぐ姿勢から歩行に移り

ます。調教中は背中を何度もさすり姿勢

の矯正を図り、歩行し始めると１日に何

キロメートルも歩かせ、ヒトと同じよう

なきれいな歩行姿勢をつくっていきます。

歩行までに３カ月以上。輪抜け、宙返り、

正座までに６カ月。これでどうやら猿回

しの基本ができ、子守、安来節のどじょ

うすくい、チャンバラなどを教えて完成

に近づけます。

　猿回しの芸能は日本のほか、インド、

中国ではアカゲザルを使ったもの、南米

ではオマキザルを使ったもの、ヨーロッ

＊「ふしぎな動物」にご意見、ご質問が

ある方は JA NEWS までお寄せください。

パではバーバリエイプを使ったもの、古

代エジプトではヒヒを使ったものなどの

報告があります。

チンパンジーの曲芸へ

　日本の動物園のルーツは「見世物 ｣ に

あると私は考えます。明治に衰退してい

た猿回しの芸は、昭和に入って天王寺動

物園をはじめ、阪神パーク、京都市紀念

動物園、神戸市立諏訪山動物園、宝塚動

植物園など関西の動物園のチンパンジー

の曲芸に引き継がれたようで、特に昭和

10 年前後の天王寺動物園のチンパンジー

のスーパースター「リタ嬢」の曲芸の集

客力は関西のみならず中京、関東の動物

園にも影響を与えました。

　このようにサルや動物を使った祈祷、

厄払い、狩猟、漁労、曲芸の話は民俗学

や民族動物学の書籍に詳しく、読んでみ

ると結構楽しいものです。
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Daily calendar
SHINNIPPON CALENDAR CO., LTD.

35mm single-lens re� ex camera: Nikon FM10
NIKON CORPORATION

Motorcycle: SR400
YAMAHA MOTOR CO., LTD

Chocolate: Marble
Meiji Co., Ltd.

MagMag: Training cup system
PIGEON CORPORATION

PiT: Adhesive stick 
TOMBOW PENCIL Co., Ltd.

Silent Guitar SLG-100N Series
Yamaha Corporation 

Binoculars: Nikon Premier EII
NIKON VISION CO., LTD

Shinnippon has been producing daily calendars 
since its establishment in 1922. Although most 
of its orders are for calendars with a particular 
business’s name printed at the bottom, it is now 
receiving more and more requests from private 
individuals with fond memories of such products. 
Kids love fl icking through them, too. In fact, 
these long-standing items are now starting to 
look new and exciting again! They certainly give 
you a fresh start, each and every day of the year.

This manual focus single-lens refl ex 
camera is equipped with simple, 
reliable basic functionality, allowing the 
photographer to capture his or her own 
photographic expression by choosing 
aperture, focus and shutter speed before 
snapping away. In this day and age 
of digital photography, this camera 
continues to captivate with the kind 
of analogue shots only possible using 
35mm fi lm.

Ever since its inception 
in 1978, this product has 
represented a continuing quest 
for the ultimate lightweight, 
slim and compact motorcycle. 
With its exceedingly simple 
air-cooled, 4-stroke, SOHC, 
2-bulb engine, its swathe 
of dazzling chrome-plated 
parts, its carefully-made steel 
fender and its teardrop tank, 
the SR400 has established the 
standard in motorcycle style.

Chocolate: Pocky
EZAKI GLICO CO. LTD.

This famous chocolate 
treat was launched in 
1966. Developers had been 
perplexed by the problem 
of how to hold the snack 
until they came up with the 
current, then-revolutionary, 
solution: to use a non-
chocolate-coated section. 
Around 15 variations on the 
classic Pocky Chocolate are 
now available.

The joy of eating these sugar-coated chocolates is as much in their 
seven playful colours as in their crisp texture. What’s more: even in 
summer, they don’t melt in the hand. Marble was launched in 1961 
with the catchphrase ‘7 shades of chocolate’, and immediately rose to 
popularity through the inclusion of bonus stickers. In 2011, to celebrate 
the product’s 50th anniversary, a limited-edition version was released, 
including Astro-Boy reprint stickers.

This cup ‘system’ that eases children into being 
able to drink by themselves has now been on 
the market for over 30 years. The drinking 
mechanism changes incrementally along with 
the child’s development, from a nipple like that 
used in baby bottles, through a spout, a cup and 
then a straw. As a result, this single cup can 
be used from 2 or 3 months of age all the way 
through until 4 or 5 years.

Launched in 1971, PiT was the fi rst glue stick 
produced in Japan. Its lipstick-type mechanism 
makes the glue easy to wind out and adjust, and 
enables you to work without getting your hands 
dirty, as well as precisely apply glue to the fi nest of 
areas. The simple 
form and function 
have ensured this 
design’s success 
over the past 40 
years. 

This was the fi rst silent guitar ever 
produced. Its silence is due to its lack of 
resonating body, which enables its user 
to, through headphones, enjoy playing 
without bothering those around him or 
her, regardless of time of day or place. 
The fusion of guitar-making knowhow 
and digital technology achieves ultra-
natural playability and sound quality.

Forty years after they were launched, and 
through numerous model changes, 
these binoculars continue to 
be acclaimed as the standard, 
whether for bird-watching, 
outdoor activities or sports 
spectating. Providing a bright, 
clear fi eld of vision over a wide 
range, their lightweight magnesium 
alloy body and stress-reducing design 
allow for more comfortable observation.

Suntory whisky
Suntory Liquors Limited

Enjoyed by many for 
over 70 years, Suntory 
is representative of 
Japanese whisky. It 
was conceived 
as the result of 
Suntory founder 
Shinjirō Torii’s 
desire to produce 
a whisky made in 
Japan and suited 
to Japanese tastes. 
The bottle design 
incorporates 
the tortoiseshell 
device, an 
auspicious pattern 
dearly familiar to 
Japanese people.
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Japan’s Good Design Awards are 
presented annually to items or 
projects that excel from a design 

aspect, with the object of unearthing 
exceptional designs and commending 
them to society as a whole. Eligibility is 
not limited to industrial items; awards 
are also regularly received by business 
models and event planning, for example. 
For more than half a century now, the 
scheme has been raising consumer 
awareness through the use of the red 

G-mark symbol bestowed upon winning 
designs. 
In this month’s edition of JA NEWS, we 
feature the 17 entries that received this 
year’s Long Life Design Awards. The 
object of these awards is to remind wider 
society of the importance of taking care 
in producing things, through recognising 
anew those products that received a 
Good Design Award 10 years ago or 
more, remain available, and have been 
fi rmly accepted by consumers.

Hakkin pocket warmer: Peacock pocket warmer
HAKKIN WARMERS CO.,LTD

Aluminium kid cup
Kyouei ware industry

Scotch-BriteTM antibacterial urethane scrub sponge
3M Japan Group Sumitomo 3M Limited

Tsubamenote notebook
Tsubamenote

Odate mage-wappa lunchbox (S/L)
Kurikyu Ltd.

PROMASTER Eco-Drive ISO/JIS 200m diver's watch
CITIZEN WATCH CO., LTD.

This environmentally-friendly, safe, clean, hi-tech pocket 
warmer (kairo) makes use of the heat released by the 
oxidation process by which petroleum ether (a hydrocarbon) 
decomposes into carbon dioxide and water through platinum 
catalysis. Being carried by the user, its materials and shape 
are necessarily snug and user-friendly, as well as safe for the 
user and for the environment. This product’s design is not 
bound by time: it has passed from generation to generation, 
now being used by the grandchildren of those who fi rst 
warmed their hands with it so long ago.  

This aluminium cup was conceived 
in around 1950 for use in school 
lunches and in kindergartens. Its 
outstanding features are that it 
is lightweight, rust-resistant and 
safe, being shatterproof. There is 
also a real charm in its rounded, 
aesthetically-pleasing form. It can 
be used for hiking if attached to 
a backpack with a karabiner, and 
is even fi nding a home in interior 
design, as a plant pot or other 
receptacle.

First appearing on the scene in 1966, this 
design, combining a simple, squared form 
with a yellow sponge and green non-woven 
fabric, is now the standard for scrub sponges. 
The non-woven surface is coated with a 
scouring grain for easy removal of burnt-
on matter and other grime, while the sponge 
surface uses urethane sponge that is easy 
to grip and clean, and is springy and foam-
friendly.

In the 
devastation 
of the post-
war period, the 
quality of note 
paper in Japan 
was exceedingly 
poor. This led 
Hatsusaburō 
Watanabe 
to resolve to 
come up with 
a notebook 

not only for the purposes of Japan’s own 
culture, but that could be used across the 
globe. His creation was the product of time 
and diligence, and the sturdy, dignifi ed cover 
design has never changed since. Its paper 
is easy to write on and is easy on the eyes, 
being completely free of fl uorescent dyes.

Made from Akita cedar, this ‘mage-wappa’ 
(rounded wooden) bentō box is a manifestation 
of a traditional handicraft. Being made for 
use outside the home, of course, its exterior 
is treated with a fi nish. However, its interior 
surfaces are untreated, allowing it to ‘breathe’ 
the moisture from the rice usually held within, 
and prevent spoilage. It can be used for many 
years if maintained simply by washing it in 
hot water after use, wiping it down, and then 
leaving it exposed to dry. The antibacterial 
properties of cedar also help keep food safe and tasty. This product’s design makes full use of 
materials perfectly suited to Japan’s food culture and climate.

Being solar-powered, and able to draw 
charge and continue operation on the 
slightest fl uorescent illumination, this 
watch avoids that bugbear of divers: 
the need to change batteries. Its edge-
free shape gives it a snug feel on the 
wrist, and its high visibility enables its 
user to tell the time instantaneously. 
Against the modern tendency to throw 
away used items, this watch stands out 
as carefully combining continuous usage 
functionality with top design.Source: Japan Institute of Design Promotion

http://www.g-mark.org/?locale=en 

LONG LIFE DESIGN AWARDS

Chewing gum: 
Green gum / cool mint / 
mint blue
LOTTE CO., LTD.

Chewing these 3 gums is like being 
brushed by an arctic breeze, giving a fresh, 
bracing fl avour and a comforting sensation. 
They are suited to ‘volume chewing’: a 
single piece provides extended, satisfying 
mastication. The package designs feature 5 
slyly varying images.
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Onomichi and Shikoku Island
Experiencing roots of Japan Part 3
Lise Saxton

T h e r e  a r e  m a n y  o p p o r t u n i t i e s  t o 
experience fun and thrills when visiting this 
area of Japan. Visitors are encouraged 
to cycle around the islands of the Inland 
Sea to soak up all there is to offer whilst 

keeping fit. The stunning island of Shikoku 
is home of the crystal waters of the Yoshino 
river. White water rafting is popular on the 
river and this experience should be on 
everyone’s bucket list.

Shimanami Kaido Route
Beginning in Onomichi is a purpose 
built cycle route that takes travelers to 
Shikoku Island while crossing the Inland 
Sea. The Shimanami Kaido consists of 
six islands and nine bridges connecting 
Hiroshima Prefecture and Ehime 
Prefecture. The route was built with 
cyclists in mind as an easy and fun way 
to explore the islands. The route spans 
70 kilometres from Onomichi to Imabari 
City. 

The stunning suspension bridges crossed 
along the way accommodate cyclists 
with separate lanes. The track is easy 
to follow with a thick blue line on the 
road assuring visitors do not get lost. 
Cycling this path is the perfect way to 
explore the islands and take in all on 
offer in this stunning area. Locals are 
accommodating with motorists always 
giving cyclists right of way.

The route winds through coastal villages, 
over mountains and past beautiful 
beaches. There are many things to see 
along the way and route can be covered 
comfortably in two days longer, to really 
soak up the scenery. Popular places 
to stop include the temples, ice-cream 
shops, and roadside fruit stalls. All with 
racks to leave your bikes as you explore 
each destination.

There are numerous cycling terminals 
along the route from which to collect or 
drop off bicycles. There are many types 
of bikes to hire with sports bikes being 
most popular to complete the route, 
maybe you can try out a tandem bike for 
some extra adventure. They have gone 
to great detail to ensure this cycle route 
is user friendly and easily accessible for 
visitors and locals. 

Hot Spring Baths
What better way to relieve those tired muscles 
after a long ride, than with a relaxing soak in a hot 
bath. Most hotels in the region include communal 
hot spring baths to relax and bath in at the end 
of the day. Once you get over the initial fear of 
stripping off in front of strangers, the experience 
is well worth it. 

Staying at Ryokan Tsutsui is highly 
recommended. The hotel contains traditional 
Japanese-style rooms and the lemon bath is to die 
for. It is perfectly located, roughly in the centre 
of the cycle route.The hot bath is not only in the 
shape of a lemon, it is also filled with fresh cut 
lemons leaving a delicious citrus smell in the air. 
The relaxing feeling while soaking in the lemon 
water is perfect at the end of a day cycling.

Rafting
Travel up the mountains of Shikoku Island 
and take in the scenery before arriving at 
Oboke Gorge. The Yoshino River lies at the 
base of Oboke Valley and houses the West-
West River Station. In autumn visitors can 
discover the changing colours of the trees 
along the gorge as the brilliant reds and 
yellows transform the mountains to artwork.

White water rafting along the Yoshino 
River is a thrilling ride. Led by a seasoned 
professional, you can be assured you are in 
good hands. Reiko Nakata is very familiar 
with the river, it is a place she knows 
well. She can be found training here each 
morning. Reiko is a member of Japan’s 
Women’s World Rafting Team, The River 
Face. Japan’s team has had great success in 
their events with a first in Holland in 2010 
and they hope to make it another first in 
New Zealand in 2013.

Reiko leads the eight person raft down 
the river with precision and charisma. The 
spectacular scenery more breathtaking from 
this point of view. The river’s waters sparkle 
like diamonds and is fresh enough to drink. 
Jumping in the water half way through is 
invigorating and worth a go. The ride is 
rough enough to enjoy a thrill, but gentle 
enough that exiting the boat while crossing a 
rapid, is a hard task. This adventure is not to 
be missed while visiting Shikoku, and don’t 
forget to stop in for Tokushima Ramen on 
the way out!

They call this area of Japan, The ‘active 
traveler’s paradise’, and it is not hard to 
see why. They have made the most of what 
nature has to offer here and are making sure 
it is accessible for everyone. Cycling over 
the Inland sea and rafting along Yoshino 
river, are an adventure worth traveling for.

❖More information❖
http://www.tourismshikoku.org

www.pref.tokushima.jp/
http://www.west-west.com

http://www.go-shimanami.jp/
http://www.tsutsui.yad.jp/

Cooperation: Organization for Promotion of Tourism in Shikoku

Adventure

Rafting on the picturesque Yoshino River

Stunning suspension bridge over the Inland Sea

Park bicycles while exploring Kosanji Temple

Gorgeous autumn red of Japanese Maple
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ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
る
前
は
何
を
？

　
大
学
で
は
国
際
文
化
学
を
専
攻
し
ま
し
た
。

卒
業
後
の
就
職
は
語
学
や
接
客
業
に
興
味
が
あ

り
、
留
学
経
験
も
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
を
生

か
せ
る
ホ
テ
ル
や
航
空
業
界
に
絞
り
、
東
京
の

ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
に
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

　
外
国
人
の
お
客
さ
ま
も
多
く
、
英
語
を
使
う

機
会
は
多
か
っ
た
で
す
ね
。
で
も
使
う
内
容
の

範
囲
が
狭
い
の
と
、
自
分
の
英
語
力
で
は
ネ
イ

テ
ィ
ブ
の
方
の
話
す
ス
ピ
ー
ド
に
つ
い
て
い
け

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
う
い
う
こ
と
も
海
外
へ
出

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
入
社
し
て
客
室
担
当
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
１

年
ほ
ど
経
験
し
た
後
に
ベ
ル
ス
タ
ッ
フ
、
そ
し

て
フ
ロ
ン
ト
業
務
に
。
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
で
は

５
年
ほ
ど
働
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
へ
来
よ
う
と
思
っ
た

き
っ
か
け
は
？

　
趣
味
で
ス
キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
て
い

た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
知
り
合
っ
た
友
人
３
人

と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
ビ
ザ
で
来
豪
し
ま
し

た
。
３
人
と
も
同
い
年
で
、
都
内
で
働
い
て
い

ま
し
た
。
そ
の
一
人
が
学
生
の
頃
か
ら
ワ
ー
キ

第 55回

浅あ

さ

の野 

淳
じ

ゅ

ん

こ子 

さ
ん

日
本
で
の
経
験
を
生
か
し
、

誰
に
も
負
け
な
い
サ
ー
ビ
ス
を
。

　
１
月
号
で
お
話
を
伺
っ
た
原
田
宜
明
（
は
ら
だ
・
た
か
あ
き
）
さ
ん
か
ら
バ

ト
ン
を
受
け
取
っ
た
の
は
、
ノ
ー
ス
ブ
リ
ッ
ジ
に
あ
る
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン

「
Ｍ
Ｃ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
」
で
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
く
浅
野
淳
子
さ
ん
。
東
京

の
有
名
ホ
テ
ル
で
接
客
の
経
験
を
積
み
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
美
容
の
仕
事
に

携
わ
る
ま
で
の
道
程
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
の
こ
と
な
ど
を
伺
っ
て
み
た
。

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
に
興
味
が
あ
っ
て
、
社
会
人
に

な
っ
て
も
そ
の
思
い
を
捨
て
切
れ
ず
一
緒
に
と

誘
わ
れ
た
ん
で
す
。

　
最
初
は
自
分
が
会
社
を
辞
め
て
行
く
な
ん
て

考
え
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。
や
り
た
い
仕
事

に
就
い
て
い
ま
す
し
、
そ
の
ま
ま
続
け
て
い
こ

う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
。
そ
の
友
人
に
１

年
以
上
か
け
て
口
説
か
れ
て
、
最
後
の
最
後
、

も
う
こ
れ
で
断
っ
た
ら
彼
女
も
諦
め
る
と
い
う

時
に
、
真
剣
に
考
え
て
み
た
ん
で
す
。
人
生
は

一
度
し
か
な
い
し
、
行
っ
て
み
て
も
よ
い
か
な

と
思
っ
た
の
が
最
初
で
し
た
。

　
決
め
て
か
ら
も
仕
事
を
辞
め
る
ま
で
１
年
ぐ

ら
い
か
か
り
ま
し
た
。
仕
事
の
整
理
や
引
き
継

ぎ
も
あ
る
し
、
時
間
を
無
駄
に
は
し
た
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
ら
。
こ
ち
ら
に
来
る
ま
で
に

計
画
も
し
っ
か
り
立
て
ま
し
た
。

　オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
を
選
ん
だ
理
由
は
？
　

　
英
語
圏
で
あ
る
こ
と
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ

デ
ー
制
度
が
あ
る
こ
と
。
大
学
の
時
に
イ
ギ
リ

ス
へ
留
学
し
た
こ
と
が
あ
り
、
最
初
は
イ
ギ
リ

ス
も
考
え
た
の
で
す
が
、
行
け
る
人
数
や
時
期

に
制
限
が
あ
っ
て
、
実
現
が
１
年
先
と
時
間
が

か
か
る
の
に
比
べ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
来
や

す
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
大
都
市
や
ト
ロ
ピ
カ
ル
な
場
所
も
考
え
ま
し
た

が
、
３
人
と
も
都
内
に
住
ん
で
い
た
の
で
ち
ょ
っ

と
田
舎
暮
ら
し
も
し
て
み
た
い
し
、「
世
界
一
美

し
い
街
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
パ
ー
ス
に
。

　
当
初
の
予
定
で
は
パ
ー
ス
で
の
滞
在
は
６
カ

月
。
半
年
し
た
ら
、
ラ
ウ
ン
ド
も
し
た
か
っ
た

の
で
、
２
〜
３
の
都
市
を
２
カ
月
ず
つ
経
験
し

て
日
本
に
帰
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も

結
局
パ
ー
ス
に
住
ん
で
５
年
に
な
り
ま
す
。
友

人
２
人
は
予
定
通
り
１
年
後
に
帰
国
し
ま
し
た
。

　ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
生
活
は
い
か
が
で

し
た
か
。
　

　
私
は
特
に
仕
事
を
し
よ
う
と
は
考
え
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
ね
。
本
当
に
今
し
か
で
き
な
い
こ

と
を
や
ろ
う
と
。
日
本
は
な
か
な
か
ゆ
っ
く
り

と
休
み
が
取
れ
な
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
だ
か

ら
ホ
リ
デ
ー
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、
旅
行
を
し

た
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
を
し
た
り
、
最
初
は
ブ
ル
ー

ム
ま
で
西
海
岸
を
北
上
し
た
り
、
南
の
ほ
う
も

行
き
ま
し
た
ね
。

　
そ
の
間
、
Ｔ
Ｅ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
と
い
う
英
語
教
授
法

を
学
ぶ
コ
ー
ス
も
取
り
ま
し
た
。
日
本
で
は
教

員
免
許
を
持
っ
て
い
た
の
で
、
も
と
も
と
教
育

に
も
興
味
が
あ
り
ま
し
た
し
、
英
語
を
学
ぶ
の

な
ら
ば
何
か
を
身
に
付
け
よ
う
と
「
英
語
を
教

え
る
」
資
格
を
取
ろ
う
と
思
い
ま
し
た
。

　
も
と
も
と
パ
ー
ス
は
６
カ
月
の
予
定
だ
っ
た

の
で
す
が
、
滞
在
を
延
ば
し
、
シ
テ
ィ
ー
の
ア
ー

ケ
ー
ド
の
中
に
あ
る
ミ
ス
モ
ウ
ド
で

働
き
始
め
ま
し
た
。
そ
れ
が
ワ
ー
キ

ン
グ
ホ
リ
デ
ー
後
半
の
６
カ
月
。
そ

れ
か
ら
学
生
ビ
ザ
に
切
り
替
え
て
か

ら
も
働
い
て
い
ま
し
た
ね
。

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
の
後
は
、

学
生
ビ
ザ
で
？

　
は
い
。
学
生
ビ
ザ
で
何
を
勉
強
す

る
か
考
え
た
結
果
、
以
前
か
ら
興
味

が
あ
っ
た
エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
関
係
を

学
ぶ
こ
と
を
決
め
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
オ
ブ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー

セ
ラ
ピ
ー
と
い
う
学
校
の
デ
ィ
プ
ロ

マ
コ
ー
ス
に
１
年
間
通
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
デ
ィ
プ
ロ
マ

を
取
る
と
、
国
際
資
格
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ

Ｃ
Ｏ
の
受
験
資
格
が
得
ら
れ
る
の
で

す
が
、
そ
の
学
校
は
卒
業
見
込
み
の

状
態
で
受
験
し
て
取
得
す
る
こ
と
が

で
き
、
ト
ッ
プ
Ｃ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
と
し
て
首
席
で
卒
業
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
卒
業
後
、
今
働
い
て
い
る
サ
ロ
ン
、

Ｍ
Ｃ 

Ｂ
ｅ
ａ
ｕ
ｔ
ｙ
に
採
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

コ
ー
ス
で
学
ん
だ
内
容
が
今
の
仕
事
に
生

か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
？

　
職
場
で
は
学
校
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
た

く
さ
ん
学
ば
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
授

業
の
内
容
だ
け
で
は
、
実
際
に
お
客
さ
ま
と
接
す

る
際
に
は
足
り
な
い
部
分
が
出
て
き
ま
す
。

　
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
来
て
、
一
か
ら
勉
強
し

て
セ
ラ
ピ
ス
ト
に
な
っ
た
の
で
、
日
本
で
の
経

験
が
あ
る
ス
タ
ッ
フ
か
ら
学
ぶ
こ
と
や
直
さ
れ

る
こ
と
も
多
い
で
す
ね
。

　
最
初
の
１
年
は
と
に
か
く
学
ぶ
こ
と
だ
ら
け
。

数
カ
月
間
は
も
ち
ろ
ん
お
客
さ
ま
に
つ
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
し
、
勉
強
と
練
習
の
日
々
で
し

た
。
そ
し
て
徐
々
に
担
当
で
き
る
ト

リ
ー
ト
メ
ン
ト
が
増
え
て
き
て
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は
？

　
い
か
に
時
間
を
う
ま
く
使
う
か
と

い
う
こ
と
で
す
ね
。
同
じ
時
間
の
中

ど
れ
だ
け
自
分
の
仕
事
を
こ
な
し
て

い
け
る
か
、
円
滑
に
進
め
て
い
け
る

か
が
一
番
の
課
題
で
す
。
お
客
さ
ま

を
待
た
せ
る
こ
と
な
く
ト
リ
ー
ト
メ

ン
ト
を
進
め
て
い
く
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
そ
の
上
で
効
率
的
に
仕

事
を
こ
な
し
、
い
か
に
お
客
さ
ま
に

ビューティースクールの卒業パーティーで恩師と

ホテルオークラ勤務時代に同僚と（右）

ミスモウド勤務時代に年間売り上げ店舗 No.1 を表彰された時のパーティーで
（後列右から３番目）

MC Beauty の同僚たちと（右から２番目）

満
足
し
て
い
た
だ
け
る
か
が
最
大
の
課
題
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ど
の
よ
う
な
時
に
仕
事
の
や
り
が
い
を
感

じ
ま
す
か
。

　
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
し
て
、
お
客
さ
ま
が
き

れ
い
に
な
っ
て
い
く
の
を
目
に
す
る
と
、
や
は

り
う
れ
し
い
で
す
ね
。
結
果
が
は
っ
き
り
と
現

れ
て
き
ま
す
か
ら
。

　
今
は
フ
ェ
イ
シ
ャ
ル
や
ア
イ
ラ
ッ
シ
ュ
・
エ

ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
細
か
い
も
の
を
得
意
と

し
て
い
ま
す
。
最
初
は
何
が
得
意
か
も
分
か
ら

な
か
っ
た
の
で
オ
ー
ル
ラ
ウ
ン
ド
で
や
っ
て
い

た
の
で
す
が
、
最
近
は
そ
の
得
意
分
野
で
お
客

さ
ま
か
ら
の
指
名
を
い
た
だ
け
、
そ
れ
が
や
り

が
い
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
お
客
さ
ま
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
は
特
に
気
を
使

い
ま
す
。
も
と
も
と
サ
ー
ビ
ス
業
に
携
わ
っ
て

い
ま
し
た
か
ら
、
余
計
に
誰
に
も
負
け
な
い
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標
は
？

　
技
術
職
で
す
か
ら
一
生
懸
命
働
か
せ
て
も

ら
っ
て
、
た
く
さ
ん
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
、
技

術
を
衰
え
さ
せ
な
い
こ
と
。
お
店
で
は
マ
ネ

ジ
ャ
ー
と
し
て
、
運
営
に
も
関
わ
ら
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
、
そ
う
い
っ
た
面
で
も
学
ぶ
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　
ど
れ
だ
け
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
お

店
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
す
る
こ
と
が
現
在
の

目
標
で
す
。

で
は
次
の
方
を
ご
紹
介
く
だ
さ
い
。

　
本
多
和
恵
（
ほ
ん
だ
・
か
ず
え
）
さ
ん
を
紹

介
し
ま
す
。
同
じ
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
学
校
を
卒
業

し
、
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
い

て
い
ま
し
た
が
、
皮
膚
学
を
学
び
、
今
は
ダ
ー

マ
ル
セ
ラ
ピ
ス
ト
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。
興

味
深
い
お
話
が
聞
け
る
と
思
い
ま
す
よ
。
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料金：＄99 〜＄199

チケット：Ticketek

■ Secret Bridesmaids' Business

２月１日（金）〜 16 日（土）午後８時（10

日は午後２時）

Old Mill Theatre：Mends St, South Perth

ホテルの一室を舞台にしたコメディー劇「花

嫁付き添い人の秘密」。結婚式前夜、花婿の

秘密を知ってしまったブライズメイドたちは、

真実を告げるべきかどうかで言い争う。花嫁

の母親や花婿を巻き込んで繰り広げられる大

騒動の結末は？

料金：大人＄25、コンセッション＄20

チケット：（08）9367-8719、または

oldmilltheatre@iinet.net.au

■ The Late Edwina Black

２月７日（木）〜 23 日（土）午後８時

Limelight Theatre：Civic Dr, Wanneroo

エドウィナ・ブラック夫人の死に疑問を持っ

た刑事は、葬式の前日に夫グレゴリーと友人

エリザベス、家政婦のエレンを尋問。愛、裏

切り、復讐、殺人、陰謀が絡み合ったミステ

リー劇。

料金：大人＄20、コンセッション＄17

チ ケ ッ ト：（08）9571-8591、 ま た は www.

limelighttheatre.com

■ The Threepenny Opera

２月８日（金）〜 11 日（月）午後７時 30 分

His Majesty's Theatre：825 Hay St, Perth

ベルトルト・ブレヒト作、クルト・ワイル作

曲の音楽劇「三文オペラ」。舞台はロンドンの

貧民街。ギャングの親分マック・ザ・ナイフは、

少女ポリーを誘惑したことから、その父親で

ある乞食（こじき）の総元締を敵にまわす。

料金：＄25 〜＄154.50

チケット：Ticketek

■ Clouds

２月 14 日（木）＆ 15 日（金）午後７時 30 分、

16 日（土）＆ 17 日（日）午後１時 30 分

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

刺激的で陽気なダンスステージが、観客をシュ

ルレアリスムの画家ルネ・マグリットの世界

に引き込んでいく。ダンサーの魅力的なステッ

プ、予期せぬ演出、芸術的な舞台設定で観客

を魅了する。

料金：＄25 〜＄59

チケット：Ticketek

■ Shiva Shakti

２月 25 日（月）〜 28 日（木）午後７時 30 分

Regal Theatre：474 Hay St, Subiaco

マーシャルアーツやヨガ、インドダンスを融

合した舞台。インド音楽にのせて伝統的かつ

現代的、優雅でダイナミックな舞台を演出す

る。ボリウッド女優で舞踏家の Isha Sharvani

らが出演。

料金：＄25 〜＄59

チケット：Ticketek

■ Swisse Color Run

２月 17 日（日）午前９時

Langley Park：Riverside Dr, Perth

年齢やフィットネスレベルに関係なく５km

コースを楽しく走るために企画されたチャリ

ティーイベント。参加者はコース上に設置さ

れたカラーゾーンで色とりどりのカラーパウ

ダーをかけられ、ゴールまでに全身“色まみれ”

になる。

thecolorrun.com/australia/perth

■ HBF Rottnest Channel Swim

２月 23 日（土）

Cottesloe Beach：Marine Parade, Cottesloe

コテスロービーチからロットネスト島のトム

ソン・ベイまでの 19.7km を競う遠泳大会。２

人、４人組でのチーム参加、またはソロの参

加もあり。

www.rottnestchannelswim.com.au

■ Summerset Arts Festival

２月６日（水）〜 23 日（土）

第５回目となるアートフェスティバル。スター

リング市内各地で美術品の展示、コメディー

ショー、子供向けイベント、ライブミュージッ

クなど、20 以上のイベントが開催される。

www.stirling.wa.gov.au/summersetfestival

■ Kids' Cushion Concert

２月 20 日（水）午前９時 45 分＆午前 11 時

15 分

Joondalup Reception Centre：102 Boas Ave, 

Joondalup

２月 21 日（木）＆ 22 日（金）午前９時 45

分＆午前 11 時 15 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

２月 23 日（土）午前９時 45 分＆午前 11 時

15 分

Beaumaris Community Centre：66 Constellation 

Dr, Ocean Reef

WASO が子供を対象に開く、オーケストラの

楽器とクラシック音楽の楽しさを広めるため

のイベント。詳しくは www.waso.com.au で。

料金：＄12（１歳未満無料、ただし要チケット）

Moshtix

Tel:	1300	438	849	

www.moshtix.com.au

Ticketmaster

Tel:136	100

www.ticketmaster.com.au

TICKETEK

Tel：132	849

www.ticketek.com.au	

パース市内の主なチケット・アウトレット

＜ BOCS ＞

Perth	Concert	Hall：5	St.George's	Terrace

His	Majesty's	Theatre：825	Hay	Street

＜ Ticketmaster ＞

Cloisters	Newsagency：863	Hay	Street	

＜ TICKETEK ＞

Pharmacity：717	Hay	Street	Mall

※イベント開催日時、会場、料金等は予告

なしに変更されることがありますので、ご

確認の上お出かけください。

※チケットには別途手数料が適用される

場合があります。

■ Tognetti's Mozart

２月６日（水）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

バイオリニスト、リチャード・トニエッティ

が芸術監督を務めるオーストラリア室内管弦

楽団。モーツァルトのバイオリン協奏曲第３

番、交響曲第 25 番、ハイドンの交響曲第 49

番「受難」、ブレット・ディーンの「エレクト

リック・プレリュード」を演奏。

料金：＄46.30 〜＄101.20

チケット：Ticketek

■ The Leeuwin Estate Concert Series

２月９日（土）＆ 10 日（日）午後８時

Leeuwin Estate Winery：Stevens Rd, Margaret 

River

パースの南 280km に位置するマーガレットリ

バーで行われる、アメリカのシンガーソング

ライター、キャロル・キングの野外コンサート。

クラシックヒットの数々を情感豊かに歌い上

げる。

料金：＄135

チケット：http://leeuwinestate.com.au

■ Celtic Thunder

２月 16 日（土）午後７時 30 分

Perth Arena：700 Wellington St, Perth

今注目を浴びるケルト系男性ヴォーカルグ

ループ、ケルティック・サンダーの公演。ア

イルランドの伝統音楽などをダイナミックに

アレンジした、ケルト音楽の魅力満載のス

テージ。

料金：＄101.50 〜＄301.50

チケット：Ticketek

■ Philip Glass Piano Etudes

２月 16 日（土）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

さまざまなジャンルの音楽に影響を与えてき

たアメリカの作曲家フィリップ・グラスの演

奏会。ピアニストの滑川真希、サリー・ホイッ

トウェルとの共演で、グラス作曲によるピア

ノのためのエチュード 20 作品を披露する。

料金：＄25 〜＄135

チケット：Ticketek

■ Ringo Starr and His All Starr Band

２月 21 日（木）午後８時

Challenge Stadium：100 Stephenson Ave, Mt 

Claremont

ビートルズのドラマー、リンゴ・スターと大

物ミュージシャンを集めて結成したオール・

スター・バンドのコンサート。スティーブ・

ルカサー、トッド・ラングレンらが参加。

料金：＄129.90 〜＄189.90

チケット：Ticketmaster

■ Cliff Richard

２月 23 日（土）午後４時 30 分

Sandal ford Estate：3210 West Swan Rd, 

Caversham

デビューから 54 年、123 曲のヒット曲を生み

出したイギリスの歌手クリフ・リチャードの

オーストラリアツアー。代表作は「サマー・

ホリデイ」「ヤング・ワン」「プリーズ・ドント・

ティーズ」「バチェラー・ボーイ」など。

料金：＄100 〜＄350

チケット：Ticketek

■ KISS and Mötley Crüe

２月 28 日（木）午後５時 40 分

Perth Arena：700 Wellington St, Perth

へヴィメタルバンドのモトリー・クルーとハー

ドロックバンドのキッスが行う今夏最大の

ロックイベント。照明や音響、パイロテクニ

クスを多用した大規模なステージで観客を圧

倒する。

料金：＄99 〜＄180

チケット：Ticketek

■ Kronos Quartet

２月 28 日（木）午後７時 30 分

Perth Concert Hall：5 St Georges Tce, Perth

グラミー賞を受賞し、フィリップ・グラスや

ネリー・ファータドなどとコラボレーション

したことがあるアメリカの弦楽四重奏団クロ

ノス・クァルテット。古典音楽から現代音楽

まで、幅広い分野の音楽を演奏。

料金：＄25 〜＄74

チケット：Ticketek

■ Future Music Festival

３月３日（日）正午

Arena Joondalup：Kennedy Dr, Joondalup

世界の一流バンドと DJ が集まる音楽フェス

タ。今年の出演者はアヴィーチー（スウェー

デン）、プロディジー（イギリス）、ザ・ストー

ン・ローゼズ（イギリス）、サイ（韓国）ほか。

ラインナップの詳細は www.ticketmaster.com.

au で。

料金：＄125 〜＄401.85

チケット：Ticketmaster

■ 西オーストラリア交響楽団（WASO）

チ ケ ッ ト：www.waso.com.au WASO Box 

Office、または Ticketmaster

□ Justine Clarke with WASO

２月 17 日（日）午後５時 30 分開場

Perth Zoo：20 Labouchere Rd, South Perth

TV で子供たちに人気のジャスティン・クラー

クと WASO が行う家族向けの野外コンサー

ト。「アイ・ライク・トゥ・シング」「ウォーター

メロン」「ダイナソー・ロアー」など子供が好

きな歌が満載。

料金：＄35

□ In Principal - Recital 

２月 21 日（木）午後７時 30 分

Fremantle Arts Centre：1 Finnerty St, Fremantle

WASO のチェロ、オーボエ、ファゴット首席

奏者のリサイタル。演目はサン＝サーンスの

オーボエ・ソナタ、フランク・ブリッジのチェ

ロ・ソナタ、ウェーバーのアンダンテとハン

ガリー風ロンドなど。

料金：＄35

チ ケ ッ ト：www.fac.org.au、 ま た は（08）

9432-9555

□ Sarah Blasko with WASO

２月 23 日（土）午後４時 30 分開場

Kings Park & Botanic Garden：Fraser Ave, West 

Perth

オーストラリアのシンガーソングライター、

セーラ・ブラスコが WASO と共演。４作目の

スタジオアルバム「アイ・アウェイク」や過

去のアルバムのレパートリーをオーケストラ

をバックに披露。

料金：＄84.90 〜＄395

□ Glenn Frey with WASO

２月 24 日（日）午後４時 30 分開場

Kings Park & Botanic Garden：Fraser Ave, West 

Perth

イーグルスの創設メンバーのグレン・フライ

と WASO の共演。６枚目のソロアルバム「ア

フター・アワーズ」とイーグルスの代表作「な

らず者」「ホテル・カリフォルニア」「ベスト・

オブ・マイ・ラブ」などを熱唱。

料金：＄109.90

■ Barry Humphries：Eat Pray Laugh!

２月１日（金）〜 10 日（日）＊時間は要確認

Crown Theatre：Great Eastern Hwy, Burswood

メルボルン出身のコメディアン、バリー・ハ

ンフリーズの引退公演ツアー「イート・プレイ・

ラフ」。カリスマ主婦デイム・エドナ・エバレッ

ジをはじめとするさまざまな個性的なキャラ

クターを演じる。

SBS ラジオ日本語放送
（パース 96.9FM）

毎週火曜  午後 10 時〜 11 時

フェスティバル

スポーツ

コンサート

シアター

その他



(17)

 The Japan Australia News February 2013

ビジネスクラシファイド

JAS Migration Services
ビザコンサルタント
ビザのご相談はパース在住の日本人移民
コンサルタントにお任せください。
Suite 1, Level 4, Carillon City Office Tower 
207 Murray St Perth WA
TEL (08) 9322 6308 日本語 ( 担当 鈴木 )
jas_suzuki@iinet.net.au MARN:1173457

ALTITUDE real estate
不動産のことならアルティチュードへ

Suite 6/8 Alvan St. SUBIACO, WA 6008
豊富な経験を生かし、安心して暮らせる

『住み心地の良い家』をご紹介致します。
担当：細川貢司　携帯：0417-273-739
Email to: koji@altitudere.com.au ( 日本語 )
www.estatequest.com.au ( 日本語 website)

BILLABONG Backpackers Resort
ビラボン・バックパッカーズ・リゾート
381 Beaufort  Street, HIGHGATE, 6003
☎ 	(08) 9328-7720    Fax (08) 9328-7721
四ツ星保持。清潔で市内やノースブリッ
ジ近。朝食、出迎え、卓球、プール、バ
レーコート等全て無料。2007 年西豪州ベ
ストバックパッカー受賞。2008 〜 10 年は
３年連続ファイナリスト受賞。１泊 $25 〜

REGENT CAKES
リージェント・ケーキ
10/45 Francis Street, NORTHBRIDGE, WA
☎  (08) 9227-8081
元有名ホテル勤務のケーキ職人が腕を振
るう店。人気のアンパンは、早めに買う
ことをお勧め。                        　  水曜定休

LOI'S (Lion Oriental Foods Co.）
 ロイズ ( ライオンオリエンタルフーズ）
13 Fitzgerald Street, NORTHBRIDGE
☎ (08) 9228-9898   Fax (08) 9228-8669
日本食品はパース最大の品揃えスーパー。
毎土曜日は日本の食料品とお酒を $10 以
上お買い上げで 10％引き。セール品も要
チェック。日本のビール、酒、焼酎、梅
酒も西豪州最大の品揃え。駐車場完備。

LOI'S Eastern Supermart
 ロイズ イースタン スーパーマート
125 Barrack St. PERTH /☎ (08) 9221-1001 
シ テ ィ 中 心。 日 本 食 品 の 品 揃 え 豊 富。
セール品多数。是非お立寄り下さい。

NORTHBRIDGE ENGINE FIT & AUTO SERVICE
ノースブリッジ エンジン フィット オート サービス
402 Newcastle St. NORTHBRIDGE, WA 6003
☎ 0422-237-728  日本語 ／ (08) 9328-9198
暑い夏、クーラントチェックはもうお済
みですか？　定期点検、修理整備は経験
豊富なメカニックに安心してお任せ下さ
い。 牽 引 車 有。 日 本 人 経 営。 ゆ か ま で

Satomi Hair on Wheels
サトミ・出張ヘアーサービス
☎ 0415-200-119 / (08) 9227-6629
ヘアーカット、パーマ（＋デジタルパー
マ、縮毛矯正）、カラー（＋ヘナ）
日本の材料を使用しております。
お気軽に御利用下さい。

Japanese Diet Class
栄養カウンセリング
☎ 0410-299-677
毎日の栄養管理でお困りでは？日本のＴ
V にも出演経験のある管理栄養士が肥満
等のお悩みを改善する食生活をご提案し
ます。japanesedietclass@gmail.com

LET'S RELAX MASSAGE in Perth
レッツ・リラックス・マッサージ
125 Barrack St. PERTH, Loi's Supermart 上階
☎ (08) 9221-1001 ストレスにはボディ、
指圧、リフレクソロジー等マッサージを。
経験豊富な日本人セラピスト常駐。飛入
歓迎。$40/30 分、$70/60 分。年中無休。

RYOKO for Hair
出張ヘアデザイン
☎ 0423-937-192 / ryoko4hair@yahoo.co.jp
パ ー マ、 カ ラ ー、 ヘ ナ、 ウ ェ デ ィ ン グ
ヘアメイク。カット $35 〜。「i-white 基礎
化粧品」取扱中。営業時間：平日９時〜
３時　予約状況は http://ryoko4hair.client.jp/
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 　西豪州政府観光局／ W.A. Visitor Centre
    55 William St, Perth W.A. 6000
 　☎ 1300 361 351

 　移民・市民権局／ The Department of   
   Immigration and Citizenship
   836 Wellington Street, West Perth
 　☎ 13 18 81

 　税務署／ Australian Taxation Office
 　45 Francis St., Northbridge W.A. 6003
 　☎ 13 28 61

■ 在豪日本国大使館／ Embassy of Japan, Canberra
 　☎ (02) 6273 3244   www.au.emb-japan.go.jp

■ 在パース日本国総領事館
 　The Consulate-General of Japan in W.A.
 　U22 / Level 2, 111 Colin St
 　West Perth     ☎ (08) 9480 1800
 　www.perth.au.emb-japan.go.jp

■（法）西豪州日本人会
 　Japanese Association of W.A. (Inc.)
　 パース日本商工会議所
 　Japan Chamber of Commerce and 
 　Industry in Perth Inc.
 　☎ (08) 9285 1765
 jccip@iinet.net.au

■（法）西豪州日本クラブ
 　Japan Club of W.A. Inc.
 　Mr. Katsuhiro Shirakawa   
　 ☎ (08) 9455 3309

■（法）豪日協会
 　Australia - Japan Society (W.A.) Inc.
　 ☎ (08) 9365 7137

■ 社会福祉法人 「サポートネット 虹の会」
 　☎ 0403-530 928 

■  兵庫文化交流センター
 　Hyogo Prefectural  Government Cultural
 Centre
 　☎ (08) 9385 9002

■ パース日本人学校
 　The Japanese School in Perth  ☎ (08) 9285 1758
 　www.japaneseschool.wa.edu.au

■ ジェトロ・シドニー・センター
 　JETRO Sydney  ☎ (02) 9276 0100 

日本関連機関

政府関連機関

■ 緊急電話／ Emergency Calls 000
 ① Fire ( 消防）、Police ( 警察）、Ambulance ( 救急）
 ② 住所と状況を伝える

■ ガス／ Gas　　13 13 52

■ 水道／ Water　 13 13 75

■ 電気／ Electricity　 13 13 51

■ 番号案内／ Directory Assistance
 　豪州国内　12 23 
 　海外　12 25 

■ 電話の故障／ Telephone Faults
 　一般家庭用　　13 22 03
 　業務用　　13 29 99
 　携帯電話　　018 018 111
 　回線不良  （国内）　　11 00
    　             （国際）　　12 21

■ タクシー／ Taxis
 　スワン　　13 13 30
 　ブラック＆ホワイト　　13 10 08

その他

主要機関連絡先 Yellow Pages

     The articles that the Japan Australia News prints are correct at 
the time of printing but please note that there is a possibility that 
information may change after printing. In regard to advertisements 
and articles written by contributors outside of the Japan Australia 
News, the opinions expressed do not necessarily reflect the 
opinions of the Japan Australia News. Reproduction without 
permission of any article, photograph or illustration printed in the 
Japan Australia News is strictly prohibited.
     It is a condition of advertising in the Japan Australia News 
that the advertisement does not breach the Commonwealth 
Trade Practices Act (1974) or Copyright Act (1968), or the 
Western Australian Sale of Goods Act (1895) or Fair Trading 
Act (1987). However, please note that the Japan Australia News 
does not guarantee the absence of breaches or the reliability 
of advertisements, nor does it accept responsibility for such 
breaches.

お　こ　と　わ　り
　弊社では、本紙掲載記事の正確さに万全を期しており
ますが、掲載後にデータや情報が変更になる場合もござ
いますのでご了承ください。また、広告、社外寄稿者の
記事に関しては、必ずしも社の見解を反映した内容では
ないことをお断りいたします。
　なお、掲載記事、写真、図版の無断転載を禁じます。
　掲載の広告内容は連邦公正取引法（1974 年）または
著作権法（1987 年）、西オーストラリア州商品販売法

（1895 年）または公正取引法（1987 年）、およびこれら
の法律に類似する法律の規定に違反するものではないこ
とを条件にしていますが、広告の内容や信憑性に関して
の責任は負いかねますのでご了承ください。
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JA NEWS 2013 年３月号は、２月 28 日 ( 木 ) 発行の予定です。
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※毎月末日発行を予定しておりますが、配送の都合により多少遅れる場合もあります。各所配布部数には限りがあります。確実に入手なさりたい方は定期発送お申し込みをお勧めします（P	17参照）。

JA NEWS　主要配布スポット

■ Mt Lawley
Cafe Downey
YUZU KAITEN SUSHI
ZAKKA BOX
■ Murdoch 
Murdoch University (Japanese 
  Department)
■ Myaree 
CN MART
Perth Kimchi
Yee Seng Oriental Supermarket
■ Nedlands 
Kido Restaurant
Kongs Oriental Store
Sunazuka Perth Holistic Acupuncture
■ Northbridge 
Arigataya
Central TAFE
Lion Oriental Foods
MC Beauty
Regent Cakes
■ Perth
Billabong Backpackers Resort
Blue Tourist & Student Centre

Nippon Food Supplies
Moisteane
Toraya Restaurant
Zen Restaurant
■ Victoria Park
Japanese Cafe Ulara
Inter Continental Perth Burswood
■ Vines
The Vines Resort & Country Club
■ Welshpool 
Meijin Garage
■ West Perth
Consulate-General of Japan
■ Winthrop
City Travel Centre
Sakura Japanese Foods
■ Yokine
Aoi Japan

																																																			（順不同）

hair plus 
H.I.S.
Jaws Mint Restaurant
Loi's
Macs Link
Matsuri Restaurant
Milner English College
Nao Japanese Restaurant
Nichigo Centre
Nihongo Iryou Centre
Pan Pacific Hotel 
Rainbow Lodge
Restaurant Jun
Roselle Hair Lounge
TAKA'S Kitchen
WA Tourist Centre
Zensaki Restaurant
■ Rockingham
Regional Campus Community Library
■ Shelly
Kahmon Restaurant
■ Subiaco
Brilliant Hair
Green Tea House

■ Albany
Albany Public Library
■ Applecross
Ohnamiya
■ Bassendean
Suisen
■ Bunbury
Kokoro Japanese Restaurant
■ Beaconsfield
Challenger TAFE
■ Bentley
Curtin University (Japanese Department)
Curtin University (ELICOS)
POLYTECHNIC WEST
■ City Beach
Hyogo Cultural Centre
Japanese School in Perth
The Weekend Japanese School
■ Claremont
Methodist Ladies College
Sado Restaurant
■ Crawley
University of Western Australia
 (Asian Studies)

■ East Perth
Chanterelle at Jessica's
doa Australia
Hyatt Hotel
Perth Ambassador Hotel
■ East Victoria Park
Senoji Japanese Restaurant
Restaurant Ninniku Jip
■ Fremantle 
Fremantle Library
Fremantle Tourist Information
Oceans Restaurant
Taka's Kitchen
■ Innaloo 
Sasuke Take Away Food
■ Kalamunda
RYOKAN wabi sabi
■ Leederville 
LUNA Cinema
■ Mandurah 
Mandurah Library
■ Morley 
Sushi - Don
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TEL : 02-9909-0111  FAX : 02-9909-0888

info@wjenta.com

www.wjenta.com

KURAKURA Japanese 

Casual Dining スタッフ募集

場所は City、China Town。☆キッチンハン

ド、シェフ☆ホールリーダー経験者☆レス

トランマネージャー経験者　ビジネスビザ

サポート有。新しくお店を創り上げて頂け

る元気ある方をお待ちしています !　興味

のある方ご連絡ください。

76 Ultimo Rd. Haymarket 

☎ 0422-938-968 とさまで 

********************************************************

Sushi-YA Chatswood スタッフ募集

キッチンハンド・ホールスタッフ・寿司シェ

フ長期で働ける方。フルタイム・パートタ

イム、未経験でも OK! 時間帯など相談しま

す。賄い・ドリンク・チップ付き。お気軽

に連絡下さい。☎ 0430-720-523 中村まで。

月〜土無料英会話２時間と聖書 30 分

www.freeenglishclasses.org City クラス

パース日本語キリスト教会　冠婚葬祭も

日曜集会午後 1:00 〜　どなたでもどうぞ

☎ 0413-243-065 ／ 9448-8755　ヤング迄

********************************************************

ＴＯＹＯＫＯ’Ｓ　Hair in Carlisle

☎ 0448-610-963　tadaking1023@gmail.com

カット、カラー、パーマ、縮毛矯正、

ヘアーセット、着付けなど、出張も可能

なのでお気軽にお問合せ下さい。

********************************************************

パースのパソコン相談所＊日本語で対応

http://perth-pc.com/　℡ 0430-115-911

電話、メールでお問い合わせください。

********************************************************

Canning Vale の家の簡単な庭掃除と家の

手入れをして頂ける方を探しています。

連絡先（日本語可）0412-363-660 YUKI

スタッフ募集！
３か月から６か月間フルタイムで働ける

ホールスタッフ及びキッチンハンド。

パートタイムも常時募集しています。

祭レストラン　☎（08） 9322-7737

松島、吉田まで☎ 0411-881-715 

*****************************************************

シェフ（和食経験者）、キッチンハンド、

フロア担当を求めています。お気軽に。

SADO ISLAND RESTAURANT

Claremont  ☎ 0417-988-064 野村まで

********************************************************

キッチンハンド募集！長期働ける方、永

住者優遇。Innaloo の Bunnings 向かい。

Sasuke Japanese Takeaway ☎ 9445-7831

********************************************************

直ジャパニーズレストラン
117 Murray St. Perth

キッチンスタッフ募集

ワーキングホリデーの方は、長期（6 か月） 

働ける方、しっかりした調理経験のある

方。永住者は未経験も考慮します。

電話連絡の上、履歴書をお持ちください。

担当：たかよ　電話：9325-2090

********************************************************

ランチタイム・スタッフ募集

（月〜金、朝〜昼すぎ）

☎ 044-880-3332 わさび (Woodside)

元気なスタッフ募集。

Yokine の Dogswamp Shopping Centre 内

和食テークアウェー「Aoi Japan」。

ワーホリ、学生、長期（３か月以上）働

ける方大歓迎。永住者優遇。9242-1995。

電話連絡の後、詳細、面談。

*****************************************************

Tour Guiding-Casual: We are looking 

for Japanese speaking tour guides or 

native Japanese speakers willing to 

be trained as tour guides. Reasonable

English required. Training provided. 

Call: 0409-685-539

ENGLISH LESSONS 英会話クラス

37 Barrack Street, PERTH

☎ 0407-426-628　 スピーキングとヒア

リング中心で少人数制クラス。教師は皆、

経験豊かなネイティブ。90 分＄20。

特殊コース（発音、IELTS、FCE、家庭訪問

レッスン）可能。無料体験レッスン実施。

求　人

LASSIFIEDS クラシファイドC

教えます

その他

NSW 州　求人
＜ JENTA	Sydney より＞
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If you are conducting a small business 
there are significant deductions available for 
depreciable assets that are purchased for your 
business. The deductions available increased 
from 1 July 2012.

To be eligible for the concessions you fi rstly 
must be conducting a business. Secondly 
your business must have annual turnover 
(gross income) of less than $2 million. If you 
conduct more than one business, even if these 
are conducted through different entities, you 
need to add together the income for all of your 
businesses to determine whether you meet this 
threshold test.

The first major concession enables you to 
claim a full deduction for any depreciable asset 
purchased on or after 1 July 2012 that cost 
less than $6,500. Previously the full deduction 
was only available for assets costing less 
than $1,000. For example, if you purchased a 
computer costing $2,000 for your business after 
30 June 2012 you can claim a tax deduction for 
the full cost in your 2013 income tax return.

The second concession is for motor vehicles 
purchased for your business on or after 1 July 
2012. If the vehicle cost less than $6,500 then 
you can claim a full deduction for the cost. If 
the vehicle cost more than $6,500 in the year 
of purchase you can claim a tax deduction of 
$5,000 plus 15% of the cost price that exceeds 
$5,000. For example, if the motor vehicle 
cost $14,000 the tax deduction in the year of 

purchase is $6,350. For the years after the year 
of purchase the deduction is calculated as 30% 
of the undeducted amount. 

The fi nal concession allows small businesses 
to pool their assets for depreciation purposes. 
The tax deduction for pooled assets is 15% for 
assets acquired during the year and 30% for 
assets that were in the pool at the start of the 
year.

It is important that no tax deduction is 
claimed for the private use of assets. If you 
purchase an asset that will be used in your 
business as well as for private purposes 
you will need to estimate the business use 
percentage and only claim this portion as a tax 
deduction.

If you would like further information on the 
small business tax concessions or any other 
taxation or accounting issues please contact us.

　小規模事業者を対象とする事業用に購入

した資産の減価償却に関しての減税措置

が、2012 年７月１日より拡大されました。

　まず、小規模事業者優遇措置の対象となる

ためには、いくつかの条件を満たす必要があ

ります。第一に事業を営んでいること、そし

て第二に年間の売り上げが 200 万ドル未満で

なくてはなりません。もし複数の事業を営ん

でいる場合は、各事業の売り上げを合計して

上記条件を満たさなくてはなりません。

　主要な優遇措置の一つが、2012 年７月１

日以降に購入した取得価額＄6,500 未満の資

産については即時償却が認められ、一括で

損金算入ができるということです。以前は

＄1,000 未満の資産が即時償却可能だった

ので、大幅な引き上げとなります。例えば

2012 年７月１日以降に事業のために＄2,000

のコンピューターを購入した場合、小規模

事業者は 2013 年度のタックスリターンで全

額を損金算入することができます。

　そのほかの優遇措置としては、2012 年７

月１日以降に購入した事業用の車両に関す

るものです。取得価額が＄6,500 未満の車両

の場合はその年度に一括償却、全額の損金

算入が可能になります。取得価額が＄6,500

以上の車両については購入初年度に＄5,000

の即時減価償却ができ、さらに＄5,000 を超

えた残額に対して 15％の償却が可能となり

ます。例えば、＄14,000 の車両を購入した

場合、初年度の減価償却額は＄6,350 となり

ます。次年度以降は毎年償却されていない

残額の 30％の減価償却ができます。

　また、小規模事業者は減価償却の目的の

ために資産を一まとめにしてプールし、購

入初年度に 15％、次年度より 30％での減価

償却ができます。

　注意しなければいけない点は、事業に使

用しない資産、つまり私用目的の資産は損

金算入ができないことです。購入資産が、

事業用、私用目的両方に使用される場合は、

事業用の割合を算出し、事業用の割合に対

応する減価償却費のみが損金算入可能とな

ります。

　小規模事業者優遇措置やそのほかの税

務、会計に関して相談をご希望の方はご連

絡ください。

小規模事業者の減価償却に関して DEPRECIATION FOR SMALL BUSINESS

筆者 グレン・バーク
長 年 の 実 績 と 経 験 お よ び 信 頼 を 基 に、
CHARTERED Accountant and TAX AGENT とし
て質の高いサービスを提供し、教育機関におい
ても教壇に立つ。

Glenn Burke B.Bus CA SFfi n
Glenn is a chartered accountant and financial 
planner with over 25 years tax and accounting 
experience. Glenn regularly presents lectures 
on accounting and fi nance.

Proactive Business Advice
Suite 5, Ground Floor,  345 Pacifi c Highway 

LINDFIELD, NSW 2070
Tel: 02 9880 8706 

Email: info@proactiveadvice.com.au 
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▲宮島の揚げたもみじ饅頭は最高だった！
Miyajima's fried Momiji manju (autumn leaf cake)… Spectacular!

▲大〜きな…しゃもじ？？！ 
A massive… Rice paddle??!

ティーガン・チャブ
　2005 年から２年間、JET プログラムの
CIR（国際交流員）として大阪市国際交流課
に勤務。西オーストラリア州パース在住。

Tegan's "Nandeyanen" in Perth	Part	89	Tegan	Chubb
第 89 便

ティーガンの
こんなことあってん！！

ティーガン・チャブ

　先月号の日本旅行の続きなんだけれど、

毎回日本へ行くたびにいいなあと思うの

は、地域によって特別なものがあること。

特に食べ物は、どんな小さな町にもそこ

の名産品があって、よくいろんな所でプ

ロモーションをしている。私はそういう

場所で試食するのが大好きだ。

　今度の旅行で東京駅から広島行きの新

幹線に乗ったんだけど、駅の売店にはも

ちろん東京名物の東京バナナがたくさん

あった。店内では修学旅行中の中学生た

ちがお土産の話をしていた。ちょっと聞

いてみると、１人は東京バナナを買って

帰ると決めたのだけど、もう１人は「だっ

て俺、東京バナナなんて嫌いだし、どこ

でも買えるんだから俺は買わない」と言っ

ていた。確かにほとんどの名産品はどこ

でも買えるけど、私はなんとなくその場

所で買うのが好き！

　日本が初めての人は、場所によって特

定の食べ物がたくさん売られたり、宣伝

されたりしていることを不思議に思うん

じゃないかな。食べ物だけじゃなくて、お

土産もそうだね。例えば広島の後宮島に

行ったけど、商店街に巨大なしゃもじが

展示されていた。そして、大小さまざま

のしゃもじでいっぱいのお土産屋さんを

見て、「何じゃこりゃ？」って思った。で

もそのおかげで興味が湧いて、いろいろ

な人にその特産品や名産品の由来を尋ね

ると、面白い話を聞くことができる。

Continuing my stories about Japan from last 
month, each time I visit there is something 
that I find interesting. That is, wherever you 
go in Japan, each place you visit has a unique 
product to promote. In particular, each little 
town or area will have a specific food that it is 
famous for, and I just love trying the samples 
of each popular dish.

When in Tokyo during our travels, we were 
at Tokyo Station preparing to board the bullet 
train for Hiroshima. As is always the case, 
there were little delis selling shelves full of 
the popular ‘Tokyo Banana’ crepe sweets. I 
stopped briefly to listen in on a conversation 
between two junior school students who were 
on their school trip, and was amused to hear 
their exchange about the sweets. One had 
decided to buy some Tokyo Bananas to take 
home from the trip, but the other one was 
explaining decisively “I hate Tokyo Banana. 
And anyway, you can buy them anywhere, so 
I’m not going to get any”. Now it is generally 
the case that you actually can buy most 
products in most places, but I always feel for 
some reason that it is more fun to buy in their 
specific location!

I’m sure that visitors to Japan even become 
quite curious about these various things 
that are promoted in certain areas. Not only 
food, but also souvenirs. For example on our 
recent trip to Miyajima, it was hard not to 
notice a gigantic rice paddle displayed in the 
street. Now, with all of the souvenir shops 
also selling mini (and not so mini) versions 
of the rice paddle, anyone could be forgiven 
for wondering what on earth it was all about? 
But of course that is a perfect way to pique 
people’s interest and have them ask around 
about it, leading to many interesting stories, I’m 
sure.

But returning to food, I sure do love 
the momiji manju (autumn leave cakes) in 
Miyajima.

On returning to Hiroshima that night, 
of course we just had to indulge in some 
Hiroshima specialty okonomiyaki (Japanese 
pancake). But despite the necessity to research 
the best place to eat, I had neglected to do so. 
Wandering around and around the station area, 
we were searching for an authentic-looking 
place to eat, when luckily we came across a 
friendly police man, who kindly told us, “If 
it’s good okonomiyaki you’re after, then go no 
further than… They’re the best”. Of course 
we found this to be true on discovery of a line 
snaking out the door, and they really were 
delicious.

It is always interesting to travel around 
Japan with someone else, as you notice so 
much more. Especially when it is someone 
who is new to the country. While working in 
Osaka many years ago, I had the opportunity 
to travel to Hiroshima together with some 
exchange students from England. They were 
completely focused on shopping, and so at that 
time I came to know a lot about the different 
souvenirs on offer.

Of course I had a very different experience 
this time, travelling with my fiancé. A huge fan 
of Japanese cooking, he loves everything but 
raw fish. So, we go together perfectly. While on 
our trip we were able to enjoy a lot of authentic 
dishes that you never get the chance to eat 
in Perth, and so naturally he would ask me 
about each new food. It was only on constant 
explanation to him, that I realised something 
I’ve never really thought much about before. 
Each time we ate at a restaurant, most of the 
time our main meal would be accompanied 
by pickled vegetables and beans. My fiancé 
seemed to really pick up on this, before finally 
declaring that all anyone ever ate was all pickles 
and beans! So for the rest of the trip, he quite 
sincerely thought that all Japanese people really 
love pickles and beans. Attempts to explain that 
this was simply a cultural norm, and wasn’t 
quite the same as everyone in the country really 
liking them as a favourite food, didn’t quite get 
the message across, so it appears that this belief 
is here to stay.

My apologies to all of the pickles and beans-
loving Japanese out there.

All jokes aside, I loved revisiting all of my 
favourite foods once more while in Japan. In 
Nagasaki, we enjoyed chanpon at a tiny little 
bar run by a kind old couple, and delicious 
Yatsuhashi in Kyoto. We were even able to 
enjoy some authentic koya-dofu (sesame tofu) 
when staying at a monastery at the top of 
Mount Koya. 

But above all, my favourite was Mum’s 
cooking. We were lucky to be able to stay 
once more with the host family who took me 
in 12 years ago when I was just an exchange 
student, and my host mother’s cooking was as 
good as ever. No matter where I have travelled 
throughout the whole of Japan, I always feel 
most home with the people who looked after 
me all that time ago.

I’m inviting comment from readers of JA 
NEWS to let me know directly what you think. 
You can contact me on teganjanews@gmail.
com. I look forward to hearing from you!

 

　話は戻るけど、宮島のもみじ饅頭（まんじゅう）

がおいしいわ。

　その晩広島に戻ると、もちろん広島の

お好み焼きが食べたくなった。しかし、

おいしい所をちゃんと調べて来ないと困

ることが多いのに、調べてなかった。良

さそうな店を探して駅前をうろうろして

いたら、親切な警察官が教えてくれた。「お

好み焼きだったら、駅前の…屋さん、絶

対おいしいんじゃけ」。行ってみたら、確

かに人が並ぶほど人気の店だった。そし

てもちろん、おいしかった。

　やっぱり日本は、他の人と旅行してみ

ると新しいことに気がついたりすること

が多い。特に初めての人と一緒だと。昔

大阪で働いていた時、イギリスの留学生

と触れ合う機会があり、一緒に広島にも

行った。その子たちは買い物にばっかり

集中していたので、私もお土産の種類に

かなり詳しくなった。

　今回の旅行はフィアンセと一緒だった

ので、もちろん全く違う経験をした。フィ

アンセは日本料理が、生魚を抜いて全て

大好きなのだ。日本料理が大好きな私に

ぴったりだわ。それでパースでは見たこ

とがない、本場の日本料理をたくさん食

べた。フィアンセは新しい食べ物が出て

くると、いちいち「これは何？」と私に

聞いてきた。レストランで食べると、ほ

とんどの場合お漬物と豆を出してくれる

から、フィアンセの質問に、「お漬物とお

豆だよ」と答えていた。これがかなり気

になっていた彼は、「ピクルスとビーンズ

ばっ かりやん！」 とひらめ いたらし い。

残りの旅行の間ずっと「日本人はほんま

にピクルスとビーンズ、好きだよね」と

言っていた。それは食文化だから、好き

だということとちょっと違うよ、と説明

しようとしたけど、彼にはなんとなくそ

の印象が強く残っているみたい。

　ピクルスとビーンズ好きの日本人の皆

さま、ごめんなさいね。

　他にも、懐かしく、おいしい日

本料理をた～くさん食べた。長崎

の ち っ ち ゃ い、 優 し い ご 夫 婦 が

やっているご飯屋さんでチャンポ

ンを食べたし、京都の八ツ橋も。

高野山の宿坊に泊まって、お坊さ

んのごま豆腐もとてもエンジョイ

できた。

　でもやっぱり、お母さんの料理

が 一 番 だ。12 年 前 に ホ ー ム ス テ

イした家にもう１回泊めていただ

き、懐かしいお母さんの料理を一

緒に味わうことができた。やっぱ

り、日本ではここが一番だ。優し

いホストファミリーの家にまた泊

まることができた私は本当にラッ

キ ー だ わ。 日 本 中 い ろ ん な 所 へ

行ったし、アパートを借りて住ん

だこともあったけれど、昔あんな

に優しくしてくれた人たちがいる

この家が、私にとって本当の日本

の「おうち」だ。

　 こ の 欄 へ の 感 想 な ど、 読 者 の 方 か ら

ティーガンへのメッセージを募集していま

す。teganjanews@gmail.com までメールをお

送りください。日本語でも英語でも OK で

す。ご感想を楽しみにしております！



(22)

 The Japan Australia News February 2013

I start bumping into AirAsia employees at 
my regular bar near that station and so on.     

In fact, this particular bar does have a lot 
of customers connected with airlines or the 
airport, such as employees of an in-flight 
catering firm, part-time security workers for 
a major American airline, and one middle-
aged chap I often find in the next seat who 
is a JAL maintenance worker. Though I 
have not encountered any myself, several 
female cabin attendants from Singapore 
Airlines have apparently also turned up 
there.

‘Scoot,’ a Singapore Airlines subsidiary 
which began flying the Singapore–Sydney 
route on 4 June 2012, also launched a route 
linking Narita with Singapore via Taipei in 
Taiwan on 29 October that same year. 

Other LCCs will also branch out onto 
international routes in future, but if NAA 
has any desire to revitalize Narita Airport, 
I would like to see it set all of its various 
fees, such as landing fees, closer to the 
international standard.

One delightful repercussion of LCCs 
going into service has also been the start of 
budget-priced bus services linking Narita 
Airport and central Tokyo. The quickest off 
the mark was a transport company called 
Heiwa Kōtsū in Chiba City, which shuttles 
between Ginza/Tokyo Station and Narita 
Airport for around 1000 yen. Keisei Bus 
also jumped on the bandwagon, and though 
a below-cost price war was carried on for 
a while, the price has settled down at the 
aforementioned level.

The conventional airport limousine bus 
costs a whopping 3000 per adult from Narita 
Airport to Tokyo Station. In December last 
year, I flew a round trip on JetStar Japan 
from Narita to Kansai Airport and back, but 
the return fare was only 3990 yen, which is 
little different from the limousine bus fare. 
By comparison, the airport bus from Kansai 
Airport to Kyoto costs 2500 yen. I think 
there is something fishy going on…

The only worrying thing about LCCs 
is that their regular reservations are non-
refundable.

On my latest trip, JetStar unloaded one 
lot of passengers, loaded the next and was 
in the air again in 20 minutes. It took off 
on schedule both ways. I have the feeling it 
will not be long before LCCs take hold in 
Japan.

タ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
で
往
復
し
た
が
、

料
金
は
往
路
３
９
９
０
円
、
リ
ム

ジ
ン
バ
ス
代
と
大
差
は
な
い
。
関

空
か
ら
京
都
ま
で
の
空
港
バ
ス
は

２
５
０
０
円
。
な
ん
か
変
だ
な
、

と
思
っ
て
し
ま
う
。

　
た
だ
、
通
常
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
予
約
で

は
払
い
戻
し
が
で
き
な
い
。
こ
れ

が
悩
み
の
種
だ
。

　
今
回
、
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
は
20

分
で
、
到
着
客
を
降
ろ
し
搭
乗
客

を
乗
せ
て
離
陸
。
往
復
と
も
定
刻

離
陸
だ
っ
た
。
日
本
で
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ

定
着
は
早
そ
う
だ
。

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

蒲
生 

輝
（
が
も
う
・
て
る
）

　
１
９
４
４
年 

長
野
県
生
ま
れ
。
コ
ラ

ム
ニ
ス
ト
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
・
ラ
イ
タ
ー
。

政
治
、
比
較
文
化
、
歴
史
、
旅
行
な
ど

の
ジ
ャ
ン
ル
で
、
こ
れ
ま
で
に
16
冊
の

著
書
が
あ
る
。
現
在
、
千
葉
日
報
に
文

化
時
評
コ
ラ
ム
を
連
載
中
。

Columnist and freelance writer Teru GAMO has 
published 16 books in such varied genres as politics, 
comparative culture, history and travel. He currently 
contributes a culture and current affairs column to a 
daily newspaper, Chiba Nippo.

　
Ｌ
Ｃ
Ｃ
が
日
本
の
空
を
飛
び
始

め
た
の
は
よ
い
が
、
難
儀
が
続
い

て
い
る
。

　
た
と
え
ば
成
田
国
際
空
港
で
は
、

Ｌ
Ｃ
Ｃ
用
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
な

い
。
昨
年
、
暫
定
施
設
が
で
き
た

が
、
正
規
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
完
成
は

２
０
１
４
年
。
既
に
専
用
タ
ー
ミ

ナ
ル
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
関
空
と

比
べ
、
あ
ま
り
に
も
ス
ロ
ー
だ
。

　
当
初
か
ら
、
成
田
空
港
会
社
（
Ｎ

Ａ
Ａ
）
と
Ｌ
Ｃ
Ｃ
の
間
で
ひ
と
悶

着
（
も
ん
ち
ゃ
く
）
あ
っ
た
。
エ

ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
の
首
脳
が

記
者
会
見
の
席
上
で
「
成
田
空
港

は
変
わ
っ
て
も
ら
う
か
、
死
ぬ
か

だ
」
と
発
言
。
痛
烈
な
表
現
で
着

陸
料
や
空
港
ビ
ル
の
家
賃
な
ど
の

減
免
を
Ｎ
Ａ
Ａ
に
求
め
た
。

　
こ
れ
に
対
し
Ｎ
Ａ
Ａ
の
森
中
社

長
（
当
時
）
は
「
滑
走
路
が
空
い

て
い
る
時
間
帯
の
着
陸
料
値
下
げ

に
つ
い
て
は
、
国
内
（
線
）
で
あ

れ
ば
、
そ
れ
な
り
の
対
応
が
で
き

る
エ
リ
ア
は
あ
る
。
国
と
も
十
分

に
打
ち
合
わ
せ
て
、
よ
く
対
応
し

て
い
き
た
い
」
と
柔
軟
な
姿
勢
を

示
し
た
が
、
国
際
線
に
つ
い
て
は

難
色
を
示
し
た
。
森
中
氏
は
今
、

相
談
役
に
退
い
て
い
る
が
、
新
首

脳
に
は
大
胆
に
こ
の
問
題
に
取
り

組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　
Ｎ
Ａ
Ａ
が
約
２
０
０
億
円
を
か

け
、
14
年
完
成
を
目
指
し
て
建
設

す
る
、
前
述
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
専
用
タ
ー

ミ
ナ
ル
に
つ
い
て
も
、
利
用
航
空

会
社
の
意
見
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
使
い
勝
手
の
良
い
も
の
に

す
べ
き
だ
。

　
こ
の
件
に
つ
い
て
、
エ
ア
ア
ジ

ア
・
ジ
ャ
パ
ン
の
岩
片
和
行
（
い

わ
か
た
か
ず
ゆ
き
）
社
長
は
「
関

西
空
港
が
造
る
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル

よ
り
コ
ス
ト
が
か
か
る
。
私
た
ち

が
求
め
て
い
る
内
容
と
は
違
う
の

で
、
Ｎ
Ａ
Ａ
に
も
『
変
え
て
』
と

お
願
い
し
た
」
と
語
っ
た
。
出
国

す
る
乗
客
が
Ｎ
Ａ
Ａ
に
払
う
旅
客

サ
ー
ビ
ス
施
設
使
用
料
（
保
安
サ
ー

ビ
ス
料
を
含
め
て
大
人
２
５
４
０

円
）
も
「
高
い
」
と
値
下
げ
を
求

め
た
。

目
覚
め
よ
、
成
田
空
港
会
社

　
さ
ら
に
岩
片
社
長
は
「
成
田
の

着
陸
料
は
高
い
。
滑
走
路
が
混
雑

し
て
い
る
時
間
帯
は
無
理
で
も

『
空
い
て
い
る
時
間
帯
を
値
下
げ

す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
客
を
呼
べ
て

空
港
の
利
益
に
も
な
る
』
と
Ｎ
Ａ

Ａ
に
提
案
し
て
い
る
が
、 

実
現
し

て
い
な
い
」
と
発
言
。
現
在
、
京

成
本
線
で
２
駅
離
れ
た
公
津
の
杜

（
こ
う
づ
の
も
り
）
駅
ビ
ル
内
に

入
居
し
て
い
る
事
務
所
に
つ
い
て

「
空
港
第
２
ビ
ル
に
移
り
た
い
と

Ｎ
Ａ
Ａ
と
交
渉
中
だ
が
、
家
賃
次

第
だ
」
と
述
べ
、
賃
料
の
高
さ
を

批
判
し
た
。

　
こ
の
公
津
の
杜
駅
と
い
う
の
は
、

筆
者
の
最
寄
り
駅
だ
。
あ
る
日
、

こ
じ
ゃ
れ
た
小
さ
な
駅
ビ
ル
に
「
エ

ア
ア
ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
」
の
看
板

が
掛
か
っ
た
。

　
そ
の
う
ち
に
、
同
駅
近
く
の
行

き
つ
け
の
居
酒
屋
な
ど
で
同
社
の

社
員
と
顔
合
わ
せ
す
る
こ
と
が
あ

ろ
う
…
な
ど
と
思
っ
て
い
る
。

　
実
際
、
こ
の
居
酒
屋
に
は
航
空
・

空
港
関
係
者
が
多
い
。
機
内
食
を

作
っ
て
い
る
会
社
の
社
員
、
米
国

の
大
手
航
空
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

の
バ
イ
ト
。
よ
く
隣
り
合
わ
せ
る

中
年
の
オ
ジ
さ
ん
は
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の

整
備
士
だ
っ
た
。
お
目
に
か
か
っ

て
い
な
い
が
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航

空
の
女
性
客
室
ア
テ
ン
ダ
ン
ト
数

名
も
現
れ
た
と
い
う
。

　
そ
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
航
空
の
子

会
社
で
、
２
０
１
２
年
６
月
４
日

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
―
豪
シ
ド
ニ
ー

線
で
運
航
を
開
始
し
た
「
ス
ク
ー

ト
」
は
同
年
10
月
29
日
、
台
湾
の

台
北
経
由
で
成
田
空
港
と
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
を
結
ぶ
路
線
を
開
設
し
た
。

　
他
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
も
今
後
、
国
際
線

に
も
乗
り
出
し
て
い
く
が
、
成
田

空
港
を
少
し
で
も
活
性
化
し
た
い

な
ら
、
着
陸
料
な
ど
諸
費
用
を
す

べ
て
国
際
標
準
に
近
づ
け
て
も
ら

い
た
い
も
の
だ
。

　
う
れ
し
い
余
波
と
し
て
は
、
Ｌ

Ｃ
Ｃ
の
就
航
で
、
成
田
空
港
と
東

京
都
心
を
結
ぶ
格
安
バ
ス
運
行
も

始
ま
っ
た
こ
と
。
い
ち
早
く
手
を

つ
け
た
の
が
、
千
葉
市
の
平
和
交

通
で
、
銀
座
・
東
京
駅
と
成
田
空

港
を
１
０
０
０
円
前
後
で
運
行
。

京
成
バ
ス
も
参
入
し
、
一
時
は
ダ

ン
ピ
ン
グ
競
争
を
し
て
い
た
が
先

の
価
格
に
落
ち
着
い
た
。

　
従
前
の
空
港
リ
ム
ジ
ン
は
、
成

田
空
港
か
ら
東
京
駅
ま
で
大
人

３
０
０
０
円
も
す
る
。
昨
年
12

月
、
成
田
―
関
空
を
ジ
ェ
ッ
ト
ス

［A regular feature by Teru GAMO　　English adaption by Leonie Stickland］

It is good that low-cost carriers (LCCs) 
have begun to f ly Japan’s skies , but 
problems are continuing. At Tokyo Narita 
International Airport, there is no LCC 
terminal. Last year, temporary facilities 
were established, but a proper terminal 
will not be finished until 2014. This is 
all too slow in comparison with Kansai 
International Airport, which has already 
opened a dedicated terminal.

From the beginning, there was a bit of 
trouble between Narita International Airport 
Corporation (NAA) and LCCs. A leading 
figure from AirAsia Japan declared at a 
press conference that Narita Airport would 
have to ‘change or die.’ With scathing 
words, the speaker sought reduction of, or 
exemption from, such expenses as landing 
fees and the lease of airport buildings.

In reply, NAA’s then President, Mr 
Morinaka, showed a flexible position, 
saying that there were areas in which the 
company would be able in its own way to 
support this in regard to lowering landing 
fees on domestic routes in periods when 
the runways were not crowded. He also 
expressed a desire to deal with the issue 
upon ample discussion with the government. 
Mr Morinaka has now withdrawn to a 
consultative role, but I would like the new 
management to engage boldly with this 
problem.

NAA should take heed of the opinions 
of the airline companies which will use the 
aforementioned dedicated LCC terminal, 
which it is building at a cost of twenty 
billion yen and aims to complete in 2014, to 
make it user-friendly.

Regarding this issue, Mr Kazuyuki 
Iwakata, President of AirAsia Japan, 
commented that it would cost more for 
Narita to erect a dedicated terminal than 
it would Kansai Airport. He said that his 
company asked NAA to change its design 
content, as it differed from what the LCCs 
were seeking; and it also requested a 
reduction in the fee which NAA charged 
overseas-bound travellers for use of airport 
facilities (2540 yen per adult, including a 
security service fee), which it claimed was 
‘too expensive.’ 

Wake up, Narita Airport Corporation!
Mr Iwakata further proposed to NAA 

that Narita’s landing fees were too high, as 
well. He asserted that even if a fee reduction 
were not feasible at times when the runways 
were crowded, if the fee were lowered in 
periods when they were comparatively 
empty, then passenger numbers would rise 
and this could also benefit the airport, but 
this had not materialised. As for his airline’s 
office, presently housed in the Kōzunomori 
Station Building, two stops away from 
Narita Airport on the main Keisei railway 
line, he said that while AirAsia Japan was 
negotiating with NAA about its desire to 
move to Airport Building No. 2, it would 
depend upon the rent, which he criticised as 
being ‘too dear.’

Kōzunomori station happens to be the 
closest station to my home. One day, a 
signboard reading ‘AirAsia Japan’ was hung 
up at the somewhat stylish station office 
building. I imagine it will not be long before 

A Bird's-Eye View of Japan

No. 81　Japan’s Low Cost Carriers
 Still Flying on One Wing

第
81
回
　
日
本
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
は
い
ま
だ
片
翼
飛
行
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News Photos from JAPAN

❶ TOKYO
Ski run in Roppongi
A freestyle skier gets ready to run down a roughly 
15-meter slope installed at Roppongi Hills Arena in 
Tokyo on Jan. 19, 2013, during an event hosted by 
the Tokyo metropolitan government to promote the 
city's bid for the 2020 Summer Olympic Games.

❷ KYOTO
New Year offerings at Kyoto shrine
Bank employees count the amount of offerings 
collected during the three-day New Year holidays 
at Fushimi Inari Taisha, a Shinto shrine in Kyoto, 
on Jan. 4, 2013.

❸ NARA
Field burning
Photo multiply-exposed from 6:15 p.m. to 7:15 
p.m. on Jan. 26, 2013, shows fi eld burning on Mt. 
Wakakusa and fi reworks as part of an annual early 
spring festival in the city of Nara. Seen in front R is 
Kofukuji temple's fi ve-story pagoda. 

❹ TOKYO
Snowfall in Japan
Women wearing formal kimono walk af ter 
attending a Coming-of-Age ceremony in Tokyo 
on Jan. 14, 2013 in the falling snow. Ceremonies 
were held throughout Japan that day for young 
Japanese turning 20 years old during the year.

Source : Kyodo News
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Source: Kyodo News
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Snow in Japan
TOKYO, Japan - Photo from a Kyodo News helicopter 
shows Tokyo Skytree and a central area of Tokyo on 
Jan. 15, 2013, after snowfall the previous day. 


